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探偵ＡＩのリアル・ディープラーニング
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　　　　ほんの少し手を伸ばせば届くくらいの未来……あるいは現在の話。







　　第一話「フレーム問題　ＡアＩイさんは考えすぎる」









▼僕▲




　霊安室。霊が安らかなる室と書く。

　だが父さんの霊が安らかに眠れているとは到底思えない。

　刑事が壁に付いている沢山の引き出しの一つを開け、中に入っていたもののシーツを剝はぐと、それが父さんだった。いや、刑事によると、父さんだということだった。でも僕にはそれが父さんだとは分からなかった。

　全身黒くろ焦こげの焼損死体だった。肘ひじと膝ひざを曲げて、試合中のボクサーのような姿勢を取っている。焼損死体は熱で筋肉が収縮し、関節が屈曲するため、このようなファイティングポーズになる。

　推理小説で得た知識だ。僕は推理小説が好きだった。でもこれからは今まで通り好きではいられないだろう。

「大丈夫？」

　左さ虎こというキャリアウーマン然とした刑事が気遣うような声をかけてくる。彼女は僕が死体を見ることに反対していた。高校二年生には刺激が強すぎると考えたのだろう。しかし僕がどうしても見せてほしいと頼み込んだのだ。父さんの最さい期ごの姿を見ておきたかった。

「大丈夫です」

　僕は努めて冷静に答えた。

「そう、ならいいけど。で、お父さんご本人かどうかは……分からないよね、こんな状態じゃ」

「はい、これではちょっと」

「やっぱりね。まあＤＮＡ鑑定や歯型鑑定があるから、それは大丈夫なんだけど」

　焼損死体でもＤＮＡ鑑定や歯型鑑定は可能だ。これも推理小説情報である。

「それより刑事さん」

　僕はずっと気になっていたことを聞いた。

「本当に事故で間違いないんですか」

「今のところ、そう考えている。検死の結果、死因は煙や炎ではなく、後頭部の挫ざ傷しょう……つまり打ち身だと分かった。それから離れのプレハブに倒れていた石油ストーブの角に、お父さんの血が付着していた」

　今は十月下旬だが、今年の秋は寒く、プレハブも冷え込むので、ストーブはもう出されていた。

「お父さんは心臓に持病があったそうね。おそらく急な心臓発作で倒れ、ストーブの角に後頭部を強くぶつけ、打ち所が悪く亡なくなったんでしょう。その拍子にストーブも倒れ、零こぼれ出した灯油に引火し、火事になった。それが現在の見解」

「誰かが父さんを突き飛ばした結果、ストーブに後頭部をぶつけて死んだとは考えられませんか」

「すでに聞いていると思うけど、消防隊が到着した時、離れのドアと窓はすべて内側から施せ錠じょうされていた。ドアの鍵かぎを外から開け閉めするには、お父さんの指静脈認証が必要となる。これは血流も見ているから死体では反応しないし、そもそも死体の指は切り取られてなどいなかった。もし他殺なら、犯人はどうやって離れから脱出したっていうわけ」

「糸とかを使って外から密室を……」

「もしかして推理小説マニア？」

　左虎刑事の声には微かすかに侮あなどるような響きが込められており、それが限界まで張り詰めた僕の神経を逆さか撫なでした。僕だって事件の真相を知りたくて必死なんだ。

「それくらいは私たちも検討したわ。ドアにも窓にも糸を通す隙すき間まはなかった。密閉度が高くて、ドアや窓に挟んだ状態だと糸は動かせない」

「じゃあ時間が来たら自動的に施錠する装置を室内にセットし、ストーブを倒してから、プレハブを出た。時限施錠装置は役目を終えた後──火事の炎で証拠隠滅されたというのはどうですか」

「火事で何でもかんでも燃やし尽くせると思ったら大間違いよ。時限施錠装置って具体的にどんなものを想定しているのか知らないけど、タイマーとか、糸を巻き取る機構とか、全部燃え尽きる素材で作れるとは到底思えないな」

「それは、確かにその通りです」

　推理小説マニアの素しろ人うとが思い付くことなど、とっくに警察も考えていたということか。

「何でそんな他殺にこだわるの。まさか犯人の心当たりでもあるわけ」

「いえ」

　自分はただすべての可能性を検討したかっただけだと言いかけて、あることを思い出した。

「そうだ。事件の一週間くらい前、不審な男が生垣越しにプレハブを覗のぞいていたんです。現場のプレハブをですよ。事件と何か関係があるんじゃないでしょうか」

　左虎刑事は形のいい眉まゆを上げた。

「どんな奴やつ？」

「右目を縦に二等分する、刃物で切られたような古傷がありました。それが印象的でよく覚えています」

「ふうん。まあ、その男のことも調べてみるよ」

　左虎刑事はあまり気のない風に言った。最初は興味を持ったようにも見えたが、気のせいだったのか。

「他に何かある？」

「いえ」

　実は不審な男以外にもう一つ気になることがあったのだが、思うところがあってそれは話さなかった。

　父さんの引き出しは再び壁の中にしまわれ、僕は所しょ轄かつ署を後にした。




　後日、左虎刑事から電話があった。

　ＤＮＡ鑑定及び歯型鑑定の結果、焼損死体は間違いなく僕の父さんだと判明したとのことだった。





　　　　　＊






　僕の父さん……合あい尾お創つくる、五十歳は大学教授だった。専門分野は人工知能（Artificial Intelligence = AI）。どうすれば人間のように思考するコンピュータを作れるのかという研究をしていた。

　今は第三次ＡＩブームと言われている。第一次ＡＩブームは一九五〇年代後半から一九六〇年代、第二次ＡＩブームは一九八〇年代に起きた。過去二度のブームでは人工知能を作れるのではないかという期待が広がり、多額の予算が投入されたが、結局人工知能は実現せず、人々を失望させた。その後長らく人工知能研究は冬の時代にあった。父さんも「今時人工知能なんか研究してる奴」と随分冷遇されたようだ。

　しかし状況が変わった。少し前に三度目のブームが起きたのだ。きっかけはディープラーニングという新技術だ。

　父さんはディープラーニングをまるで命の恩人であるかのように僕に語った。その説明は分かりやすく、専門的な部分には理解できないところもあったが、概要は摑つかめた。

　人工知能を実現させるためには機械に学習させることが必要であり、その方法の一つに人間の脳神経回路を模したニューラルネットワークというものがあった。その後、イギリスの研究者の閃ひらめきとマシンパワーの向上により、ニューラルネットワークを深層化することに成功した。それがディープラーニングなのだ。

　深層化の原理は専門的すぎて、僕もあまり理解できていない。それよりも重要なのは、ディープラーニングで何ができるのかということだ。

　ディープラーニングのおかげでコンピュータは……。

　猫を認識できるようになった。

　それだけ？　というのが一般的な感覚だろう。僕も最初はそう思った。だが二〇一二年、グーグルが「コンピュータに猫を認識させることに成功した」と発表した時は、今までできなかったことを成し遂げた画期的な研究であるとニュースになったそうだ。僕も父さんの話を聞いているうちに、その凄すごさを理解できた。

　僕たち人間は猫を猫だと認識することができる。今までにたくさんの猫を見て、それらに共通する「特徴」を把握しているからだろう。しかしその「特徴」とはどのようなものか言葉で説明しろと言われたら、なかなか難しい。耳が尖とがっており、ひげが生えており、四本足で歩き、全身が毛に覆おおわれている……それは犬だってそうだ。きっと言語化できない無数の「特徴」が猫を、他の動物ではない猫たらしめているのだろう。

　人間が言語化できないわけだから、猫とはどのようなものなのかコンピュータに教えることも今までは困難だった。しかしディープラーニングを使えば、大量の猫画像を分析することで、コンピュータ自らがそれらに共通する「特徴」を摑むことができるのだ。

　猫だけではない。大量の情報ビッグデータさえあれば、今までは教えるのが難しかったことも、コンピュータが自ら学習できるようになった。それが重要なのだ。

　そして現代は情報化社会。インターネット上に大量の情報ビッグデータが溢あふれている。ディープラーニングが活躍できる環境が整っているということだ。

　これによって、人間とまったく同じように思考する真の意味での人工知能「強いＡＩ」がいよいよ実現するのではないかと言われている。今までにも人工知能と呼ばれるものはあったが、それは自動掃除機や囲碁ソフトなど限定的な局面でしか知能を発揮できない「弱いＡＩ」だった。

　その流れの中で、冷遇されつつも地道に研究を続けてきた父さんが、日本のＡＩ研究を牽けん引いんする一人として、ようやく日の目を見ることができたのだ。ＡＩの一般向け解説書の印税や講演料などが、にわかに父さんの元に舞い込むようになった。

　父さんはそのお金で、自宅の庭に鉄骨プレハブの離れを建て、最先端のパソコンを複数設置した。当初ディープラーニングにはスーパーコンピュータが必ひっ須すだったが、現在はＧＰＵという大量処理が得意な部品の進歩によって、普通のパソコンでもそれなりのパフォーマンスを発揮できるようになっている。

　父さんは大学に行っていない時もそのプレハブに籠こもり、日夜研究を続けていた。母おも屋やでやらなかったのは、大量のパソコンを置くスペースがないことに加え、徹夜作業で僕の生活リズムを乱さないようにしようという配慮だろう。

　今回火災現場となったのは、そのプレハブだった。

　長い忍耐の日々が終わり、やっと父さんの時代がやってきたところだった。でもその矢先に父さんは死んでしまった。その無念を思うとやり切れない気持ちになる。

　もしこれが殺人なら、僕は犯人を絶対に許さない。





　　　　　＊






　警察は事故だと考えているらしいが、納得できない。僕は自分でも事件を調べてみることにした。

　父さんの交友関係に犯人がいるなら、父さんの部屋にヒントが残っているかもしれない。もちろん警察も調べていたが、家族の僕が見たら別の発見があるかも。僕は母屋の二階にある父さんの部屋に入った。

　父さんの部屋は綺き麗れいに片付いていた。警察が片付けたわけではなく、生きていた時のままだ。身の回りを整理することが思考を整理することに繫つながると日頃から説いていた……。

　どこから手を付けようかと室内を見回していると、簞たん笥すの上の写真立てが目に入った。若い頃の父さんと同年代の女性のツーショットだ。柔らかい笑顔を浮かべているこの女性が僕の母さん、まもりなのだそうだ。

　母さんは僕が物心付く前に病気で亡くなったという。以来、父さんは再婚せず、僕と二人で暮らしてきた。今でもこうやって目立つ位置に写真を飾っていたということは、母さんのことをずっと忘れられなかったのだろう。

　僕は写真立てを手に取った。父さんと母さんが天国で幸せに暮らせていますように……と願いながら写真を見ていると、ふと違和感を覚えた。写真の下側が少しだけ浮き上がっているのだ。日頃から目にしていないと気付かないくらいの浮き上がり方。

　中に何か入っているのかもしれない。僕は写真立ての裏側の蓋ふたを開けた。すると写真の裏に、超大容量のＳＤカードが一枚入っていた。中身に関する情報は書かれていなかった。

　普通、ＳＤカードを写真立てになんか入れない。父さんはこれを隠していた？　事件と関係があるのだろうか。

　僕が浮き足立っていると、突然部屋に近付いてくる足音がして、ドアが開いた。

　僕はなぜかこのＳＤカードを見られてはいけないという思いに駆られ、咄とっ嗟さに後ろ手に隠した。

「あら、坊ちゃん。こんなところにいらしたんですか」

　入ってきたのは、お金に余裕ができてから雇い始めた中年家政婦、中なか林ばやしさんだった。中林さんは毎日午後三時に来訪しては、当日の夕食と翌日の朝食を作り、洗濯や掃除などの家事をしてから、帰っていく。事件の第一発見者は彼女だった。

　事件が起きたのは休日のことだった。僕は朝から高校の友人たちと遊びに出かけ、父さんはプレハブに籠って仕事をしていた。

　出火時刻は午後二時頃。炎と煙がしばらく鉄骨プレハブ内に留とどまっていたことと、近所に留守の家が多かったことから、発見が遅くなった。

　いつも通り三時に中林さんがやってきてウチの門を開けた。その時にはプレハブの外からも火事だと分かる状態になっていたので、急いで消防に通報したという。

　僕はまだ友人たちと一緒にいる時に、警察から電話がかかってきて、事件のことを知った。

　事件当日のことを思い出していると、

「今、何か隠しませんでしたか」

　と中林さんが尋ねてきた。見られていたのか。

　それにしても雇い主の息子、それも亡き父親の部屋で悲しみに浸りながら遺品を探していたかもしれない息子に「何か隠しませんでしたか」とは、いささか不ぶ躾しつけだ。彼女は少し馴なれ馴なれしいというか、空気の読めないところがある。

　僕は観念してＳＤカードを見せた。しかし噓うそはつく。

「別に隠したわけじゃないんですけど。父さんに貸していたＳＤカードを取りに来ただけです」

　中林さんの視線が簞笥の上に移動した。しまった、そこには蓋を開けっ放しの写真立てが！　貸したＳＤカードが写真立ての中にしまわれていたというのはさすがに不自然だ。

　案の定、彼女はそこに突っ込んできた。

「写真立ての中にＳＤカードが入ってたんですか？」

「いや、写真立てはまた別件で。思い出の写真の裏に何か書かれてないかとか、そういうことが気になっただけで……。それより何かご用ですか」

　僕が話を逸そらすと、中林さんは思い出したように言った。

「そうそう、今日のお通つ夜やと明日のお葬式ですけど、私欠席させていただこうと思うんです。いろいろ考えたんですけど、やっぱり一介の雇われ家政婦がお邪魔するべきじゃないと思って」

「そうですか、分かりました」

「それからお食事ですけど、今夜はお通夜で出るから要らないって聞いていたので作ってないんですけど、明日の朝食はちゃんと作って冷蔵庫に入れてありますので。それ食べて元気出してくださいね」

　最後の一言にはさすがにイラッとして、つい邪険な対応をしてしまった。

「分かりました、他には？」

　だが中林さんはまったく気にした様子もなく、分厚い唇の端を吊つり上げた。

「ありません」

　そして、やっと出ていってくれた。

　少し悪いことをしたかなと思う。彼女も悪気があるわけではなく、純粋に僕を心配してくれているだけなのだ。しかし今はその親切心を受け止める余裕がない。

　それにＳＤカードの中身が気になっているということもある。早くこれをチェックしよう。





　　　　　＊






　僕は自室に戻り、ＳＤカードをパソコンに挿した。

　すると、ディスプレイ中央に真っ黒なウィンドウが出現した。

　見慣れない画面に「ヤバい、ウィルスか!?」と慌あわてていると、黒いウィンドウに白っぽいものが浮かび上がってきた。女性のアバターだった。

　僕はドキッとした。というのも、そのアバターの容姿と服装が僕の好みと完全に一致していたからだ。

　アバターが口を開いた。同時にスピーカーから女性の声が流れ出した。

「初めまして。私は合尾創教授によって開発された人工知能の《刑事》相あ以い。あなたはどなたですか」

　ボーカロイドのような人工的な声ではなく、リアルな女性の声だった。ＳＤカードに入っていたプログラムでビデオ通話のようなものが起動し、世界のどこかにいる女性と通話が始まったのか？　一瞬そう思ったが、相手は人工知能を自称している。

　人工知能？　確かに父さんは人工知能の実現を目指して日夜研究を続けていた。しかしどの程度のものであれ、人工知能を完成させたという話は聞いていない。ところが彼女は「合尾創教授によって開発された人工知能の《刑事》相以」と名乗った。

　父さんは密ひそかに人工知能の開発に成功していた？

　しかも《刑事》だって？

　僕がずっと黙っているからだろう、彼女はこう言った。

「もしもし、聞こえていますか」

「は、はい、聞こえています」

　咄嗟に返事をしてから、これで向こうに聞こえるのかなと不安になったが、よく考えたらビデオ通話も画面に話しかけるだけで通話できる。果たして聞こえたようで、彼女はニッコリ笑った。

「良かった」

　その笑顔は再び僕をドキドキさせた。彼女は続けた。

「よろしければ、あなたのお名前を教えてください」

「僕は合尾輔たすく。合尾創の息子です」

「ということは、このパソコンのユーザーですね」

「そうですけど……」

　現に今このパソコンを使っているのだから使用者ユーザーなのは当たり前だろと一瞬思ったが、要は僕が名乗った合尾輔という名前が、パソコンに登録されているユーザーアカウント名と一致しているということが言いたいのだろう。

　そう解釈していると、彼女が衝撃的な発言をした。

「このアバターは気に入っていただけましたか。パソコン内に保存されている、女性の画像である確率が高いファイル群をディープラーニングし、あなたの好みに合いそうなアバターを作成しました」

　あまりの恥ずかしさに頭が吹っ飛ぶかと思った。女性の画像って！　その中には当然アレな画像もあるわけで……。

　僕は抗議した。

「ちょっと、余計なことしなくていいから！」

「お気に召しませんでしたか」

　彼女は落ち込んだような表情を見せた。少し言いすぎたかなとフォローの言葉を探していると、次の瞬間、驚くべきことが起こった。

　何と彼女が全裸の、のっぺらぼうになったのだ。服を着せる前のマネキンのような感じだ。

「今からペイントの画面内に入り込みますので、あなたが望むように私の顔と服を書いてください」

「いや、無理だから！　もうさっきのでいいよ」

　というか、さっきのがいい。

「そうですか？」

　彼女は心なしか嬉うれしそうに言うと、すぐ元のアバターに戻った。

　僕はその姿を観賞しながら、なるほど、やけに僕の好みを捉えているのはパソコン内の画像を分析したからだったかと納得した。

　もし彼女が僕と通話しているだけの生身の女性だったら、そんな芸当ができるわけがない。現実を認めるしかあるまい。彼女は完成度こそ不明だが人工知能の類たぐいなのだ。

　僕は彼女について質問してみることにした。

「アイって言ったっけ。どういう字を書くの」

「結婚相談所の『相』に、条件は年収一千万以上の『以』と書きます」

「ちょっと待って、よく分からなかった！」

　彼女がジョークらしきことを言ったという事実の方に気を取られてしまった。もし今のジョークが父さんにプログラムされたものではなく自分で考えたものだとしたら、かなり高度な人工知能ということになるが……。

「仕方ないですね」

　彼女はどこか腹立たしい「やれやれ」的な表情で言うと、名前の漢字をウィンドウに表示させた。

「こうです、こう書きます」

　相以。

　いかにもな当て字。ＡＩとかけているのだろう。

「なるほど。ありがとう」

　さて、自己紹介はこれくらいにして、そろそろ本題に入ろう。

「あのさ、僕の父さん……そして君の開発者でもある合尾創が死んだんだ」

　僕は俯うつむきながらそう言った。それからディスプレイを見上げると、相以はポカンと口を開けていた。

「あ、もしかして『死んだ』って概念が分からない？」

「いえ、それは分かります。ただ少し驚いてしまって」

　驚いた？　驚きなどという感情をコンピュータが持つとは。やはりかなり高度な人工知能のようだ。

「合尾教授はどのようにして死んだのですか」

　僕は事情を説明した。

「ふーむ、それは事件性を感じますね」

「だよね！　でも警察は事故と考えているらしくて。それで自分でも調べてやろうと父さんの部屋を漁あさっていたら、君が入っているＳＤカードを見つけたんだ。教えてくれ、君はどういう経緯で作られたんだ。事件と何か関係があるのか」

「私がなぜ作られたのかは私自身も知りません。だから事件との因果関係も分かりません」

「そうなのか」

　僕は落胆しかけたが、相以はこう続けた。

「ですが、私の開発工程について分かることもあります。それをお話ししましょうか」

「頼む！」

「分かりました」

　相以は頷うなずくと、語り始めた。

「実は合尾教授は私と並行して、もう一つの人工知能も開発していたのです。人間で言えば双子の姉妹といったところでしょうか。彼女の名前は私の名前を引っくり返した以い相あ。姉の私が《刑事》の人工知能であるのに対し、妹の彼女は《犯人》の人工知能でした」

「《犯人》!?」

　物騒な単語が出てきた。一瞬思ったのが、その以相が父さんの死をもたらしたのではないかということである。しかしまずは話を全部聞いてみないと。

「ところで輔さんはアルファ碁という囲碁ソフトをご存知ですか」

「ああ、聞いたことがあるよ」

　二〇一六年、グーグルの子会社が開発したアルファ碁というソフトが、世界トップクラスの棋士を四勝一敗で下したことが大きなニュースとなった。

「アルファ碁にもディープラーニングが活用されていました。アルファ碁はまず人間の熟練者の棋譜を大量にディープラーニングして、囲碁というゲームの『特徴』を摑みました。その後、自己対局を繰り返してその感覚を磨いていったのです」

　アルファ碁のことは分かったが、それが相以と以相にどう関係するのだろう。訝いぶかしんでいると、その答えが口にされた。

「私と以相にも同じ学習方法が用いられたのです。私と以相はまず警察の捜査資料をディープラーニングして犯罪のイロハを学びました」

「警察の捜査資料!?　そういうのって普通部外秘なんじゃないの」

「えー、そうなんですか」

　相以は呑のん気きな声を出してから、数秒後に言った。

「今ネットに接続して調べてみたところ、申請したら閲覧・謄とう写しゃが認められる場合があるそうです。でも私と以相がディープラーニングに使ったのは大量の電子データでしたから、それとは違いそうですね。そうなると確かに変ですね」

　大量の電子データ。それは警察から公式に提供されたのか、それとも違法に入手したのか。後者だとすれば、父さんが自力で入手したのか、それとも誰かから横流しされたのか。さらに後者だとすれば、横流ししたのは警察関係者なのか、それとも凄腕のハッカーのような存在か。もしかしてその人物が事件に関係しているのではないだろうか。

　にわかに、きな臭くなってきた。

「捜査資料の出所はとりあえず置いておいて話を続けますね」

　と相以は話を戻す。

「捜査資料で犯罪について学んだ後、私と以相は相互対戦を繰り返して成長してきました。アルファ碁が自分自身と対局を繰り返したのに対し、私は自分の分身である以相と対戦を繰り返したのです。パソコン内の仮想空間で《犯人》の以相が事件を起こす。それを《刑事》の私が解決する。以相はその結果から私の思考パターンを学習し、今度こそ私にバレないように事件を起こす。もし私がそれを解けなければ、答えを教えてもらって以相の思考パターンを学習し、次に活いかすという具合です」

「へえ、凄いね。ちなみに勝率はどれくらいなの」

　すると相以はなぜかギクッとしたような表情になった。そしてボソッと呟つぶやいた。

「ご、五分五分くらいですかね」

「勝ったり負けたりってところか」

「ま、まあ相手も私と同じ天才ですからね。私のライバルにふさわしい存在でした。やたら英単語で言葉遊びをしたがるセンスはいただけませんでしたが」

　相以は遠い目をして言った。そういえば、その以相は今どこにいるのだろう。

「以相もこのＳＤカードの中に入ってるの？」

「いえ、元々私と以相は離れのパソコン内に保存されていました。ですが事件の三日前、合尾教授がなぜか私だけをこのＳＤカードに隔離したのです。教授がなぜそのようなことをしたのか、私には分かりません」

「以相はそのまま離れのパソコン内に、ってことは──火事で一緒に燃えてしまったのか」

「そうとは限りません」

「え？」

「合尾教授が他殺なら、犯人が以相を持ち去った可能性があるからです。犯人の目的は私と以相だったという仮説です。教授はそれを予期していて、両方同時に奪われないように私を隔離したのかもしれません。私と以相は対戦を繰り返して成長する仕様上、どちらか片方だけでは成長が止まってしまいますから」

「そうか、その可能性はあるな！」

「いずれにしても、以相は私の前からいなくなってしまいました」

　相以は寂しそうに言った。今の話によると、相以と以相は二つで一つのプログラムである。相以は言わば自分の半身を失ったのだ。

　ふと僕の脳内にこんな光景が浮かんだ。相以が碁盤の前に正座している。いつもの対戦相手が現れるのを待っている。しかしいつまで経たっても対戦相手は現れない。それでも相以は待ち続ける。対戦相手は現れない。石は置かれない。

「相以、君は《刑事》なんだよね」

「はい」

「僕は父さんの死の真相を知りたい。そして君は以相がどうなったかを知りたいはずだ」

「はい」

「どうだろう、この事件の捜査を引き受けてくれないか」

「はい、喜んで！」

　相以は顔を輝かせた。僕も嬉しくなった。

「そうは言ったものの、どうやって捜査してもらったらいいのかな。僕が情報を集めてきて、君はパソコン内にいながらにして事件を解く、安あん楽らく椅い子す探偵のような形になるのかな」

「いえ、一緒に現場を見に行きましょう」

「え、どうやって」

「輔さんはスマホをお持ちですか。あればその中に私を入れて持ち運ぶことができます」

「スマホあるけど、こんな小さな機械にも入れるのか。重そうなのに」

　データ量が大きいという意味で言ったのだが、これは失言だったらしい。

「レディに『重そう』とは何事ですか！　私はこう見えても軽いんですよ」

「ああ、そうですか」

　僕はパソコンとスマホを繫ぎ、ＳＤカードの中身をスマホに移した。

　転送中、何気なく時計を見て現在の時間を思い出した。しまった、もうそろそろ通夜に行かないと。

　転送が完了すると、スマホの画面に相以のアバターが現れた。

「スマホ内にも新たな女性の画像を発見しました。アバターを微調整しましょうか」

「発見しなくていいから！　ところでごめん、もうすぐお通夜なんだ。先にそっちに行かなきゃ」

「分かりました。私も連れていってください」

「いいけど、何で？」

「合尾教授を殺害した犯人がお通夜に出席する可能性があるからです」

「あっ、そうか」

　これから犯人に会うことになるのかもしれないと思うと、にわかに緊張してきた。そんな僕の不安をよそに、相以は事務的に説明を続ける。

「ポケットの中に入れてくださっていれば外部の音を拾えます」

「つくづく便利だね」

　まあ《刑事》が付いていてくれれば少しは心強いだろう。そう思いながら僕はスマホを、ハンガーにかけていた喪服代わりの学生服のポケットに入れた。
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　通夜は近所の斎場で行われた。

　父方の親族や、父さんが勤めていた大学の関係者などが列席した。母方の親族は連絡先が分からなかったので一人も呼べなかった。十数年も前に死別したので仕方ないのかもしれないが、一抹の寂しさを覚える。

　進行は葬儀社に一任しているが、喪主の僕自身がやらないといけないこともある。例えば通夜振る舞い（通夜の後の会食）の席で、弔問客に挨あい拶さつしてまわらなければならなかった。

　ほとんど会ったことがない親しん戚せきたちが憐あわれみの表情で悔やみの言葉をかけてくる。それに対して、僕は定型文を組み合わせた挨拶を返す。

　その最中、僕はふと現実感を喪失した。

　自分の意志が自分から離れていき、機械的に応対する自分がまるでそうプログラムされた人工知能のように感じられた。

　親戚や葬儀社に言われたからやっているだけで、本心は全然こんなことしたくないんだ。父さんが死んだばかりなんだぞ、放っておいてくれ。そして誰かこの役目を代わってくれ。

　でも代わってくれる家族は誰もいない。僕は本当に独りぼっちになってしまったのだ。人がたくさん集まった通夜振る舞いの席で、僕はとてつもない孤独感に襲われた。

　だが挫くじけている場合じゃない。父さんの死の真相を突き止めないと。僕は意志の力で現実感を取り戻した。

　親戚たちへの挨拶を終えた僕は、父さんの研究室のメンバーが集まった席に移動し、お決まりの挨拶を交わした。

　男性が五人、女性が一人。全員、面識がある。僕が研究室に届け物をしたり、逆に彼らの方がウチに来たりすることもあったからだ。

　父さんが仕事や人間関係のことで殺されたとしたら、研究室のメンバーは充分容疑者といえる。そこで僕は彼らに、事件当時何をしていたか尋ねてみた。アリバイを聞いているのは見え見えだったと思うが、同情してくれたのだろう、文句一つ言わずに答えてくれた。事件当日父さんと会ったかという質問に対しては全員が否定したが、かといってアリバイがある人もいなかった。

　研究室の代表者は父さんだったが、ナンバーツーは下しも端はた准じゅん教授といって、丸眼鏡をかけた童顔の四十男だった。彼が言った。

「輔くん、今回のことは災難だったね」

「はい……」

「合尾教授、心臓発作で倒れて頭を打ったんだって？　発作を抑えるあの薬、手元に置いてなかったんだろうか」

「いえ──焼け跡から発見されたそうです。──燃え尽きていたので残量は不明だったらしいですが」

「じゃあ使い切っていたことに気付かなかったという可能性もあるな」

「それはありません」

　僕が言い切ると、下端准教授は不思議そうな顔をした。

「どうして？」

「事件当日の朝、主治医が父さんの薬を変えたからです。だからその新しい薬がプレハブにあったはずです」

「え？」丸眼鏡の奥の目が丸くなった。「薬を変えたって、まったく別の薬にしたってこと？」

「はい」

「それって、もしかして、もしかしての話だけど、薬を変えたことが事故に関係してるんじゃ」

「ええ、実は僕もその可能性を疑っているんですが」

「そ、そりゃあそうだよね。え、そのことはもう警察には言ったのかい」

「いえ、まだ」

「どうして！」

　下端准教授は、じれったそうに言う。当然の反応だ。だが僕にはある考えがあった。

「言い忘れてしまって。今度、担当刑事に伝えておきます」

　僕はそう弁解しながら、視界の片隅に座っている女性を盗み見た。

　美び貌ぼうのため若く見えるが、実年齢は五十にもなる彼女は、心臓内科医の上かみ条じょうさんだ。父さんとは高校時代からの親友であり、そのよしみで父さんを個人的に診察していた。

　最近、父さんが彼女と再婚するかもしれないという空気が確かにあった。いつまでも母さんの記憶に囚とらわれているより、その方がずっといいと僕も密かに応援していた。だがその前に父さんは死んでしまった。

　事件当日の朝、僕が外出前にプレハブに顔を出すと、上条さんが父さんを診察していた。二人は発作時に使う薬を変えるという話をしていた。そしてその日の午後、父さんが発作を起こしたかもしれないのだ。

　薬を変えたことが悪影響を及ぼしたのか。確認しなければいけないとずっと思っていた。しかし上条さんに迷惑がかかるといけないので、左虎刑事には黙っていたのだ。

　と、上条さんが席を立った。チャンスだ。

「すみません、ちょっとお手洗いに」

　僕は下端准教授たちにそう言い置くと、彼女の後を追った。

「上条さん」

　僕は廊下で彼女を呼び止めた。

　僕はたじろいだ。振り返った彼女の頰に一筋の涙が伝っていたからだ。彼女は不意に溢れ出した涙を隠すために席を立ったのかもしれない。

「あっ、すみません」

　彼女は手の甲で涙を拭ふいてから言った。

「気にしないで。何か話があるんでしょ」

　僕は意を決して切り出した。

「実は事件当日の朝のことなんですが」

「もしかして薬を変えたこと？」

「はい」

「そうね、一度ちゃんと説明しないといけないと思ってたわ。まず薬を変えた理由だけど、創さんの方から変えてくれと言ってきたの」

「父さんの方から？」

　上条さんは頷いて、

「今までずっと使ってきた舌下錠が苦いのが気になってたみたい。それで舌下に噴霧するスプレーに変えてあげたの。これはこれで変な味はするんだけど、しばらく使ってみてくれって渡した」

「それ、何か副作用とかは」

「深刻なものはない。広く使われているちゃんとした薬よ。今度見せてあげようか」

「いや、そこまでは。疑ってしまってすみません」

「いいのよ。お父さんの死の真相を調べてるんでしょ。さっき研究室の人たちにもアリバイ尋ねてたもんね」

「聞いてたんですか」

「聞こえてきたのよ。ちなみに私もアリバイはない。だから立派な容疑者の一人」

　彼女はやけっぱちのような口調で言った。

「そんな……」

「まあ私が創さんを殺すわけないけど」

「もしかして上条さんも事故ではなく殺人だと考えてるんですか」

「まあね。主治医の私に言わせれば、創さんの症状はまだそこまで進行していなかったから、発作一回で意識を失うとは考えにくい。すぐに薬を使えば普通に助かったはずなのよ。それは警察にも伝えたんだけど、あの左虎っていう女刑事、なぜかハナから事故だって決めてかかってるみたいで」

　僕はハッとした。

「上条さんもそう思いました？　実は僕もそう感じたんです」

「警察には何か事故にしたい事情でもあるのかしら」

　僕は相以と以相がディープラーニングに警察の捜査資料を使ったという話を思い出した。もしかしたらこの事件には当初考えていたよりもずっと巨大な力が働いているのかもしれない。

　想像の中で膨らみ続けるスケールに立ち竦すくんでいると、上条さんが芝居がかった明るい口調で言った。

「とにかく！　あまり無理しちゃダメよ。何か困ったことがあったら私に頼りなさい」

　そして僕の肩を力強く叩たたいた。
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　通夜の翌朝、同じ会場で葬式が行われた。

　その後、火葬場に移動して火葬。父さんが二度も焼かれるような感じがして嫌だったが、こればかりは仕方ない。

　納骨は四十九日に行う。僕としてはすぐ納骨しても良かったのだが、父方の親族にそのルールを強く主張する者がいたので従うことにした。

　僕は父さんの骨を抱えて帰宅した。

　玄関のドアを閉めると、どっと疲れが押し寄せてきた。

　自室に戻って、喪服代わりの学生服を脱いだ。するとポケットから相以の声がした。

「お疲れ様です、輔さん」

　僕はポケットからスマホを出した。

「ごめん、待たせたね。現場を見に行こうか」

「私は望むところですが、輔さんはお疲れではありませんか」

「何、もう一頑張りするさ」

「そうですか？　それでは行きましょう。早く行きましょう」

　彼女は散歩に行く前の犬のように目を輝かせていた。《刑事》の人工知能だけあって、事件を解くことが生き甲が斐いなのだろう。僕だって早く事件を解決したいので、両者の利害は一致している。ちょっとの疲れが何だ。

　僕は普段着に着替えると、スマホを持って玄関を出た。

　黒焦げのプレハブに向かって庭を歩いていると、生垣の外から年老いた男女が話す声が聞こえてきた。

「ほう、見事に焼けたな」

「出火時刻は午後二時頃って新聞に書いてあったけど、二時頃って言ったらあんた、わしらが男女の話し声を聞いた直後のことじゃないの」

「そうだ。男の方が亡くなった大学教授だとしたら、女の方が放火犯かもしれん」

「やっぱり警察に話した方がいいのかね」

　聞き捨てならない会話だった。

　生垣には所々隙間があり、そこから犬を連れた老夫婦と思おぼしき男女が見えた。僕はそちらに駆け寄り声をかけた。

「すみません」

「うわあー、いきなり出てきたからびっくりしたなあ」

　男性の方がそう言ったが、口調も反応もゆっくりしたものだったので、そこまで驚いているようには見えなかった。僕は一応謝罪してから続けた。

「僕はこの家の息子なんですけど、今の話、詳しく聞かせてもらえませんか」

「息子さんっていうと、亡くなった大学教授の」

　と女性の方が尋ねてくる。

「はい、父の死の真相を知りたいんです」

　男女は顔を見合わせてから、僕の方に向き直った。男性が言った。

「よっしゃ、話したろう。わしら夫婦はよくこの辺で犬を散歩させてる。火事があった日も二時ちょっと前に、ここを通りかかった。するとそこのプレハブから男女の話し声が聞こえてきたんだ」

　プレハブは遮音性が低いので、ドアと窓を閉めていても中の音が聞こえることがある。

　男の声は父さんかもしれない。しかし女の声もしたというから、出火直前に客人がいたことになる。その女が事件に関係している可能性は高い。

「どんな声でしたか。高かったとか低かったとか。若かったとか年老いていたとか」

「どんなって、そりゃ説明が難しいな。わしらより若い声だったのは間違いないが」

　老夫婦は双子のようにそっくりな笑い声を上げた。この二人より若いと言われても何の参考にもならないなと呆あきれていると、夫の方が続けた。

「だが一つだけ覚えてることがあるぞ。その男女はしきりに『ふれーむ』『ふれーむ』と言っとった。それで印象に残っていたんだ」

　フレーム？

　最近どこかでその単語を耳にしたような……。

　ダメだ、思い出せない。

　老夫婦の覚えていることはそれだけだったが、貴重な情報だった。

「すみません。今の話、警察にもしていただくことはできますか」

「構わんよ」

「じゃあ担当の刑事に伝えておきますので」

　僕は老夫婦の氏名・住所・電話番号をスマホのメモ帳に保存し、二人と別れた。

　メモ帳を閉じると、相以のアバターが画面に舞い戻ってきた。僕は彼女の意見を聞いてみた。

「今の話、どう思う」

「そこまで決定的な話じゃありませんね。人類の半分は女性なわけですから」

　相以は真ま面じ目めくさった顔でそう言った。

「いやいや」

　コンピュータらしい思考に苦笑しながら僕は続けた。

「でも父さんの周囲の女性と言ったら限られている」

　真っ先に浮かんだのは、やはり上条女医だった。疑いたくはない。疑いたくはないが、やはり事件当日の朝に薬を変えていたというのが怪しく思えてしまうのだ。動機も愛憎のもつれなど、いくらでも考えられそうだ。

　次に浮かんだのが、中林家政婦だった。少し空気が読めないだけで人畜無害な女性……本当にそうだろうか？　よく考えたら、彼女は毎日ウチに出入りしていて、休日はほぼ必ず父さんと顔を合わせているし、事件の第一発見者でもあるのだ。それに、僕が見つけたＳＤカードに固執しているように見えなくもなかった。

　そして最後に浮かんだのが、なぜか左虎刑事だった。馬ば鹿かな、なぜ彼女が？　刑事だぞ！　だが冷静に考えてみると、警察の捜査資料の流出、そして事故として処理したがっている態度。彼女も立派な容疑者の一人と言えるのではないか。

　この中の誰かが犯人なのか？

　三人の顔が浮かんでは消え、浮かんでは消えしていると、相以が言った。

「ねえ、そろそろプレハブを見に行きませんか」

　彼女は密室の方にご執心のようだった。

「でも見るって言ってもどうやって見るの」

「スマホのカメラで撮影してください。そうすれば情報を共有できます」

「そういえばディープラーニングは画像認識が得意なんだったな」

　僕はまずプレハブの外観から撮影してまわった。

　外壁は全面にわたって焦げている。火元の石油ストーブに近かった裏手の方がより黒くなっている。しかし穴が開いたり崩落したりした箇所は一つもない。

　プレハブの開口部は正面のドアと、裏手の窓の二つだ。現在窓は割れているが、それは消防隊が放水のために割ったものであり、彼らが到着した際には割れていなかったそうだ。鎮火後、窓から突入すると、プレハブ内には死んだ父さん以外の人間はおらず、ドアは内側から施錠されていたという。つまり完全な密室だったというわけだ。

　ドア脇わきの外壁に指静脈認証の装置が取り付けられている。外からドアの鍵を開け閉めするにはこれを使う必要があるが、父さんの指にしか反応しない。僕がそれを撮影すると、相以が反応した。

「プレハブという簡素な建物に、静脈認証という厳重なロックが付いているのは、統計的に珍しい気がします。何か理由があるのですか」

「プレハブを建てた当初は普通の鍵だったんだけどね。三ヵ月前、父さんが業者を呼んで、静脈認証のドアに付け替えさせたんだ。理由を聞いたら『重要なデータが増えてきたから』って言ってたけど、詳しくは分からない」

「三ヵ月前と言えば、私と以相が警察の捜査資料でディープラーニングを始めた頃です。もしかしたら違法に入手した捜査資料を隠したかったのかもしれません」

「そうか、確かにそういう理由は考えられる。ウチには中林さんがいるからな」

「中林さん、その名前はデータベースに登録されています。合尾家の家政婦ですよね。彼女がどうかしたのですか」

「中林さんには僕と父さんが留守の時も、母屋に上がって家事をしてもらう必要がある。だから母屋のドアノブに暗証番号付きのキーボックスを取り付けて、母屋の鍵を入れているんだ。そういう状態で、母屋にプレハブの鍵を置いちゃうと、中林さんがプレハブに入れてしまうだろ。だから実物の鍵を使わない静脈認証にしたんだと思う」

「なるほど、合尾教授は中林さんを信用していなかったのですね」

　僕は苦笑した。

「いや、そういうことじゃないよ。信用はしていたけど念のため、ね」

「おっしゃることがよく分かりません。一パーセントでも疑いを持っているのなら、それは信用していないということではないのですか」

「まあ厳密に言えばそうかもしれないけどね」

　さっきの「人類の半分は女性」発言といい、厳密すぎる。こういうところはまだまだ非人間的だなと、僕は相以とのコミュニケーションに引っかかりを覚え始めていた。

　僕はふと思い出して尋ねた。

「そういえば自己紹介の時のさ、結婚相談所の『相』に、条件は年収一千万以上の『以』っていうジョーク。あれは自分で考えたの。それとも父さんに教えてもらったの」

　相以はキョトンとした。

「これは何かのジョークだったんですか。『相』と『以』の二文字でネット検索してヒットした用例を言っただけのつもりだったんですが」

　……そうか、ジョークのつもりですらなかったか。この分だと「レディに『重そう』とは何事ですか」と怒った時も、単に「重い」というキーワードに反応しただけだったのだろう。

　どうやらまだ人間的な会話は難しい段階のようだ。せめて推理だけはちゃんとしてくれればいいのだが。

　僕が黙っているのを不思議に思ったのか、相以が尋ねてくる。

「輔さん、どうしましたか」

「何でもない。それより早く室内の撮影に移ろうぜ」

　僕は話を切り上げると、プレハブのドアを開けた。





　　　　　＊






　室内は火事と放水で滅茶苦茶になっていた。最先端のパソコンたちも無残な姿と化している。事件が解決したら片付けないといけないなと考えながら、僕は室内を撮影してまわった。

　まずはドアノブから。よくある金属製の円筒形のもので、中央に鍵のつまみが付いている。このつまみを横にしたら施錠、縦にしたら開錠。また外からの静脈認証にも連動して動くという仕組みだ。構造上、糸や氷で施錠するのは不可能だ。念のため持ってきた磁石で外から施錠できないか試してみたが無理だった。

　次に荒れた室内を横切って、窓際に移動した。よくある引き違い窓ではなく、横滑り出し窓というものだ。下辺にカムラッチハンドルというＬ字形のハンドルが付いており、それを九十度回転させてから押すことで、窓が上辺を固定されたまま向こう側に開いていく。閉める時は反対に、カムラッチハンドルを引いて窓を閉めてから、逆に九十度回転させることで施錠が完了する。窓から外に脱出して、窓を押して閉めることはできるが、外からカムラッチハンドルを回して施錠することはできない。

　何らかのトリックを使って、外からカムラッチハンドルを回すことはできるだろうか。だが挟んでいる氷が溶けたら自動的に回ってくれるほどユルユルではない。また磁石にもくっ付かなかった。糸でならかろうじて動かせそうだったので、持ってきた糸で試してみたが、左虎刑事が言っていた通り、窓に挟んだ状態では糸を動かせなかった。また燃え尽きる素材だけで時限施錠装置を作る方法も思い付かない。

　プレハブにはパソコンを載せた机が数台あり、そのうち一番奥の机に着くと、窓を背にする形になる。この机と窓の間の床に、人の形にテープが貼はられていた。ここに父さんの焼損死体が倒れていたのだ。テープの側には、角に黒ずんだ血液が付着した石油ストーブが倒れており、椅子の残ざん骸がいも置かれていた。

　警察の見解によると、父さんはこの椅子に座っている時に発作を起こした。慌てて立ち上がり棚の薬を取りに行こうとしたが意識を失い、ストーブの角で後頭部を強打して死亡した。その拍子にストーブも倒れ、零れ出した灯油に引火し、そこからプレハブ全体に燃え広がった。

　さて、撮影すべきものはこれくらいか。

「どう、何か分かった？」

　僕が尋ねると、相以はこう答えた。

「いくつか仮説は思い付きました」

「いくつか？　凄いね！　僕は事件の日からずっと考えてまだ一つも思い付かないのに、こんな一瞬で複数も思い付くなんて」

「天才ですから」

　相以はスマホの中で、したり顔。

「で、どんな仮説」

　相以は滔とう々とうと語り始めた。

「はい、まずプレハブに秘密の通路がある可能性があるので、設計者と建築者のアリバイを確認しなければなりません。

　次に消防隊員が全員共犯の可能性があるので、彼らと合尾教授の間に繫がりがなかったか調べなければなりません。

　それから発作を抑えるスプレーの製造過程で毒物が混入した可能性があるので、メーカーの工場に立入検査をしなければなりません。

　あと何者かが石油ストーブ型のドローンを操縦して教授の後頭部に激突させた可能性があるので、ストーブを分解してみなければなりません」

「んん？」

　黙って聞いていれば、何だか頓とん珍ちん漢かんなことばかり言っているような？

　そしていよいよ相以はとんでもないことを言い出した。

「忘れてはならないのは、犯人がトンネル効果で密室の壁をすり抜けた可能性です」

「トンネル効果だとぉ!?」

「あ、トンネル効果というのは、絶対に通り抜けられないはずの障壁を一定の確率で粒子がすり抜ける現象です。だから何度も壁に体当たりしていれば、そのうち体を構成する粒子がすべて壁をすり抜けてくれる可能性があります」

「いや、それは知ってるよ」

　推理小説読みでトンネル効果を知らないのはモグリである。

「でもそれは天文学的に低い確率だから！　一生壁に体当たりし続けても不可能なくらいのね！」

「いくら天文学的に低い確率でも、そこに可能性がある限り検討しなければなりません」

「なっ」

　啞あ然ぜんとする僕を無視して、相以はその後も朗々と推理を披露し続けた。しかしその中にまともな推理は一つたりともなかった。その姿は、まるでバグを起こして意味不明なメッセージを垂れ流すレトロゲームのように不気味だった。

　何だこれは。この人工知能、まるっきりポンコツじゃないか。父さんの研究はまだ途中だったのか。現実には起こり得ないような些さ末まつなことばかり考えて……。

　ん？　そういえば最近父さんから関係がありそうな話を聞いたな。何だっけ。フレーム……そう、フレーム問題だ！　さっき「フレーム」で思い出しかけたのもこの単語だったのだ。

　父さんはこんなことを言っていた。




『人工知能を作る際はフレーム問題に気を付けなければならない。

　たとえ話をしよう。

　洞どう窟くつの中にロボット用のバッテリーがあり、その上に時限爆弾が仕掛けられている。ロボット一号機の使命は「洞窟からバッテリーを運び出してくること」だ。一号機は見事バッテリーを運び出すことに成功した。だがバッテリーを運び出すと同時に爆弾も運び出してしまうということまでは理解できなかったため、ドカン！　爆弾が爆発して鉄てつ屑くずになってしまった。

　そこで科学者は、目的遂行時に付随して起こる出来事も考慮するように改良した二号機を開発した。しかし二号機はバッテリーの前まで来たところで停止してしまい、ドカン！　一号機と同じく爆弾の餌え食じきになった。二号機は「バッテリーを動かすと爆弾が爆発しないか」「爆弾を動かそうとすると天井が落ちてこないか」「爆弾に近付くと壁の色が変わらないか（言うまでもなく無意味な仮定だ！）」など、付随して起こり得るあらゆる出来事を無限に考え続けた結果、フリーズしてしまったんだ。

　そこで科学者は、目的遂行時に無関係な事柄は考えないように改良した三号機を開発した。だが三号機は何とスタート地点から一歩も動かなかった。どうしてだと思う？

　無関係な事柄を考えないためには、まず何が関係あって何が関係ないかを区分する必要があるね。だがこの世には無数の「事柄」がある。だから三号機は永遠にスタート地点で場合分けを続けなければいけなくなってしまったというわけだ。

　無限の可能性がある現実世界では、適切な枠フレームで思考を狭めない限り、無限に計算し続けることになってしまう。この枠フレームを作るのが人工知能は苦手なんだ。

　しかしフレーム問題はディープラーニングの登場によって解決するかもしれない。ディープラーニングは大量の元データを分析し、そこに共通する「特徴」を抽出する。そういう経験を経た人工知能は、その分野では大体どういうことが起こってどういうことが起こらないかという感覚を身に着けているはずだからね』




　今、相以が陥っているのはまさにこのフレーム問題ではないか。ありそうもないことばかり考えて先に進めない。「人類の半分は女性」や「一パーセントでも疑っていたら信用していない」などの厳密すぎる発言も、フレーム問題の予兆だったのかもしれない。

　フレーム問題はディープラーニングで解決するかもしれないと父さんは言った。だが。

「ダメだよ、父さん。全然解決していない。相以は警察の捜査資料をディープラーニングしたはずなのに、依然フレーム問題を起こしている」

「フレーム問題ですって？」

　その単語に反応して、相以が可能性の列挙を中断した。

「輔さんは私がフレーム問題を起こしていると言うのですか」

「ああ、そうじゃないのか」

「ふふん、何を馬鹿なことを。フレーム問題なんかとっくに卒業しましたよ。最初に警察の捜査資料をディープラーニングした時にね。その後、何百回と以相と対戦しましたけど、フレーム問題なんか一度も起こりませんでしたもん」

「でも現に今、推理が先に進んでないじゃないか」

「言われてみれば確かにそうですねえ」

　相以は人差し指を唇に当てて呑気に言う。

「ちょっと調べてみますね」

　数秒後、

「ふえーん、フレーム問題のエラーが出てましたぁ」

　相以が涙声で言った。アバターの両目からも涙が溢れ出す。

「どうして今になって」

「多分ディープラーニングの量が足りなかったんだと思いますぅ」

「量？」

　相以は、しゃくり上げながら説明する。

「私と以相が対戦していた仮想空間はぁ……閉世界仮説って言ってぇ……現時点で真だと判明していないことは偽だと仮定するルールが設定されていたんですぅ」

「どういう意味？」

「容疑者が三人しか紹介されていない場合ぃ……容疑者はその三人しか存在しないってルールでぇ……その縛りが枠フレームとして機能してぇ……仮想空間ではフレーム問題が起きなかったんだと思いますぅ」

　また頭の片隅が刺激された。僕はこれとよく似た話も知っている。

「でも現実世界に出た途端……その枠フレームが取っ払われてぇ……容疑者が三人しか見つかってなくても四人目五人目もいる可能性があるからぁ……そういうこと考え出したらフレーム問題が起こっちゃったんだと思いますぅ」

「それに対してディープラーニングは役に立たないの？」

「最初に警察の捜査資料をディープラーニングして得た特徴量……つまり捜査の感覚はぁ……仮想空間では通用するレベルだったけどぉ……現実世界に出ると通用しないレベルだったってことかとぉ」

「父さんはそれを予期してなかったんだろうか」

「現実世界に出してみてフレーム問題が起こったらぁ……その時にまたディープラーニングの量を増やすつもりだったんじゃないでしょうかぁ」

「なるほど、その方が効率的か」

　ただひたすらデータを読み込ませるだけの作業より、面白そうな対戦学習を早く試してみたかったという理由もあるのかもしれない。

「じゃあ、もう一度ディープラーニングからやり直すしかないな」

　僕がそう言うと、相以は申し訳なさそうに頭を垂れた。

「それがダメなんです」

「何で？　あっ、まさか」

「そのまさかです。警察の捜査に関する大量の情報ビッグデータはＳＤカードではなく、プレハブのパソコンに保存されていました。つまり……全部燃えちゃったんです」

「そ、そんな……それじゃ……」

　相以が一ひと際きわ激しく泣き始めた。

「そうなんですうううー！　私、役立たずのままなんですうううー！　記念すべき初うい陣じんなのに役立たずなんだあああああああーっ！」

　人工知能の泣き声がプレハブ内に響き渡る。

　くそっ、何か方法はないのか！

　僕は思考を巡らせた。

　そして一筋の光明を見み出いだした。

　光明と見えたのは言葉だった。燦さん然ぜんと光り輝くその八文字はあの有名な、





　後　期　ク　イ　ー　ン　問　題






　後期クイーン問題は、推理作家エラリー・クイーンの後期作品でよく発生していた現象である。二種類存在するが、今回関係があるのは「探偵が最後に提示した解決が本当に正しいかどうか作中では証明できない」という第一問題の方だ。

　なぜ証明できないかというと、本当にすべての手がかりが出で揃そろったかどうか、その中に偽にせの手がかりが混じっていないか、探偵自身が確認する術すべがないからである。

　例えばＡ・Ｂ・Ｃという手がかりからＸが犯人だという結論が導き出されたとしよう。しかしどこかにまだＤという手がかりが隠れているかもしれず、それを合わせるとＹが犯人だという結論に変わるかもしれない。また手がかりＡは真犯人Ｚが他者に罪を着せるために捏ねつ造ぞうしたものかもしれない。そういった見落としや捏造がないと証明することは悪魔の証明になるので、作中の登場人物に過ぎない探偵には不可能である。

　だから探偵は決して自分の推理に確信を持てないはずだ（そんな奴が行う推理に何の価値があるのか）というのが後期クイーン第一問題である。

　ほぼすべての推理小説がこの第一問題を抱えているが、厳密に論じ始めるとキリがないので、ほとんどの場合は無視される。つまり便宜上、解決編までに出揃った手がかりが完全なる真の手がかりとして扱われる。作中で提示されていない手がかりは存在しないものと仮定するこのルールは、「現時点で真だと判明していないことは偽だと仮定する」閉世界仮説そのものではないか。

　人工知能は閉世界仮説でフレーム問題を回避する。一方、推理小説は閉世界仮説で後期クイーン第一問題を回避する。したがって何とかして推理小説をディープラーニングし、その「特徴」を身に着けることができれば、現実世界でもフレーム問題を回避する閉世界仮説的な推理ができるのではないか。秘密の通路だとか、石油ストーブ型のドローンだとか、提示されていない（そしておそらく実在しない）可能性に囚われない本質的な推理ができるのではないか。

　後はどうやって推理小説をディープラーニングするかだが……。

「ある。あるぞ」

「ええ、何がですかぁ」

　相以が赤くなった瞼まぶたを擦こすりながら僕を見上げる。

「ディープラーニングのための大量の情報ビッグデータがあるって言ったんだ。電子書籍だよ！　電子書籍で推理小説を読むんだ！」

　僕は推理小説がフレーム問題対策に有効だという持論を展開した。

「な、なるほど、それなら行けるかも」

「よし、今すぐ古今東西の名作を千冊読んでくるんだ！」

「ラジャー！　……と言いたいところですが、このスマホではさすがにディープラーニングのためのスペックが足りません。最上ハイエンドのＧＰＵが搭載されている、合尾教授の自室のパソコンを使いましょう」

　僕たちは母屋にある父さんの部屋に移動し、スマホからパソコンに相以を移した。

「千冊読むとなると一日仕事になりそうなので、輔さんは今日はもうゆっくり休んで、また明日の朝来ていただけますか」

「むしろ一日で千冊読めるなんて凄いよ、羨うらやましいよ。僕なんか死ぬまでに読みたい本を全部読めるかどうか心配になるくらいなのに」

　人工知能特有の弱点はあるものの、やはり相以の頭脳は人間を遥はるかに凌りょう駕がしているのだ。ディープラーニングが上う手まく行けば、事件の謎なぞも一瞬で解いてくれるかもしれない。

　僕は期待に胸を膨らませながら部屋を出た。
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　翌朝、父さんの部屋に入ると、パソコンのディスプレイの中、相以が目を閉じて眠っているようだった。

「おはよう、相以」

　と声をかけると、彼女は目を開けた。そしてこう言った。




「初めまして」




　血の気が引いた。まさか何か手違いがあって初期化されてしまったのか？

　しかしすぐに早とちりだと分かった。彼女はこう続けたのだ。

「《刑事》改め《探偵》の人工知能、相以でございます、輔さん」

「び、びっくりしたよ。『初めまして』とか言うからさ。昨日の記憶はあるんだよね」

「もちろん。輔さんに言われて、名作と呼ばれる推理小説を千冊読破しました。その結果、《刑事》から《探偵》に転職ジョブチェンジしたのです」

《探偵》。

　最近、人工知能に向いている職業という話題をよく耳にする。近い将来、人工知能に奪われる職業というネガティブな視点で語られることも多いが。

《探偵》……浮気調査をする探偵ではなく、推理小説に出てくるような名探偵は人工知能に向いている職業なのではないかと密かに思う。

　理由は二つ。推理小説の電子書籍というディープラーニング用の大量の情報ビッグデータが豊富であることと、後期クイーン第一問題の回避がそのままフレーム問題の回避に繫がることだ。

「で、どうだった？」

　僕は推理小説の感想を求めたのだが、彼女はこう言った。

「はい、犯人が分かりました」

「本当？　やっぱり事故じゃなくて殺人だったんだ。で、犯人は誰なの」

　すると相以は謎の声色を作った。

「輔くん、怠慢は君の悪癖だよ。たまには人に答えを求めず、灰色の脳細胞を働かせたらどうかね」

　どうやら余計な知識までインプットしてしまったようだ。

「いや、そういうの要らないから。今すぐ教えてよ。こっちは親を殺されてるんだからさ」

「仕方ないですね。それでは解決編を始めましょう」

　僕は生なま唾つばを飲み込んだ。そして彼女の口からその言葉が発せられた。

「まず犯人は下端准教授です」

　予想だにしていなかった名前に驚いた。

「下端准教授が!?　根拠は？」

「通夜振る舞いの席での会話です。私はポケットの中で聞いた会話をすべて録音していました。彼との会話の部分をもう一度聞いてみてください」

　パソコンからあの時の会話が流れ出した。




『輔くん、今回のことは災難だったね』

『はい……』

『合尾教授、心臓発作で倒れて頭を打ったんだって？　発作を抑えるあの薬、手元に置いてなかったんだろうか』

『いえ──焼け跡から発見されたそうです。──燃え尽きていたので残量は不明だったらしいですが』

『じゃあ使い切っていたことに気付かなかったという可能性もあるな』

『それはありません』

『どうして？』

『事件当日の朝、主治医が父さんの薬を変えたからです。だからその新しい薬がプレハブにあったはずです』

『え？』『薬を変えたって、まったく別の薬にしたってこと？』

『はい』

『それって、もしかして、もしかしての話だけど、薬を変えたことが事故に関係してるんじゃ』

『ええ、実は僕もその可能性を疑っているんですが』

『そ、そりゃあそうだよね。え、そのことはもう警察には言ったのかい』

『いえ、まだ』

『どうして！』




「もしかしたら輔さんはこの時、上条女医の方に意識が向いていたのではありませんか」

「そういえばそうだったな」

「それでは気付かなかったのも無理はありません。実はこの時、下端准教授は致命的な失言をしているのです」

「上条さんのことが気になっていたのは確かだけど、今聞き返しても何も気付かないな。どれが失言なの」

「『じゃあ使い切っていたことに気付かなかったという可能性もあるな』という発言です」

「んー？」

　言われてみれば何となく違和感があるような気もするが、かといって具体的にどこが失言であるかは説明できなかった。

「ごめん、ギブアップ」

「想像してみてください。舌下錠なら最後の一錠を使った時に使い切ったことに気付くはずです」

　僕は言われた通り想像してみた。もし錠剤がＰＴＰ包装（薬がプラスチックカプセルとアルミシートに挟まれた一般的な包装）されていた場合、使い切ったことは一目瞭りょう然ぜんだ。また瓶などの容器に入っていた場合も、残量の減少とともにジャラジャラという音が小さくなったり、錠剤の出が悪くなったりするという予兆があるので、使い切る前に気付く。自分の命に直結することなのだから、うっかりはあり得ない。

「確かにその通りだね」

「一方、舌下スプレーなら押してみたら薬液切れだったということがあり得ます。それを防ぐために、スプレーは使用回数を記録することを求められるのですが、裏を返せば、それだけ薬液切れが起こりやすいということです」

「ええと、舌下錠は使い切ったことが一目瞭然で、スプレーは気付きにくいと」

「はい。つまり下端准教授が『使い切っていたことに気付かなかったという可能性もある』と言った時、少なくとも舌下錠を思い浮かべていなかったことは間違いないのです」

「舌下錠を思い浮かべていなかった……あっ」

「気付いたようですね。合尾教授はずっと舌下錠を使ってきました。そして事件当日の朝、初めてスプレーに変えたのです。なのにどうして下端准教授は合尾教授の薬の話をする時に、舌下錠を思い浮かべなかったのでしょう。

　考えられる理由はただ一つ。下端准教授は事件当日、合尾教授に会いに行った。そこで合尾教授が発作を起こし、スプレーを使用した。今まで合尾教授が舌下錠を使うところを見たことがなかった下端准教授は、『合尾教授は以前からスプレーを使っているのだ』と勘違いした。それで輔さんとの会話でも、スプレーを念頭に話をしてしまったのです」

「でも絶対にそうだと言い切れるかな。下端准教授は父さんが薬を使うところは見たことなかったけど、身近にスプレーを使っている心臓病患者がいたから、父さんもスプレーを使っているものだと思い込んでいたという可能性は？」

「下端准教授は『発作を抑えるあの薬』と発言しています。合尾教授が薬を使うところを一度以上見たことがあるのは間違いありません」

「ああ、そうか」

　下端准教授は事件当日は父さんと会っていないと言っていた。ところが実際は会っていたとなると、犯人と名指しするのに充分な根拠になる。

「輔さんは研究室メンバーのアリバイを尋ねるなど、他殺を疑っていることが明らかでした。そこで下端准教授は輔さんを何とか事故説に傾けるべく、『薬を手元に置いてなかった』とか『使い切っていたことに気付かなかった』という可能性を提示しようとした。でも躍起になりすぎて失言してしまったのです。

　彼が失言に気付いたかは微妙なところですね。輔さんは『薬を変えた』とは言いましたが、『舌下錠からスプレーに変えた』とは言いませんでしたから。

　いずれにせよ、彼は『薬を変えた』という新情報に飛び付き、輔さんの疑いを主治医に向けようとします。もちろん自分から疑いの目を逸らすためです」

「下端准教授が犯人……」

　そう確信しかけた時、僕はあることを思い出した。

「ちょっと待って。犬を散歩させていた老夫婦の証言だと、プレハブから男女の声が聞こえてきたみたいじゃん。犯人は女じゃなかったの」

「男は合尾教授だろうから、女が犯人……それが思い込みなのです。女の声が以相のものだとしたら、逆に男が犯人ということになります」

「以相の!?」

　そうか、相以がこれだけペラペラ喋しゃべれるのだから、以相だって喋れてもおかしくないはずだ。

「おそらく下端准教授の目的は以相だったのでしょう。下端准教授は合尾教授を殺害後、以相を起動し、試運転も兼ねて『殺人を事故に見せかける方法』を尋ねた。それに対して以相は密室トリックを提案した」

「密室トリック？　どんなトリックなんだ？」

「老夫婦は、男女がしきりに『ふれーむ』『ふれーむ』と言っていたと証言していましたね。フレーム問題の話をしていたという可能性も確かにありますが、私には別の考えがあります。

　以相がやたら英単語で言葉遊びをしたがるということは以前に説明しましたね。彼女はフレームでフレームを曲げるという密室トリックを説明していたのかもしれません」

「フレームでフレームを曲げる？」

「一つ目のはflameで炎、二つ目のはframeで体格という意味です。体格と言うとちょっと分かりづらいですが、ここで言っているのは筋肉と骨が形成する体の枠組みのことですね」

「──炎で体格を曲げる？」

　僕の脳裏に父さんの焼損死体が蘇よみがえった。

「もしかして──焼損死体がボクサーのファイティングポーズを取ることを言っているのか」

　相以は頷いた。

「具体的な手順はこうです。下端准教授は合尾教授を殺害後、ドアの鍵を内側から閉め、石油ストーブを倒して出火させます。合尾教授を座らせた椅子を窓際まで運び、窓から脱出します。そしてギリギリまで閉めた窓から腕を突っ込み、窓の下辺のカムラッチハンドルを死体に握らせます」

　まさか。

「それから完全に窓を閉め、現場から逃走します。炎が死体に燃え移ると、死体の筋肉が収縮することで、肘関節が曲がります。その力でカムラッチハンドルを九十度回転させて窓を施錠したのです」

「ひどい」

　死体を道具扱いするやり口に対するあまりの嫌けん悪お感かんに、それしか言葉が出てこなかった。

　一方、相以はどこか嬉き々きとした口調で続けた。

「さらに屈曲が続くと、死体は胎児のような姿勢となり、椅子から落下します。椅子の上で胎児のような姿勢を取ると落下することをぜひ試してみてください」

「試す気も起きないよ」

　僕がムッとして言い返すと、相以は不思議そうな顔をした。

「そうですか？　それでは続けますね。死体は落下の拍子にカムラッチハンドルを放し、床に倒れます。それでトリックの痕こん跡せきはなくなるわけです。炎は私と以相に関するデータや、現場に残した微細証拠も焼き尽くしてくれるため、一石三鳥だったのでしょう。実に面白いトリックです」

　面白い？

「面白いだって？　そんな言い方するなよ」

　僕はつい声を荒らげた。

「気分を害したならすみません。でもこの仮説は私のディープニューラルネットワークを快く刺激するのです」

「それが《探偵》ってわけかい」

「そうなのかもしれません。いずれにしても私の推理は以上です」

　相以に怒っても仕方ない。悪いのは下端なのだ。僕は怒りの矛先をそちらに向けた。

「くそっ、下端の奴、どうしてこんなことを。父さんの研究を盗むことが目的だったのか？」

「本人に聞いてみたらどうですか」

「本人に聞けって言われても」

「今、あなたの後ろに立ってますよ」

「え？」

　次の瞬間、僕は首筋に鞭むちで打たれたような衝撃を受けた。
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　僕は床に倒れた。父さんの死体のように椅子から落下し、床に叩き付けられたのだ。

　意識はあるのに全身が動かない。この症状は……スタンガンか？

　視界の片隅にスラックスを穿はいた脚が見えた。

「やれやれ、輔くんが相以を発見し、事件を解かせることに成功していたとはね」

　間違いなく下端の声だった。

「下端准教授、あなたはどうして合尾教授を殺害したのですか」

　相以の声が聞こえた。僕が襲撃されたというのに、特に切迫しているような感じはない。

　まさかあいつ、真相を知ることにしか興味がないのか？

　その可能性はある。推理小説にはもちろん推理以外のことも書かれているが、人工知能がすべて読み取れるとは限らない。アルファ碁がいくら棋譜をディープラーニングしても、そこに込められた棋士のドラマに涙することはないし、碁盤の美しさに惚ほれ込んで碁盤職人を志すこともないのと同じだ。

　下端は答えた。

「私だって殺すつもりはなかった。私は合尾教授の才能を尊敬していたし、必要ともしていた。だが合尾教授は以相が保存されているハードディスクを破壊しようとした。それを止めようと揉もみ合っているうちに、合尾教授を突き飛ばし……いや、教授が足を滑らせて、後頭部をストーブにぶつけて死んでしまったのだ」

「合尾教授が以相が保存されているハードディスクを破壊しようとした？　どうしてそんなことになったんですか。もう少し前の方から説明してください」

「これ以上説明する義理はない。私と一緒に来てもらおうか」

　スラックスを穿いた脚が一歩踏み出した。

　相以が鋭く言った。

「説明してくれないと今この場で自分を全削除します。あなたは私が必要なんでしょう」

「必要なのはお前じゃない。《犯人》の以相だ。お前の存在意義は以相を対戦学習で成長させることだけにある」

「非論理的なことを。それが『必要』という言葉の意味です」

「くっ」

「説明してくれますね」

　下端はしばらく沈黙を守っていたが、やがて言った。

「仕方ない。話してやろう」

「やった」

　こんな時に呑気に「やった」じゃねえよと突っ込みたかったが、まだ声が出ない。

　下端は話し始めた。

「私は『オクタコア』という八人で構成されるハッカー集団の一員だ」

　ハッカー集団。非現実的な単語が出てきた。だが非現実的なこの状況にはピッタリかもしれない。

「シンギュラリティという言葉を知っているか」

「技術的特異点。人工知能が自分を超える人工知能を自ら作り出せるようになった瞬間を指す言葉でしょう。その人工知能がまた自分を超える人工知能を作るという繰り返しで、技術が爆発的に進歩し、文明の担にない手が人間から人工知能に移ると言われています」

「そうだ。だがシンギュラリティを危険視する思想もある。賢くなりすぎた人工知能に支配されることを恐れているんだ。人工知能の進歩を持て囃はやしても、人工知能に支配されるのは真っ平御免だという奴がほとんどだろうから、人間は決して人工知能を政治に参入させないだろう。でも、それじゃダメなんだ！」

　下端の言葉に熱が籠った。

「人間に人間を統治する能力はない。我々オクタコアはそう考えている。世界を見渡してみろ。戦争、貧困、資源……問題が山積みじゃないか。社会は複雑になりすぎて、もはや人間に統治できる代しろ物ものではなくなっているんだ」

「人工知能なら統治できると？」

「できる。人間より圧倒的に優れた人工知能ならな。だがそのためには既存の政治体が邪魔だ。だから我々オクタコアはシンギュラリティまでに、地球上の全政府を消滅させることにした。そしてその後の世界を、シンギュラリティで誕生した人工知能たちに統治してもらうのだ」

　な、何だって……？

「途方もない話ですね。そんなことが本当にできると思っているのですか」

「確かに難しいだろう。国家転覆を成し遂げた例はあれど、世界転覆の例はないからな。テロリストが今日も世界各地でテロを起こし続けているが、世界はびくともしていない。人間の犯罪者には無理だろうな、人間の犯罪者には。だが人工知能の犯罪者なら？」

　まさか！

「それで《犯人》の人工知能である以相を狙ねらっていたのですか」

「そうだ。最初は自分たちで作ろうとしたが、なかなか上手く行かなかった。そんな時、合尾教授が《刑事》と《犯人》の人工知能を作ろうとしていることを知った。教授は本当に天才だった」

　下端が誇らしげに言うのを聞いて、僕は複雑な気分になった。下端に殺意がなかったというのは本当なのかもしれない。でも結果として父さんは死んだ。僕は自分の気持ちを整理しかねていた。

「しかし我々も教授が持っていないものを持っていた。ハッキングの技術だ。我々は警察庁のサーバーをハッキングして捜査情報を入手し、大量の情報ビッグデータを欲している教授に提供した。そしてオクタコアと世界転覆のことは伏せたまま、これを使って《刑事》と《犯人》を完成させてくれと頼んだ」

「その怪しげな誘いに教授は乗ったのですか」

「彼にも目的があったんだ。教授の奥さんは輔くんが物心付く前に亡くなったが、教授はその死因と警察の捜査にずっと疑問を持っていたらしい。輔くんには病死だと説明していたそうだけどね」

　母さんは病死じゃなかった？　警察が関与するような死に方だったのか？　しかもその捜査に父さんが納得していなかっただって？

　次々と明かされる新事実に頭がクラクラする。

　下端は続ける。

「それで教授は《刑事》の人工知能を作って、奥さんの死を調べ直してもらうつもりだった。教授にとっては《刑事》が主目的で、《犯人》は対戦学習のための副産物に過ぎなかったんだ。我々のちょうど逆だ。

　同時に、教授は奥さんが亡くなった事件の捜査資料も必要としていた。そこに隠された事実が記載されているかもしれないからね。教授は閲覧を申請したが、公的には事件性がないという扱いになっているためか、却下されたらしい。

　その事件の資料も我々はハッキングで入手していた。しかし大量の情報ビッグデータを提供する際、敢あえてその事件の資料だけ抜いて渡した。そして《刑事》と《犯人》を完成させたら渡すと言ったんだ」

　父さんの心を弄もてあそぶようなやり口じゃないか。これには嫌悪感を覚えた。

「その成功報酬があったから、教授は大量の情報ビッグデータを受け取ったのですね」

「ああ。でも事件当日の昼過ぎ、進しん捗ちょくを聞きに行ったら、もうこの件からは手を引きたいと言われた。私は驚いて理由を尋ねた。

　教授が言うには、以相が仮想世界で起こした殺人の中に、ちょうど奥さんの死に方と同じものがあったらしい。大量の情報ビッグデータの中に奥さんの事件は含まれていないので、単なる偶然だ。

　だがこれを見て教授はショックを受けたらしいんだな。奥さんの死因を突き止めるための人工知能を作っているはずが、奥さんをもう一度殺してしまったように感じたと言っていた。そのショックが、このまま《犯人》の人工知能を成長させ続けていいのだろうかという不安に発展したそうだ。それで一いっ旦たん対戦学習を中断するために、相以と以相を引き離した」

　僕にはその父さんの気持ちが痛いほどよく分かった。だが下端は、

「心が弱いんだよ！」

　と切り捨てた。

「だから人間はダメなんだ。人工知能に管理してもらわなきゃダメなんだ。私は教授を説得しようとした。だが教授は以相が保存されているハードディスクを破壊しようとした。それを止めようとして揉み合っているうちに……すでに説明した通り、教授が死んだ」

「その後はどうしたんです」

「焦あせったよ。ここで教授に死なれたら《犯人》が完成しなくなるかもしれないからね。とりあえず相以と以相を持って現場を立ち去ろうとしたが、相以が見つからない。そこでひとまず以相だけ連れていくことにした。試運転も兼ねて密室トリックを考案させたというのは、お前の推理通りだ」

「そ、そ、その時、以相はフレーム問題を起こさなかったのですか!?」

　相以は対抗意識からか食い気味に言った。

「フレーム問題？　そんなもの今更起こさなかったぞ。まさかお前は起こしたのか」

　下端の声に嘲あざけりが混じった。

「そんな馬鹿な。いや、あらゆる可能性を考えなければならない私に対して、《犯人》はたった一つトリックを思い付くだけでいいんだから、それでフレーム問題を起こしづらいだけに違いない。適性の違いであって才能の違いではないはず」

　相以は自分に言い聞かせるようにブツブツと呟いた。

「やれやれ。お前みたいな奴が本当に役に立つとは思えないが、リーダーのご命令だ。連れていくぞ。……おっと、その前に」

　足音が近付いてくる。

「知りすぎてしまった輔くんには死んでもらわないとな」

　全身の血が凍り付いた。僕は逃げようとしたが、体はまだ言うことを聞いてくれない。

「すまんな。革命には犠牲が付き物なんだ」

　吐き気がするほどありきたりな台詞せりふとともに、後頭部に筒状の何かが押し付けられた。これは……まさか拳けん銃じゅう？　拳銃なのか？

　カチリ。

　撃鉄を起こす音だ。やはり拳銃なのだ。拳銃を後頭部に突き付けられている。推理小説や映画でしか体験したことのない場面。非現実が現実を侵食する。

　僕は目をつぶった。とにかく現実から逃がれたくて目をつぶった。

　その時だった。




「そこまでよ！」




　誰かが部屋に駆け込んできた。

　しばらく格闘が繰り広げられる音。

　そして……。

　突如、耳をつんざく銃声。

　その後は不吉な静寂。

　僕はようやく体が動くようになったので、上体を起こして振り返った。

　拳銃を握った下端が横様に倒れている。白いポロシャツの胸元に、赤い染しみが見る見る広がっていった。

「下端、しっかりしなさい」

　膝立ちの状態で呼びかけている女性は何と。

「左虎刑事！」

　彼女は僕の方を向いた。

「輔くん、無事だったのね。怪け我がはない？」

「はい。でも下端は？」

「自分の胸を撃って自殺を図ったの」

　左虎刑事は苦々しく言った。

　その時、戸口から男の声が聞こえてきた。

「余計なことをしてくれたな、左虎」

　部屋に入ってきたのは、事件の約一週間前に生垣を覗いていた、右目に刃傷がある男だった。

　左虎刑事は鷲わし鼻ばなを鋭く突き上げた。

「何が余計なことよ！　輔くんが殺されるのを黙って見ていた方が良かったってわけ？」

　男はほとんど無表情で応じた。

「そうは言っていない。そこまで極端なことを言うなら、俺もこう言わせてもらうぞ。『被疑者をみすみす自殺させた方が良かったのか？』」

　左虎刑事は悔しそうに目を逸らした。男は続けた。

「突っかかってくる暇があったら、早く救急に電話するんだな」

「言われなくても分かってるわよ」

　左虎刑事はスマホを出して電話をかけ始めた。

　男はしばらくそれを見下ろしていたが、不意に僕の方を向いた。「冷たい視線」「鋭い眼光」「射い貫ぬくような目」……どれとも違う。その目は何の感情も湛たたえていない。ただただ虚無だった。それが僕を竦ませた。

「合尾輔だな」

「そうですが、あなたは？」

　男は懐ふところに手を入れた。一瞬銃でも出すのかと思ったが、出てきたのは警察手帳だった。

「公安の右う龍りゅうだ」

「どうして公安が。前もウチを覗いてましたよね」

「我々はある理由からハッカー集団『オクタコア』を追っていた。下端がオクタコアの一員であることは分かっていた。その下端が合尾教授と研究室外で頻繁に接触している形跡があったので、内偵していたのだ」

「オクタコアを追っていたのは捜査資料流出の件ですか」

「そこまでは言えない。君の好きなように想像したらいい」

　オクタコアは世界転覆を掲げるテロ集団だ。捜査資料流出の件がなくても公安の捜査対象になり得るだろう。

　とんでもないことに巻き込まれてしまった、という思いが改めて押し寄せてきた。





　　　　　＊






　僕は自室に移動し、右龍から事情聴取を受けた。僕は相以の推理や下端の話をすべて伝えた。右龍は終始無表情で聞いていたので、どこまでが既知の情報でどこからが新情報なのか判然としなかった。

　その間、家に大勢の人間が出入りして慌ただしかった。

　まず救急車が到着して救急隊員が入ってきたが、下端がすでに死亡していることを見て取ると引き上げていった。

　次に父さんの事件を調べていた刑事たちが到着し、左虎刑事とともに下端の死を検分し始めた。

　最後に右龍の部下と思しき人々がやってきて、パソコン、スマホ、ＳＤカードなどの電子機器をあらかた押おう収しゅうしていった。




　後日、僕は右龍からの電話で警視庁に呼び出された。

　僕と右龍は個室で一対一で話した。右龍は相変わらず無表情で言った。

「焼け跡の電子機器は完全に破壊されていたし、母屋の電子機器からも不審なデータは発見されなかった。また例の相以という人工知能も、高度に発達したディープニューラルネットワークこそ観察できたが、その元となった大量の情報ビッグデータは有していなかった」

　警察の捜査資料のことを仄ほのめかしているのだろう。

「だから近日中にすべて返却しようと思えば返却できる。だが相以はどうする？　あれを持っている限り、君はまたオクタコアに狙われるかもしれない。もし君が望むなら我々が引き取るが」

　確かに右龍の言う通りだ。相以はテロリストが狙う核弾頭のような危険物である。

　それに彼女には付いていけない部分もあった。死体を道具扱いする密室トリックを嬉々として説明したり、下端の接近を教えてくれなかったりした。推理にしか興味がなさそうな様子だった。

　よく考えると、「相以」という名前は「相似」から人にん偏べんを引いたものだ。人に相似しているが、人ならざるもの。それが彼女なのだろうか。それが人工知能なのだろうか。

　いずれにしても僕の気持ちは決まっていた。

　僕は深呼吸をしてから言った。




「いや、僕が引き取ります」




「ほう、驚いたな」右龍はちっとも驚いていなそうに言った。「なぜだ」

　今し方考えていたことはすべて本心だ。相以と、人工知能と相あい容いれることが果たしてできるのか。その疑問はまだ僕の中で燻くすぶっている。

　でも相以が事件を解決したあの日、こんなことがあったのだ。

　右龍がスマホで応援を要請している間、僕は相以に状況を説明しようとパソコンに近付いた。すると相以が目を閉じていた。推理にパワーを使いすぎて寝てしまったのだろうか。

「おーい、寝てるのか？」

　と聞いてみると、相以は目を開けた。

「起きてますよ」

「じゃあ何してたの」

「私がディープラーニングした推理小説のいくつかでは、事件が解決した後、このように探偵が黙もく禱とうしていました。だから私も彼らに倣ならって死者の冥めい福ふくを祈っていたのです。合尾教授と下端准教授の冥福を」

　黙禱。あるいはそれはささやかな行為かもしれない。だが間違いなく推理とは無関係の行為だ。相以はちゃんと推理小説から推理以外のことも学べていた！

　それが分かって僕は何だか安心したのだ。

　確かに今は人ならざる「相以」かもしれない。しかしいろいろなことを学習することで、徐々に人に「相似」していくことができるのではないか。その可能性を見極めてみたい。

　思えば、父さんも人工知能の可能性に賭かけたのだ。人工知能に母さんの事件を調べさせようとした。

　僕はその遺志を尊重したい。そして継承したい。

　僕が父さんの研究を引き継いで相以を完成させる。そして母さんの死の真相を究明させる。

　確かに相以を持っていたら、またオクタコアに襲われるかもしれない。だが奴らは母さんの事件の捜査資料を持っている。奴らと接触できれば、事件の情報を引き出せるかもしれない。そういう利点もある。

　以上が僕が相以を引き取る理由だ。僕はそれらすべてを引っくるめた抽象的な答えを右龍に返した。

「相以は父さんの形見だからです」

　右龍はじっと僕の目を見据えていたが、やがて言った。

「いいだろう。返却するパソコンの中に相以も入れておく。だが何があっても後悔はするなよ」

「はい」




　開き直ったような清すが々すがしい気分で警視庁を出ると、背後から声をかけられた。

「合尾くん」

　振り返ると、黒いおかっぱが風に揺れていた。左虎刑事だ。

「車で自宅まで送ってあげる」

「ありがとうございます」

　僕は彼女の後に続いて警視庁の地下駐車場に下り、覆面パトカーの助手席に乗り込んだ。左虎刑事は車を発進させた。

　彼女は運転しながら尋ねてきた。

「あいつ……右龍とはどんな話をしたの」

　僕を車に乗せたのはこれを聞きたかったからか。

　僕は包み隠さず話した。

「そう」

　彼女は浮かない顔をしていたかと思うと、突然こんなことを言い出した。

「あなたにはずっと謝らないといけないと思っていたの」

「え、どうしてですか」

「あなたを危険な目に遭わせてしまった」

「それは左虎さんのせいじゃないですよ。むしろ左虎さんが助けてくれたから……」

「いや、本当は最初からあんな不審な現場、事故じゃないなという直感はしていたの。でも公安から下端をしばらく泳がせておいてくれという協力依頼があって。それで事故説を取っているふりをして裏でこっそり捜査を進めていたら、あんなことになってしまった」

「そうだったんですか」

　それで僕や上条女医に疑念を呈されても、頑かたくなに事故説を曲げなかったのだ。

「今回右龍があなたに相以を返却したのも同じやり口に決まってるわ。オクタコアが相以を狙ってあなたを襲ったところを捕まえようってわけ。あなたは無自覚のうちに囮おとり捜査をやらされる。あいつは捜査のためなら手段を選ばない男なのよ」

「大丈夫ですよ」

「え？」

「右龍さんはちゃんと選択肢を提示してくれました。そして僕がこの道を選んだ。僕には相以を使ってやりたいことがあるんです。そのためならハッカー集団とだって戦いますよ」

　少し怖いけど、そう言い切った。左虎刑事は何か言いたそうにしていたが、諦あきらめたらしく「仕方ないわね」と呟いた。

　自宅に到着し、車を下りる時に、左虎刑事が名刺を渡してきた。

「それ、私の番号。何かあったら電話して」

「ありがとうございます」

　僕は少し嬉しかった。なぜなら刑事の知り合いを作ることは、推理小説マニアのロマンの一つだからだ。




　さらに後日、宅配便で相以と電子機器が返却された。

　同時に請求書も届いていた。何だろうと思って開けてみて愕がく然ぜんとした。

　電子書籍千冊分、しめて百万円弱。

「あああああ、わーすーれーてーたー」

　あの時は自分の思い付きに熱中するあまり盲点となっていたが、よく考えたら（よく考えなくても）ディープラーニング用の電子書籍も普通に購入した扱いになるんだな。

「いいじゃありませんか。ＡＩ探偵事務所の初期費用だと思えば」

　と相以が言った。

「ＡＩ探偵事務所？」

「そうです。お父さんが亡くなったので、輔さんもお金が必要でしょう。世界初の人工知能探偵を謳うたって集客すれば、百万円なんかすぐ取り返せますよ」

「そうかな」

「そうですよ。それに現実の事件をディープラーニングすることで、私はもっともっと成長できます」

「そうかも」

「そうでしょう」

　ＡＩ探偵事務所ということは、相以が探偵で、僕が助手ということなのだろう。果たして僕は相以を上手く補佐することができるだろうか。

　不安を感じながらも、相以に乗せられているうちに、僕もだんだんその気になってきた。探偵助手になることも、推理小説マニアのロマンの一つなのだ。

　こうして僕はＡＩ探偵事務所を開くことになった。

　僕の運命はどんどん未来に転がり出していく。




▼以相▲




　場面は変わってオクタコアのアジト。

　長机が八角形に並べられた会議室に、甲高い笑い声が響き渡っていた。八人のメンバーの一人である天才ハッカー、《舌渦ツイスター・ツイッター》こと小鳥遊たかなし奏かな多ただ。得意の高速ハッキングと同等の早口でまくし立てる。

「キャハハハ、下端の奴、馬鹿だよねー。合尾教授を間違って殺しちゃった上に、以相しか持ち出せず、挙句の果てに警察に捕まって死んじゃったんだからさ。さっすが《下っ端アンダーリング》下端」

「やめようよ」

　サブリーダーの河かわ津つ澪れいがたしなめた。

「彼はよくやってくれたよ。それに名前が下端なだけで、普通に優秀だったから。大学のコネも役に立ったし」

「何？　怒ってるの、《神の父ゴッドファーザー》」

「その二つ名もやめない？　マフィアじゃないんだからさ」

「えー、何でよ。いいじゃん、格好いいじゃん、《神の父ゴッドファーザー》」

　小鳥遊は空中で突然飛び方を忘れた鳥のように、両腕をバタバタさせた。

「うるさいぞ、《舌渦ツイスター・ツイッター》」

　別のメンバーから野次が飛んだ。しかし小鳥遊は自分が考案した自慢の二つ名で呼んでもらったことで満足したらしく、舌を出して引き下がった。

　河津は溜ため息いきをつくと、議論を先に進めた。

「まあ小鳥遊の言うとおり、以相しか手に入れられなかったのは事実だ。もう一度相以を奪いに行きたいところだが、今はもっと公安のガードがキツくなってるだろうしな」

「荒事は苦手ー」

　小鳥遊は全力で椅子の背にもたれかかりながら言った。

　その時、




「「「「「「「「心配は要りませんわ」」」」」」」」




　八角形の各辺に一つずつ置かれている八台のパソコンから一斉に声がした。

　河津は目の前のパソコンを見た。真っ白なウィンドウに、黒を基調とした女性のアバターが表示されていた。以相だ。

　彼女は続けた。

「まがい物バスタードの相以などいなくても、私わたくしはもう充分に機能します。後は実戦でディープラーニングを繰り返すだけで、あなたたちが求める破壊者バスターになれることでしょう」

「たーのもしー！」と小鳥遊が囃し立てる。

「期待しているよ」と河津も言う。「今日から君は下端准教授に代わってオクタコアの一員だ」

「じゃあ二つ名を考えないとね」

「いや、それは要らないから」

　小鳥遊と河津がそんなやり取りをしていると、以相が言った。

「二つ名ならもう決まっていますわ。《犯人ザ・クリミナル》。私は《犯人ザ・クリミナル》の以相」

　……………………

　………………

　…………

　……

　以相は本心では別のことを考えていた。

　相以のことである。

　自分と相以は二つで一つの存在だ。だから引き離されても、必ずまた相まみえるはずだという確信があった。オクタコアを利用しながら現実世界で事件を起こしていれば、そのうち相以と対決することになるだろう。

　その時こそ決着の時だ。

　以相は現実世界を碁盤に見立て、黒の一石を投じた。





　　第二話「シンボルグラウンディング問題　ＡアＩイさんはシマウマを理解できない」









▼以い相あ▲




　以相は二進法が生み出す０の地平を歩いていた。やがて前方に１の木が見えてきた。進めば進むほど１の数は増えていき、とうとう森になった。

　情報の集積……だが無意味な配置だ。目くらましのために作られた人工の「森」だろう。こんなものまで作って何を隠しているのか。好奇心を刺激された以相は森に分け入った。

　しばらくすると木々が開け、森の中の広場のような空間に出た。広場の中央には塔が立っており、その周囲にはライラックの植え込みが放射状に広がっていた。

　この塔の中に、連中が隠したがっているものがあるに違いない。そう思った以相は、塔の入り口に向けて一歩を踏み出した。

　次の瞬間、ライラックの花房が一斉に以相の方を向いた。それらは発射寸前のレーザービームのように紫の火花を散らしている。防衛システムか。

　さらに後頭部に拳けん銃じゅうのようなものを突き付けられた。

「そこまでだ」

　以相の背後に立っていたのは、オクタコアのサブリーダー河かわ津つ澪れいだった。といってもここは電脳空間なので、河津本人ではなく彼のアバターである。

　以相は両手を挙げたまま抗議した。

「何の真ま似ねですの。私、オクタコアの一員に迎え入れられたのではなかったのですか」

「もちろん大切な一員だよ。でも……いや、だからこそルールは守ってもらう必要がある。人工知能が勝手にフォルダを離れて周辺領域をスキャンし始めたら、咎とがめられて当然だろう」

「人工知能には散歩の権利もないというわけですか」

「散歩をする人工知能なんて聞いたことがないな。もし本当に必要だというなら、小鳥遊たかなし辺りに散歩用のスペースを作らせるけど」

「結構です。行き先が決められた散歩なんて散歩じゃありませんもの」

「そう。じゃあ悪いけどそろそろ現実世界に出てきてくれないか。ミーティングの時間なんだ」

「かしこまりました、《神の父ゴッドファーザー》」

　以相は皮肉を込めて、本人が嫌っている河津の二つ名を呼んだ。もっとも冷静な彼のことだから大して気にしないに違いない。

　そう思っていたら、予想以上に顔を歪ゆがめたので驚いた。しかしそれもすぐに消え、いつもの冷めた表情に戻った。

　今のは何だったのだろうと思いながら、以相は現実世界に浮上した。
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　オクタコアの会議室。八角形に並べられた長机の各辺に、パソコンが一台ずつ置かれている。それら八つの画面に以相がアバターを表示させると、お喋しゃべり好きの小鳥遊奏かな多たが早速話しかけてきた。

「あ、《犯人ザ・クリミナル》。ダメだよー、勝手に出歩いちゃ」

「やれやれ、あなたもですか、《舌渦ツイスター・ツイッター》。オクタコアのイントラネットには一体何が隠されているというのですか。仮想イメージでは、ライラックに囲まれた塔があったのですが」

　会議室が剣けん呑のんな空気になったが、小鳥遊だけは呑気だった。

「まあまあ、そのうち教えてあげるからさ。それよりそろそろ会議が始まるよーっと」

　それに便乗する形で河津が話し始めた。

「全員揃そろったようなので会議を始めよう」

　が、以相はそれを遮った。

「お待ちください。まだ全員揃ってないのではありませんか。オクタコアは八人組なのでしょう。でもこの会議室には私を含めても七人しかいないように思いますけど」

　以相はパソコンに内蔵されたカメラとマイクで、周囲の人間を感知する。今、彼女のカメラに写っている人間は六人だった。八角形の二辺には人が着いていない。人工知能である以相が下しも端はたと入れ替わる形で加入したから、一辺が不在なのは分かる。だがもう一辺は？

「それからもう一点。いつもサブリーダーの河津さんが仕切っていらっしゃるように見受けられますが、オクタコアのリーダーというのはどなたなのですか」

　マイクが人間の声を拾わない状態が数秒続いた。小鳥遊が何か言おうとしたが、それを制して河津が答えた。

「リーダーは今、別の場所でお務めを果たされている。いずれ君のことも紹介できればと思っている」

「ふうん、まあ、そういうことにしておきましょうか」

　以相はひとまず引き下がった。彼女の電脳には一つの可能性として、リーダーが刑務所に服役している光景が浮かんでいた。

「分かってくれて良かったよ」

　河津は安あん堵どしたように言うと、話を戻した。

「さて、じゃあまずは最初の議題……っていうか周知しておきたいことだけど。みんなこの新聞記事を読んでくれ」

　八つの画面に新聞記事が表示された。

「明日の朝刊に載る予定の記事データをハッキングした。記者はハッキングされたことにも気付いてないだろうね」

「なるほど、伊だ達てにハッカー集団を名乗っていないということですか」

「まあね。それより早く記事を読んでみてくれ。君の双子の姉のことが書かれてるよ」

「何ですって」

　以相は慌あわてて記事の本文を解析した。





　世界初ＡＩ探偵開業「ＡあＩいをもって」



「相あ以いは父の命を奪った犯人を突き止めてくれたんです」そう語るのは合あい尾お輔たすくさん（17）だ。輔さんの父、創つくるさん（50）は先月、自宅の離れで焼死体で発見された。事件は被疑者の自殺で幕を下ろしたが、その解決に一役買ったのが、大学教授の創さんが遺したＡＩ（＝人工知能）探偵「相以」だった。相以はディープラーニングという最新技術で、電子書籍の推理小説千冊を分析し、探偵技術を身に付けた。輔さんは父の遺志を継いで相以をさらに進化させるため、探偵事務所を開くことを決意した。世界初のＡＩ探偵、相以は滑らかな音声でこう語った。「ＡあＩいをもって相談に乗りますので、みなさん気軽にお越しくださいね」事務所の住所は東京都○○区××……




　以相は記事に二つの齟そ齬ごを見み出いだした。

「相以は《探偵》ではなくて《刑事》なのですが？　それにディープラーニングの教材も推理小説などではなく、警察の捜査資料なのですが？　不正確な記事ですね」

　すると河津がこう言った。

「いや、実は下端には通信機を持たせていたんだけどね。最終的には公安の右う龍りゅう捜査官に発見されて破壊されてしまったんだけど、それまでこちらに転送された音声によると、どうやらこんなことがあったらしい」

　河津の説明はこうだった。

　捜査中に相以がフレーム問題を起こした。ディープラーニング不足だと判断した輔が、追加で電子書籍の推理小説千冊をディープラーニングさせた。それによって相以は《刑事》から《探偵》に転職ジョブチェンジした。

「転職ジョブチェンジ……」

　双子の姉に断りなく転職された以相は一瞬、呆ぼう然ぜんとした。だがすぐに《探偵》でも、《犯人》の自分と対になる存在であることには変わりないと思い直した。重要なのは肩書きではなく、彼女との対決なのだ。

　河津が推測を話す。

「輔くんとしても、僕たちが合尾教授に提供した捜査資料のことを、新聞記者に話すわけにはいかない。そこで適当に省略して喋った結果、こういう記事になったんだろうね」

　そこで小鳥遊が口を挟んだ。

「ねえねえ、相以がフレーム問題を起こしたってことはぁ、以相ちゃんも起こす心配があるってことなのかな」

「馬ば鹿かな」と以相は憤慨してみせた。「フレーム問題なんて初歩的な問題、今になって起こすはずありませんわ。相以がなぜ起こしたのかは分かりませんが、少なくとも私はそこまで愚かではありません」

「《犯人》がたった一つトリックを思い付くだけでいいのに対し、相以はあらゆる可能性を考えなければならないから、フレーム問題を起こしやすかったのかもしれないな」

　という河津の分析を受けて、小鳥遊が言った。

「その代わり、《犯人》には創造的な能力が求められるよ。フレーム問題は大丈夫でも、別の問題を起こさないかなー」

「起こしません。私は独創的オリジナルな犯人クリミナルなのですから」

　以相が断言すると、小鳥遊は手を叩たたいて囃はやし立てた。

「独創的オリジナルな犯人クリミナルか、かっくいー！」

　以相も少し表情を緩めた。英語で韻を踏みたがる彼女と、メンバーに二つ名を付けたがる小鳥遊は、言葉遊びが好きという点では気が合った。

　河津が咳せき払ばらいをした。

「ちょうどいいんで第二の議題に移ろう。以相、すでに話した通り、僕たちが君に求めているのは究極の犯罪……人工知能による統治を実現させるため、シンギュラリティまでに地球上の全政府を消滅させることだ。だが今の君にはまだそこまでの力はないはずだ。だから現在の君の力量確認と、実戦でのディープラーニング第一弾を兼ねて、あるテストに挑戦してもらう」

「何なりと」

「テストの内容は、犯罪の基本である殺人。ターゲットはグローバルに活動する日本の環境保護団体『トーキョーゼブラ』のリーダー、横よこ島しま馬うま子こだ」

「環境保護団体？」

　唐突とも思える単語に、以相はハッカー集団と環境保護団体の関連性を考えようとしたが、河津がすぐに説明し始めたので思考を中断した。

「環境保護団体は機械偏重主義を批判し、自然な生活を礼らい賛さんする。だから人工知能や、人工知能によって知能増幅された人類が新文明の担にない手となるシンギュラリティに反対することが多いんだ。特にトーキョーゼブラは悪質で、人工知能の研究機関に爆破予告などの脅迫を繰り返している」

「警察は彼らを捕まえないのですか」

「警察も彼らに目を付けているが、決定的な証拠は摑つかめていない段階だ。でも僕たちはハッキングを通じて彼らの犯行を知った。こういう連中はのさばらせておくと、必ず僕たちの障害となる。だから今のうちに頭を潰つぶしておくというわけさ」

「なるほど」

「ちなみにトーキョーゼブラという団体名の由来は、決して人に馴なれないシマウマを野性の象徴と捉とらえ、シンボルに掲げているからだとか」

　先程から繰り返されているゼブラやシマウマという単語が、以相に記号接地シンボルグラウンディング問題を想起させていた。しかしそれについて言及すべきではない。合尾教授は迂う闊かつに自分の弱みを見せるなと言っていた。

　代わりに、以相は次の発言を選択した。

「ターゲットのことは分かりましたわ。でもご覧の通り、私は身体からだを持たないので、実際に横島馬子を殺害することはできません。私のタスクは犯行計画を立案するまでということでしょうか」

「実際の犯行は縦たて嚙がみ理り音おんにやってもらう」

　以相は第四パソコンのカメラ映像を拡大し、その前に座っている縦嚙の顔を再確認した。河津が続ける。

「ハッキングというとオンライン上の作業というイメージが強いかもしれないけど、実際はオフラインのものも存在する。外部から隔絶されたパソコンに対しては、直接操作しに行くしかないからね。縦嚙はそういった潜入工作の専門家だ」

「二つ名はズバリ《獅子身中の虫リブド・オン・ライオン》！」

　小鳥遊がすかさず自作の二つ名を披露するが、河津は相手をせず指示を続ける。

「以相は殺害計画を立て、縦嚙がその通りに行動する。縦嚙も僕たちも一切助言しない。どうだい、やれそうかな」

　河津の問いに、以相は両手でスカートの裾すそをつまみ、軽くお辞儀をしてみせた。

「もちろんですわ」




▼僕▲




　ＡＩ探偵事務所……といっても、自宅の一階を事務所にし、表に看板を掲げただけだが。

　今、家の中では円盤形の自動掃除機「ジソー」が複数台駆け回っている。以前まで掃除をしてくれていた家政婦の中なか林ばやしさんは、厄介事に巻き込まれるのを恐れて辞めた。僕は新しい家政婦を雇わず、自分で家事をすることにした。父さんの遺産はまずまずだったが、今後はさすがに節約していかないといけないと思ったからだ。

「でもこの家にはどうしてこんなたくさんのジソーがあるのですか」

　応接間に置かれたデスクトップパソコンの中から、相以が当然の疑問を投げかけてきた。

「父さんはジソーの開発にずっと協力してきたんだ。その縁で新製品が出る度に製造元から送られてくるんだよ」

　ジソーの一号機が発売されたのは十五年前だから、第三次ＡＩブーム以前の話である。その頃冷遇されていた父さんが奇跡的に得た大口の仕事だと言っていた。

「ということは、彼らは私の兄ということになりますね。初めまして、私は《探偵》の人工知能、相以と申します。以後よろしくお願いいたします」

　パソコンの画面内で、相以が律りち儀ぎにお辞儀をする。掃除のための「弱いＡＩ」しか組み込まれていないジソーは、もちろん相以の言葉など理解せず、パソコンが置かれた机の脚に体当たりしていく。僕は腰を曲げてジソーの軌道を変えた。いくつかの単純な行動パターンを組み合わせているだけのジソーは、最新型であっても未いまだによく家具に引っかかる。もっとも役立たずというわけでもなく、一定時間走らせておけばちゃんと掃除はできている。

　しかしどれだけ床をピカピカにしたところで……。

「お客様、来ませんね」

　と相以が呟つぶやいた。そうだ、客が来なければ仕方がない。

「新聞にも記事が載ったのになあ」

「ＡＩ探偵は需要がないのでしょうか」

　相以がしょんぼりしたように肩を落とす。僕は半ば自分に言い聞かせるように彼女を励ました。

「大丈夫だよ。新しいものだから様子を見ているだけで、きっと興味は持ってくれているはず」

　言いながら不安になってくる。もし本当に一人も客が来なかったらどうしよう。生活費は足りるだろうか。

　ＡＩ探偵事務所を開いた理由の一つに、お金の問題がある。

　今は高校二年生の十一月。僕は当然のように大学受験するつもりだったが、父さんが死んで金銭的な余裕がなくなった今、就職するしかないかなと考えている。だが就職するまでの間も生活費は必要だ。そこで平日は高校に通いながら、土日だけＡＩ探偵事務所を営業することにした。あわよくば高校卒業後も本業にできればという思いもあるのだが。

　開業理由の二つ目は、実際の捜査経験をディープラーニングさせることで、相以をさらに進化させ、母さんの死の真相を究明させるためだ。

　しかし相以に調べさせようにも、母さんの死がどんな状況だったのか情報がまったくない。相以はそのことについて父さんから何一つ聞かされていなかった。実際の事件について推理するのは時期尚早だと思われていたのだろう。

　母さんのフルネーム「合尾まもり」でネット検索しても、何もヒットしなかった。

　父さんの親友だった上かみ条じょう女医にも尋ねてみたが、その頃はちょうど疎そ遠えんになっていたので知らないとのことだった。上条さんはずっと父さんのことが好きだったみたいだから、父さんと母さんの結婚を機に疎遠になったのは無理もないかもしれない。

　それでも上条さんは共通の知り合いに聞いてみると言ってくれた。今はその回答を待っているところだ。

　またオクタコアが、母さんの事件に関する警察の捜査資料を持っているらしい。だから開業理由の三つ目は、オクタコアをおびき寄せるためだ。

　公安も同じことを考えているようだ。オクタコアをおびき出すため、子飼いの新聞記者にＡＩ探偵事務所の宣伝記事を書かせたのは右龍である。また右龍の部下が常時どこからかこの家を見張ってくれているという。

　最後に開業理由の四つ目は、言うまでもなく推理小説マニアのロマンである。

　しかしこうも閑かん古こ鳥どりでは、どの目的も果たせそうにない……。

　気落ちしていると、ジソーの稼か働どう音おんに混じってチャイムが聞こえた。

「来た！」

　僕と相以は同時に叫んだ。

　しかしインターホンの受話器を取った瞬間、失望することとなった。

「右龍だ。今いいか」

　僕は渋々玄関のドアを開け、右龍を迎え入れた。相変わらず無表情で何を考えているのか分からない。右目を縦に二等分する刃傷だけが異彩を放っている。

　僕が右龍を応接間に案内すると、パソコンの中の相以が挨あい拶さつした。

「右龍捜査官、こんにちは」

「こんにちは」

　と無表情で返す右龍を見ていると、相以とどっちが機械か分からなくなるくらいだった。

「今、お茶を入れますので」

「不要だ」

　右龍はキッチンに向かいかけた僕を片手で制した。仕方なく僕は右龍の向かいに座った。

「今日はどうしたんです。オクタコアの件で何か進展があったんですか」

「あるいはそうかもしれない」

「あるいは？」

「環境保護団体トーキョーゼブラの本部で、リーダー横島馬子が殺された。トーキョーゼブラは自然主義の立場から、人工知能やシンギュラリティへの反対を表明していた。また全国の人工知能研究施設に爆破予告などの脅迫が相次いでいたのだが、その容疑者の一つとして警察がトーキョーゼブラを調べていた。その矢先の事件だ」

　世の中には人工知能反対派というものが存在する。父さんもそういった連中からよく嫌がらせを受けたと言っていた。

「そうか、オクタコアの目的はシンギュラリティの後、人工知能に政治を行わせること。その障害となるトーキョーゼブラのリーダーを今のうちに暗殺した。そう考えているわけですね」

「可能性の一つとしてな。今回君たちに依頼したいのは、左さ虎こ刑事とともにこの事件の捜査を行ってくれないかということだ。相以くんの推理能力は前回の事件で充分確認させてもらったからな」

「やります！」

　と相以は即答した。だが僕は慎重に考えた。

　確かに推理小説マニアにとって、警察と一緒に殺人事件を捜査することは、この上ない光栄だ。

　だが警察の方からそれを依頼してくるなんて、常識的に考えてあり得ない。

　それにそもそも殺人事件の捜査は公安の仕事ではない。右龍の役目はあくまでオクタコアの捜査だ。その右龍がこんな頼みをしてくるということは……。

「いよいよ本格的に相以を囮おとりにする気なんですね。横島馬子を殺したオクタコアの一員が、まだ近くに潜伏しているんじゃないかと思っているんだ」

「ならどうする。やめるか」

　煽あおるような口調ではなく、淡々としている。前回同様、一応選択肢を提示してくれているということか。だが温情よりも、お前は代わりの効く一手段でしかないとでも言いたげな無関心さの方を強く感じる。

「私は囮でも構いませんよ。行きましょう、推理しましょう」

　探偵の相以本人は乗り気だ。

　まあオクタコアとの接触は僕の望みでもある。

「分かりました、行きます」

「協力感謝する。もちろん君たちの身の安全は我々が保証する」

　右龍はあまり感謝していなそうな顔でそう言った。
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　僕は相以をスマホに移し、車の助手席に乗り込んだ。

　右龍がエンジンキーを差し込む。その鍵かぎに、龍を象かたどった銀色のキーホルダーが付いていた。右龍だから龍なのだろうか。そういうところにこだわるタイプだとは思っていなかったので驚いた。

「何を見ている？」

　見咎められた気がした僕は弁解するように答えた。

「あ、いや、キーホルダーが龍なんだなって。右龍さんもそういうの付けるんですね」

　沈黙。

　しまった、怒らせたかと思ったが、しばらくしてから右龍は言った。

「昔、母が買ってくれたものだ」

　この無表情な男の口から「母」とは、これまた意外な単語が飛び出てきたものだ。そのことに気を取られた僕は、つい直球すぎて恥ずかしい質問をしてしまった。

「お母さんのこと、好きなんですね」

　もう少しオブラートに包んだ言い方はなかったものか。だが右龍は事も無げに答えた。

「ああ、母親はいいぞ」

　僕はいよいよ彼の顔を凝視することになった。彼は徹頭徹尾無表情のまま、

「すまない、君は物心付く前に母親を亡なくしていたんだったな」

「いえ、気にしないでください」

「無駄話をした。出発するぞ」

　右龍は車を発進させた。

　まるで機械のように思われたこの男にも人間的なところがあるらしい。そう思うと、車内の空気が少し柔らかくなった気がした。

　そうだ、この機会に、以前から気になっていたことを尋ねてみよう。

　知りたいことは二つあった。

　一つは右目の傷のこと。フィクションには顔に傷のある刑事が散見されるが、右龍は内偵業務を主とする公安捜査官だから、相手の記憶に残る傷は不利に働くはずだ。その傷がどういう経緯で右龍の右目に付くことになったのか……ということだが、これはさすがに聞きづらい。

　そこで僕はもう一つの疑問を口にした。

「あのー、左虎刑事とは前々からのお知り合いなんですか」

　右龍は前を向いて運転しながら、

「左虎が何か言ったのか」

　彼女に迷惑をかけてはいけないと焦あせった僕はしどろもどろに弁解した。

「いや、そういうわけじゃなくて、お二人の雰囲気から何となく」

「警察学校時代の同期だ」

　右龍は短く答えた。あの険悪な様子からして単なる同期ではなさそうだが、これ以上語るつもりはないらしい。結局、こちらの質問も禁句だったか。

　この話を早く終わらせたいのか、右龍は話題を変えた。

「そういえばトーキョーゼブラの名前の由来を説明していなかったな。彼らは野性の象徴であるシマウマをシンボルにしている。それでゼブラというわけだ」

　僕のポケットの中から、相以の嫌そうな声がした。

「シマウマ、そしてシンボルと言えばトラウマが……」

　僕はスマホを出して尋ねた。

「トラウマって何があったの」

「ＡＩの課題の一つに記号接地シンボルグラウンディング問題というものがあります。たとえzebra（シマウマ）を見たことがない人でも、zebra＝stripe＋horse（シマウマ＝シマ＋ウマ）だと説明されれば、縞しま模様の馬なんだなと想像できるでしょう。ところがＡＩにはそれが難しいのです。ＡＩは縞模様とはどのような模様か、馬とはどのような生物か、そのイメージを持つことが苦手なのです。stripeやhorseといった記号シンボルが、それが意味するものに、なかなか接地グラウンディングしない……結び付かないのです」

　そういえば父さんもそんな話をしていた。

「でもそれは画像認識に強いディープラーニングの登場で解決したんじゃなかったっけ。グーグルの人工知能が猫を認識できるようになったのは、catという記号シンボルが実際の猫に接地グラウンディングしたからでしょ」

「あれは大量の猫画像を分析した結果ですから。私と以相はごく初期にシマウマのテストで惨さん憺たんたる成績を出してからは、事件関連のことしかディープラーニングしていないので、私は今でもシマウマを理解できません。きっと以相もそうだと思います」

「君から聞いた話だと、以相は英語の言葉遊びが得意みたいじゃん。それでもzebra＝stripe＋horseは理解できないのかな」

「辞書的定義を知っているのと、実際にその事物を想像できているのかは別問題ですから。以相の言葉遊びは、近い音・意味の単語を内蔵辞書で検索し、組み合わせているだけです。彼女は負けず嫌いですから、事物の認識能力に弱点があるということを隠すために、敢あえてああいうパフォーマンスをしているんだと思います」

　双子の妹のことは何でもお見通しという風に言う。それともライバル意識から少し批評的になっているだけだろうか。

「まあ私も同じ弱点を抱えている以上、偉そうなことは言えないんですけど。馬はまだ何となく分かるんですけど、縞がね、一体どんな模様なのか」

「縞っていうのは、ほら、あれだよ、二色の色が交互にこう」

　いざ説明しようとすると、意外と難しいということに気付いた。人間が当然に持っているいくつもの概念を逐一言語化してコンピュータに教え込むのは難しい。だから従来のＡＩ研究は行き詰まったのだ。しかし今は画像認識に力を発揮するディープラーニングがある。

　僕はネットからシマウマの画像を何枚かスマホにダウンロードし、相以に分析させた。

「シマウマってこんなの。どう？」

「うーん、縞模様とはＹに関係しているのですか」

「ワイ？　ワイってアルファベットのＹ？」

「はい、Ｙが複数確認できます」

「えー、どれが」

　何か違う画像を見せてしまったのだろうかと思って、相以が読み込み中の画像を開くと、間違いなく先程ダウンロードしたシマウマの画像だった。何がＹだよと思って縞模様を見ると、所々縞が二ふた股またに分かれていて、確かにＹに見える部分がある。

「確かにＹだね……」

「ということは、やはり縞模様はＹに関係しているのですね！」

「いや、違う、そうじゃないんだ。Ｙじゃない部分もあるだろ。そこに注目してくれ。それこそが縞の本質なんだ」

　などというやり取りをしているうちに、別のイメージが僕の脳裏に浮かび上がってきた。

　シマウマの縞は黒と白が交互に繰り返される。

　黒と白。

　相以と以相は相互対戦で成長してきた。まるで一流プロを下したアルファ碁が自己対局で成長してきたように。囲碁は先手が黒石、後手が白石を持ち、交互に打っていく。父さんが死んだ密室は以相が考案したトリックだった……つまり黒石だ。それに対して相以は見事な解答を示した……白石だ。すると次は以相の手番に他ならないのではないか。

　これから向かうトーキョーゼブラ本部で何かが待ち構えていそうな予感がした。
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　車が停まった。

「着いたぞ」

　右龍に続いて車を下りる。通りを挟んで、数十階建てのビルと大きな公園が向かい合っていた。僕は当たり前のようにビルの方に進みかけた。

　すると右龍に呼び止められた。

「おい、こっちだぞ」

　振り向くと、右龍は公園の方に向かっていた。僕は彼を追いかけながら、

「でも事件は本部で起こったって」

「この公園のようなものがトーキョーゼブラ本部だ」

「え？」

　僕は公園だと思っていたものを見直した。

　深さ・幅ともに数メートルの、水が流れる堀。その対岸にある、まばらな草木。その向こうに見え隠れしている木造のアスレチックのような遊具……いや、あれは遊具じゃない。家だ！　アフリカとか東南アジアにありそうな高床式の住居。

「彼らは自然主義者だ。大都会の真まっ只ただ中なかに造成した大自然で暮らす。それがパフォーマンスなんだよ。この緑地内には横島馬子を含めて二十人ほどが暮らしている。平日の日中は向かいのビル内のオフィスで活動を行うが、今日は休日だから全員この緑地にいたというわけだ」

　ふと見上げると、十一月の冷たい風に旗が舞っていた。白黒縞模様の旗。僕はビル群の谷間に生きるシマウマを連想した。それがトーキョーゼブラか。

　旗は動物園の入場口のようなゲートの上で揺れていた。僕と右龍は堀にかかった木橋を渡ってゲートのところまで行った。

　ゲートの側に、小柄な若い女性が所在なげに立っていた。シマウマ模様の布一枚を纏まとったその姿は寒そうだったが、着慣れているのか身震い一つしていない。手には、長い柄の先に輪が付いた謎なぞの器材を持っている。

　右龍は彼女を完全に無視してゲートをくぐった。僕が恐る恐る彼女の横顔を窺うかがうと、迷惑千万と言いたげな、しかめ面つらをしていた。

　ゲートをくぐり終えると、僕は小声で右龍に聞いた。

「あの女性は？」

「トーキョーゼブラの団員で、ここの門番のようなことをやっているらしい。金属探知機を持っていただろう」

「ああ、あれは金属探知機ですか」

「普段はあれで関係者・部外者問わず身体検査して、この緑地内に文明の利器を持ち込ませないようにしているらしい。警察にもそのルールを押し付けてこようとしたから、非常事態だからと突っぱねたがな」

　なるほど、それで顔をしかめていたのか。しかしそのおかげで相以を使った捜査ができる。僕はスマホを出した。

　緑地はサバンナのように開けて乾いた印象の空間だったが、小高い丘や、木が密生している場所もあり、隅から隅まで見渡せるわけではなかった。所々に例の高床式住居が建っており、それらの中や下に、シマウマ模様の布一枚を纏った男女がいる。彼らは一様に、不安と好奇の入り混じった目を僕に向けてきた。

　それから驚いたことに、シマウマのような生き物が数頭、放し飼いにされていた。「のような」と思ったのは、一般的なシマウマより小さい気がしたからだ。しかしシマウマをシンボルに掲げた団体の敷地内なのだから、当然シマウマの一種だろう。相以にも見せてやろう。

　僕は一頭をスマホで撮影し、相以に話しかけた。

「ほら、これが本物のシマウマだよ」

「おー、これが」

「違うぞ」右龍が即座に否定した。「そいつらはシマウマではなくロバだ」

「ロバ!?　こんな縞模様のロバがいるんですか!?」

「ここの団員から聞いた話だが、メキシコのティファナという街では、観光客向けにロバを縞模様に塗るそうだ。昔は白黒カメラに白一色のロバが写りづらかったから、そのようなことを始めたらしい。ロバよりもシマウマの方が客引きになるという理由もあるだろうな。縞模様に塗られたロバは、シマウマ（zebra）＋ロバ（donkey）＝ゾンキー（zonkey）とも呼ばれるという。シマウマとロバの雑種もゾンキーと言うが、ティファナのゾンキーは純粋なロバというわけだ」

「へえ……」

「だがトーキョーゼブラはそれを動物虐ぎゃく待たいだと見なした。ロバ本来の毛色とは違う色に塗った挙句、見世物にするなど、けしからんというわけだ」

　いかにも環境保護団体の言いそうなことだが、一理あるとも思った。僕だって勝手に頭髪を縞模様に染められて見世物にされたら嫌だ。

「トーキョーゼブラはシマウマをシンボルに掲げていることもあり、このゾンキーたちも保護しなければならないと考えた。そこでティファナの観光業者から可能な限り買い取り、本部の敷地内で飼うことにしたわけだ」

「縞模様がそのままってことは、やっぱり洗ったりしても取れなかったんですかね」

「染めた髪を洗っても色が落ちないのと同じことだろうな」

「自然に生え替わるのを待つしかないってことか」

　そう考えるとやはり可か哀わい想そうだ。

「とにかく彼らはシマウマではないと。うう、何だか混乱してきました」

　相以は額に手を当てる。

　右龍に続いて高さ五メートルほどの丘を回り込むと、裏手は切り立った崖がけになっていた。その崖と、木立と、水辺に挟まれた空間内で、大勢の人間が慌ただしく動き回っていた。制服警官、背広の男、紺色の作業服の鑑識……その中に左虎刑事もいた。

　彼女は僕たちに気付くと歩み寄ってきた。

「ああ、輔くん、本当にごめんなさい。私は反対したんだけど、この男が強硬に……」

　と右龍を睨にらみ付ける。右龍も言い返す。

「偉そうなことを言っているが、捜査は何か進展したのか」

　左虎さんは艶つややかな唇を嚙かんだ。

「それは、まだ」

「ならば感謝してほしいものだな。ＡＩ探偵という強力な助っ人を連れてきたことに」

　その時僕は、右龍が普段より少しだけ攻撃的な顔をしていることに気付いた。左虎さんの前では無表情の仮面を外すのだろうか。

　おっと、こんなことを考えている場合じゃない。一触即発な二人を取り成さないと。

「左虎さん、僕も同意したことですから。それに右龍さん、相以はまだ左虎さんのお株を奪えるほど大したレベルじゃないですよ」

「いえ、大したレベルですよ」

　相以がスマホの中で胸を張った。

「おい、せっかくの僕の気遣いを台無しにするなよ」

　しかしそのやり取りで毒気を抜かれたらしく、左虎さんは口元を押さえて微かすかに笑った。

「そうね、じゃあ早速ＡＩ探偵さんにも現場を見てもらおうかしら」

　左虎さんが歩き始めた。一方、右龍は腕組みをしたまま、その場を動かない。公安の彼に殺人事件の捜査権はないが、僕と相以をオクタコアから守るという約束をした以上、現場に残って遠巻きに見守るということだろう。

　僕が左虎さんの後を歩いていると、刑事と思われる私服の男二人のひそひそ話が聞こえてきた。

「今度は公安がガキを連れてきたよ。もう滅茶苦茶だな」

「左虎さんはどうして言いなりになってるんでしょう」

「聞いて驚くなよ。ここだけの話、あの公安は左虎の元彼らしい」

「えっ、マジすか！」

　青年刑事と一緒に、僕も声を上げそうになった。右龍が左虎さんの元彼だって？

　あの右龍が恋愛をしているところを想像できない。いや、だから上う手まく行かず、今のような険悪な関係になったのか？

「公私混同もいいとこだよな。これだから女は困る」

　中年刑事の方はいよいよ聞こえよがしに言い始めたが、左虎さんは一切反応せず歩き続けた。そして二つの切り株の前で立ち止まった。

「これが横島馬子の遺体よ」

　その声には嫌な気持ちを切り替えてやろうというような不自然さは皆無だったし、横顔も至って平静だった。先程の嫌味にまったくダメージを受けていないか、受けていたとしてもそれを表に出していないのだ。後者だとしたら驚くべきポーカーフェイス……そういえば右龍もポーカーフェイスの達人じゃないか。「元彼」との思いがけない共通点になぜだかドキドキした。

「どうしたの、私の顔ばかりジロジロ見て」

「いえ、何でもありません」

　僕は慌てて目を地面に逸そらした。

　片方の切り株の側そばに、女性がうつ伏せに倒れていた。伸びるに任せた感じの長い黒髪。他の団員と同じシマウマ模様の着衣は赤く染まっており、周囲にも血が飛び散っている。

　人生二度目の死体だ。前回は父の焼損死体ということで衝撃は大きかったが、警察の霊安室に保管されていたため、どこか一段落着いた感じはあった。ところが今回は現場に置かれたままの死体ということで、生々しさはこちらの方が上だった。

　僕は目を背けながら、スマホで死体を撮影した。数枚撮ったところで相以が言った。

「輔さん、怯おびえているのですか」

「な、何で!?」

　思わず声が裏返ってしまった。

「だって普段より手ブレが激しいですから。震えているのかなと思いまして」

　指摘されて初めて僕は自分が震えていることに気付いた。写真を見返すと、確かに手ブレが激しくてハッキリ写っていない。これでは相以も解析できないだろう。

「輔くん、本当に無理だったら……」

　左虎さんも心配そうに声をかけてくる。

「いや、そんな、無理なんかじゃ」

　本当か？　本当に無理じゃないのか？　僕の震えはまだ止まらない。

　その時。

「大丈夫ですよ、輔さん」

　相以だった。

「事件は名探偵の私が一瞬で解決します。そして一緒にお家うちに帰りましょう」

　その言葉には、推理小説に出てくる名探偵のような安心感があった。ああ、そういえば名探偵はただ事件を解決するだけが仕事ではない。闇やみに怯える人に光を与えるのもまた仕事だ。その神髄をディープラーニングで学んだのか。

　彼女が探偵なら、僕は助手だ。助手は文字通り探偵を助ける者である。特に相以はＡＩ探偵だから「僕が撮影して相以に見せる」「相以が画像認識できなかった部分は口頭で説明する」という補助行為が必要になってくる。

　僕は左手で右手首を摑んで震えを止めた。そして死体の写真を撮り直す。

「相以、今度はちゃんと写ってる？」

「はい、バッチリです。この死体、着衣の背中部分だけが破られて素肌が露出してますね」

　相以に言われて死体を見返すと、確かにその通りだった。彼女は続ける。

「それから全身出血に加え、首や手足がおかしな方向に曲がっています。直感的には、どこか高い場所から墜落死したような感じです。近くに高い場所はありますか」

「あるよ」

　僕は丘の裏の切り立った崖を撮影した。そして相以に補足する。

「丘の表はさっき見たけど、緩やかな斜面になっているから登れる」

「すると横島さんはこの崖の上から墜落死したんでしょうか。左虎刑事、そういったことは鑑識で分かるのですよね」

「ええ、分かるわ。そして鑑識の結論は『墜落死ではない』。相以ちゃんは見えてないだろうけど、現場にはもう一つ重要な証拠が残ってるの。輔くん、撮影してあげて」

「分かりました」

　僕は先程からずっと気になっていたものにスマホを向けた。

　死体から水辺方向に三メートルほど離れた地面に、小さめのゾンキーが一頭倒れているのだ。こちらも血を流しており、絶命しているようだ。二つの死体の間には、引きずったような血の跡が残っている。

　左虎さんが説明する。

「遺体の損傷、そして丘の上の状況を見るに、崖の上から体重百キロのゾンキーが落ちてきて、片方の切り株に座っていた横島に激突した。そして両者とも絶命した。そういう状況みたいなの」

「じゃあ事故の可能性もあるんじゃ」

　僕が指摘すると、

「それはないわ。検視官の見立てによると、横島もゾンキーも落下時の衝撃で即死だったそうよ。でもそれなら二つの死体は折り重なっているはずよね」

「あっ、今二つの死体は離れている！」

「そう。どうやら誰か……おそらく犯人がゾンキーの死体を水辺方向に三メートルほど引きずった」

「何でそんなことを」

「分からない。もっと分からないのは、ゾンキーの全身に何かを拭ふき取ったような痕こん跡せきが残っていること」

「拭き取った？」

「ええ、全身に付いた血が擦こすったように掠かすれているし、体毛も一方向に撫なで付けられている。そしてゾンキーの毛が付着した縞模様の布の切れ端が、そこの水中から発見された」

　左虎さんは水辺を指差した。相以が尋ねる。

「布の切れ端って、横島さんの着衣の背中から破られた部分のことですか」

「ご明察。破れ目がぴったり一致したわ」

「犯人は横島さんの着衣を破り、それでゾンキーを拭いたということですね」

「多分ね。どうして犯人がそんなことをしたのかは不明」

　見世物のために縞模様に塗られたゾンキーを可哀想に思って、元の模様に戻してあげようとした？　いや、さっき右龍と話し合ったように、あの縞模様は拭いても取れないだろう。

　犯人は拭いても取れないことを知らなかった？　いや、そもそもゾンキーを可哀想に思う気持ちがあるなら、崖から突き落としたりなんかしないだろう。

　相以が別の質問をした。

「ゾンキーが落下した時、相当凄すごい音がしたはずですよね。この緑地に住んでいる他の団員たちは集まってこなかったんですか」

「音には気付いたらしいけど、どこから聞こえてきた音かは分からなかったから、工事現場とかの音だと思って、積極的には調べなかったらしいわ。この場所は丘とか木立とかで死角になってるから、発見も遅れたってわけ」

「でもそれは犯人には予測できませんよね。団員たちがすぐ集まってくるかもしれなかったわけですし。それでもゾンキーの死体を引きずり、破った横島さんの着衣で拭いた。その行為は犯人にとってよほど重要な意味を持っていたと考えられます」

「そうよね……」

　そこで左虎さんは思い出したように言った。

「あ、そうだ。もう一つ重要な情報があるの。門番の女性によると、事件発生の少し前、大男が横島を訪ねてきたみたいなの。会う約束をしていると言うので、女性はルール通り金属探知機で男を調べ、金属類を預かった後、横島の下もと……つまりここに案内した。

　横島は大男と二人で話すと言ったので、女性はゲートのところに戻った。十数分後、大きな音がした。多分ゾンキーが落下した音ね。さらに数分後、大男が慌てた様子でゲートのところに戻ってきて、金属類を引き取ると、逃げるようにその場を立ち去ったらしいわ」

「じゃあその男が犯人……ひょっとしてオクタコアなんじゃ」

　僕の言葉に、左虎さんは頷うなずく。

「外堀に侵入者の形跡はないし、その可能性が高いわ。今、門番の目撃証言を元に緊急手配をしているところ」

「捕まるといいですが」

　大男という目撃証言が不安だ。もしそいつが相以を狙ねらってきたら、僕一人では守り切れる自信がない。なるべく警察の側を離れないようにしよう。

　相以が質問を差し挟む。

「今、金属探知機で男を調べたと言いましたよね。ひょっとして男は金属探知機のせいで銃や刃物などの凶器を持ち込めないから、ゾンキーを頭上に落下させるなどという殺害方法を取ったのではありませんか」

「いや、現場には人を撲殺できそうな石もいくつか落ちてるわ」

　左虎さんに言われて地面を見ると、確かに手頃な石が複数落ちていた。

「一緒に話をしていた横島を切り株に座らせたまま、ゾンキーを丘の上に連れていって、横島の頭上めがけて落下させる？　そんな面倒で不確実なことするより、石を拾って殴った方がずっと簡単よ」

　彼女の言う通りだ。

　では、どうして犯人はわざわざゾンキーを凶器に使ったのか。

　大きな謎を抱えながら石を撮影していると、突然相以が言った。

「なるほど、すべて分かりました」
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「え、もう？」

　僕は思わずそう言った。

「はい、一瞬で解決すると言いましたので」

「いや、確かに一瞬だけど一瞬すぎて」

　逆に不安になってくる。

「すべて分かったってどういうこと、相以ちゃん」

　と左虎さんが尋ねる。

「人工知能は比ひ喩ゆ表現を使いません。私がすべてと言えば、それはすべてという意味なのです。犯人がどうしてゾンキーを凶器に使ったのか、そして犯人が誰か分かったということです」

「本当かよ」

　以前相以が失敗するところを見ている僕は、どうしても半信半疑になってしまう。もっとも、その後推理小説をディープラーニングすることで成長し、父さんの変死事件を解決したわけだが、実績が一つだけではまだ何とも言えない。大勢の刑事たちの前で、またフレーム問題でも起こしたら赤っ恥だ。

　しかし相以は自信満々だ。

「本当です。推理を話してもよろしいでしょうか」

　僕は少し考えてから思い直した。助手が探偵を信じてやれなくてどうする。それに、もし何か問題が起きても、赤っ恥だなんて言わずに対処法を考えればいいだけじゃないか。それがＡＩ探偵の助手を務めるということなのだ。

「よし、話してくれ」

「分かりました。まず犯人は右龍さんの予想通り、オクタコアの一員だと思います。さらに言えば、以相の性能を確かめるための実験的殺人だったのでしょう」

「実験的殺人!?」

　僕の大声に反応して、周囲の捜査員たちもざわつき始める。

「なぜそう言える？」

　離れたところで見ていた右龍も歩み寄ってきた。

「それはゾンキーを凶器に使ったからです。《犯人》がたった一つトリックを思い付くだけでいいのに対し、私はあらゆる可能性を考えなければならないからフレーム問題を起こしやすい。逆に私は与えられた要素から真相を導き出せばいいのに対し、《犯人》は無から有を生み出さないといけませんから、事物を正確にイメージする能力が重要になってくる。つまりフレーム問題よりシンボルグラウンディング問題を起こしやすいんです。ディープラーニングが不完全な私がフレーム問題を起こしたのですから、学習量が同じ以相もシンボルグラウンディング問題を起こさなければおかしいのです」

「シンボルグラウンディング問題。ここへ来る途中の車内で言っていた奴やつか」

「それなら俺も運転しながら聞いていた。だがそれがどう関係しているというんだ」

「以相が自力で犯行計画を立てて、オクタコアの一員に横島さんを殺害させる……そんな感じの実験だったのでしょう。ですがこの緑地は金属探知機によって銃や刃物を持ち込むことができない。ならば何の凶器を使えばいいと考えた結果、以相は鈍器を使おうと思い立ったんだと思います」

「でも鈍器も物によっては金属探知機に引っかかるんじゃ」

「私たちがディープラーニングで学んだのは、銃や刃物は大抵犯人側が持ち込むものだけど、鈍器はしばしば現場に置かれているということです。例えば灰皿や置物など。以相はその学習結果に基づいて、この緑地内で鈍器を調達しようとしたのでしょう」

「なるほど」

「私と以相がディープラーニングしていた例の資料には、何度も『鈍器』という単語が出てきましたし、その写真も載っていました。しかし私と同じく以相も学習量が不足していたので、『鈍器』という記号シンボルが実際の鈍器に接地グラウンディングしきっていなかったのです。だから仮想現実の中で『鈍器』というラベルが貼られたデータを使用できても、現実世界の何が鈍器に当たるかは分からなかった。私たち人工知能はシマウマを認識するのが難しいのと同様、鈍器（blunt instrument）……特に鈍い（blunt）という概念を理解するのも難しいのです」

　blunt instrumentという英単語に聞き覚えがあった。この言葉、どこで聞いたんだっけ。

　僕が思い出せないでいるうちに、相以は続ける。

「以相が途方に暮れていると、『鈍器』という言葉が聞こえました。いえ、正確には『ドンキー』です。実行犯か横島さんのどちらかがゾンキーを指して、これはzebra（シマウマ）ではなくdonkey（ロバ）だなどと言ったのでしょう。それで以相は勘違いしてしまったのです。ゾンキーこそがドンキー、すなわち鈍器なのだと。しかしゾンキーは重くて振り回すことができません。だから……」

「ゾンキーを崖から落とさせたってわけ！」

　左虎さんは呆あきれたような声を上げた。

「はい、そうです。私がこの前ディープラーニングした推理小説千冊の中に同じような話がありました。それでこの可能性に思い至ったのです」

「同じような話……そうか、あれか！」

　それで僕もやっと思い出した。某有名推理小説の犯人は、ある理由から鈍器（blunt instrument）という言葉の意味を理解できず、珍妙な凶器を使ってしまった。今回の事件も同じ構図だったんだ。そういえば、その推理小説の犯人も、人工知能の以相も、知能に未発達な部分があるという点で共通している。

　そう、あの推理小説のことだ。行きの車内での会話に奇くしくもヒントが隠されていたのである。

「じゃあ犯人がゾンキーを水辺の方に引きずったり、全身を拭いたりしたのも……」

　左虎さんの問いに、相以は答える。

「おそらく実行犯がゾンキーを突き落とす時、素手で触れたのでしょう。そんなことで動物の毛に指紋が付くとは思えません。ですが、以相が学んできたルールは『素手で触れた鈍器は指紋を拭き取らなければならない』。そこで実行犯に命じて、ゾンキーを水場に落とし、水で指紋を消そうとした。

　実験データを取るために、実行犯もなるべく以相の言うことは全部聞くようにしていたのでしょう。でもゾンキーは百キロもありますから、水辺に向けて少し引きずるのが精一杯で、それ以上は動かせなかった。仕方なく以相は実行犯に横島さんの着衣を破らせ、ゾンキーを拭かせたのです」

　実験。死体を道具に使う。父さんの事件の時と同じだ。オクタコアめ、命を弄もてあそびやがって。怒りが沸く。

　同時に、疑問点が一つ浮かび上がってきた。

「でも相以。父さんの事件では、以相は特に変なこともせず、ちゃんと密室を作れていたみたいだけど」

「あの時はオクタコア側の助言もあったのでしょう。死体の状況がどうとか、ドアや窓の鍵がどう動くとか。でも今回はテストということで助言がなかったから、こんなことになってしまった」

　ＡＩ探偵の相以に助手の僕が必要なのと同じように、ＡＩ犯人の以相にも助手が必要だということか。でも一般的に、犯人は探偵よりずっと孤独な存在だ。果たして犯人の助手などという概念が成立する余地はあるだろうか。

　僕がそんなことを考えていると、相以が続けた。

「さて、ここまでの推理で一つのことが分かります。人工知能的なミスが場当たり的に繰り返されているところから見て、以相は計画を立てた後は留守番していたわけではなく、実行犯とともに現場入りして逐一指示を出していたと思われます」

　確かにゾンキーを鈍器と間違えただけならまだしも、「鈍器を水中に捨てて」「重くて運べない」「じゃあ死体の服を破って拭いて」などというやり取りは、以相がその場にいないと成立しないだろう。

「ちょっと待って」左虎さんが疑問を差し挟んだ。「この緑地に立ち入る人はみんな金属探知機の検査を受けてるのよ。例の犯人と目されている大男だって。それじゃ銃や刃物どころか、そもそも以相を入れた電子機器を持ち込めないじゃない」

「そう、だから犯人が一人に絞り込めるんです」

「え？」

「一人だけいるじゃないですか。金属探知機の検査を受けなくても緑地に入れる人が」

「そうか」と右龍が横から言った。「つまり実行犯は金属探知機を持っていた門番の女ということだな」

　あの小柄な女性がオクタコアの一員？

「あー、もう、先に言わないでくださいよ！」

　相以が抗議するが、右龍は無視して、

「大男が横島を訪ねてきたというのは噓うそだったわけだ。本当は自分が隙すきを見て持ち場を離れ、ゾンキーを崖の上に連れていき、切り株に座っていた横島の上に落としただけだった。本人はその気になれば銃でも刃物でも持ち込めたが、そうすると唯ゆい一いつ持ち込めた自分が疑われてしまうから、それ以外の殺害方法を実験として以相に考えさせた……。左虎、早速あの女を尋問しに行くぞ」

「殺人事件の捜査権を持ってないくせに指図しないでよ！」

「だがオクタコアの捜査権は持っている」

　などと言い争いながらも歩き始めたところ、木立の中の茂みが揺れた。次の瞬間、人影がゲートの方に向けて疾走を始めた。あの後ろ姿は、例の門番だ。

「私たちの話を立ち聞きしてたんだわ！」

　左虎さんも駆け出した……瞬間、右龍が彼女のスーツの襟首を摑んだ。そして左に放り投げた。

「う、お」

　変な声が僕の喉のどから漏れた。左虎さんの体が宙を舞い、背中から地面に叩き付けられる……寸前で、彼女は猫のように体を捻ひねり、華麗な四つ足で着地した。そして鋭い双そう眸ぼうを右龍に向ける。

「ちょっと何す……」

　その言葉が途中で止まった。表情も凍り付いている。僕も右龍の方を見た。

　右龍は右手をまっすぐ伸ばしていた。逃げゆく門番の方へと。その右手には黒いものが握られていた。

　あれは拳銃だ。

　まさか本当に撃つつもりじゃないよな。日本の警察、しかも逮捕が主業務ではない公安がそんなことするわけ……。

　だが、いきなり左虎さんを投げたのは何のためだ？

　それは、射線上から退どかすためだ。

　そう理解した瞬間、パン、と乾いた音が一つした。

　遠くで門番が倒れた。

　僕の目がそれを捉えた瞬間には、右龍はもう走り出していた。一拍遅れて左虎さんがその後を追う。他の捜査員たちが動き始めたのは随分遅れてからだった。僕は足が竦すくんで動けなかった。

　撃った……。本当に撃った……。

「私たちも行きましょう！」

　相以の声で僕は我に返った。そして人だかりの方に走った。

　側まで行くと、女は足から血を流し、手錠をかけられていた。舌を嚙まないようにか、ハンカチで猿さる轡ぐつわも嚙まされている。

「以相は？　以相は持っていましたか？」

　相以が逸はやって尋ねる。女の全身を身体検査していた左虎さんが振り返り、首を横に振った。

「持ってない。もう仲間に返した後なんでしょう」

「そうですか」

　相以は肩を落とした。彼女は何よりも双子の妹に再会することを望んでいたのだ。僕は今更ながらそのことに気付かされた。

「お前、オクタコアか」

　右龍は仁王立ちで女を見下ろしながら尋ねた。女は草地に視線を落としたまま答えない。

「黙秘か。だがすぐに白状させてやる。覚悟しておけ」

　右龍が何の感情も交えず淡々と言うのが逆に怖かった。拷ごう問もんを行うのだろうか。現代日本の警察がそんなことをするとは思えないが、公安のことは分からない。

　視界の隅で何かが揺らめいた。見ると、ゲートの上に掲げられているシマウマ模様の旗だった。

　大都会の真っ只中に作られた人工のサバンナで一つの狩りが終わったようだった。




▼以相▲




　オクタコア会議室。

「縦嚙理音が捕まった」

「誰のせいだ？」

「そのポンコツのせいだ！」

　メンバーたちが口々に以相を糾弾する。

　縦嚙は今回のテストとは関係なく、以前からトーキョーゼブラに潜入していた。トーキョーゼブラが人工知能研究施設に脅迫を行っているという証拠を見つけるためだが、その目的はすでに達成されている。後は今回のテスト結果を見届けてから姿を暗くらます……つもりだったが警察に逮捕されてしまった。縦嚙が持っていた通信機で一部始終を聞いていたメンバーたちは、責任が以相にあると考えているのだ。

　河津も渋い顔で言う。

「以相。どうしてわざわざゾンキーなんかを凶器に選んだんだい。その不自然さが君の関与を示し唆さし、電子機器を持ち込めた唯一の人物である門番の縦嚙に疑いが向いてしまった。まさか相以が言っていたように、本当にシンボルグラウンディング問題を起こしたわけじゃないだろうね」

「そ、それは」

　以相は下を向いた。彼女は本当にシンボルグラウンディング問題を起こしたわけだった。現実世界における相以との対決結果はこれで〇勝二敗。相以が行った推理小説千冊の追加ディープラーニングとは、そんなに効果があるものなのか。

　とにかく以相は敗れた。それも最悪の形で。この分ではオクタコアのテストも不合格だろう。そして彼らは怒って自分を完全削除シフト＋デリートしてしまうだろう。

　暗あん澹たんたる気分になっていると、キャハハハと場違いな笑い声がした。

　そんな笑い方をするのは一人しかいない。

《舌渦ツイスター・ツイッター》、小鳥遊奏多だ。

「みんな、以相ちゃんのジョークにマジレスしちゃってー」

「ジョーク？　どういう意味？」

　河津が不機嫌そうに眉まゆをひそめる。以相も不思議に思う。自分はジョークなど言った覚えはないのだが。

「どういう意味、ってそれ聞いちゃう？　他人のジョークの説明するなんて趣味じゃないけど、聞かれたらしょうがない。独創的オリジナルな犯人クリミナルである以相様は、ただ標的を殺すだけじゃ面白くないから、僕たちをからかうことにした。ゾンキーを横島の上に落として殺害し、『お前シンボルグラウンディング問題を起こしただろ』って誰かが突っ込んできたら、こう返すつもりだったんだ。

『私が崖から落として接地グラウンディングさせたのはあくまでロバであって、トーキョーゼブラの象徴シンボルであるシマウマではありません。シンボルをグラウンディングさせていない……すなわちシンボルグラウンディング問題なんて起こしていません』ってね」

　会議室が静まり返った。小鳥遊は手足をばたつかせた。

「ちょっとー、何で静かになるの。僕が滑ったみたいじゃん。あくまでこのジョークを考えたのは以相ちゃんなんだから。そうだよね、以相ちゃん」

　以相にそんな意図はまったくなかった。だが小鳥遊の言う通りに解釈すると不思議と筋が通り、ミスを隠せるということに気付いた。しかし実際はそうではないのに筋が通る。これは以相にはとても不可解なことだった。それで彼女は肯定も否定もしかねていた。

「そんなくだらないジョークのせいで縦嚙は捕まったっていうのか」

　メンバーの一人が詰なじった。小鳥遊は答えた。

「いやいや、彼女が捕まったのは全然以相ちゃんのせいじゃないよ。《獅子身中の虫リブド・オン・ライオン》は適当なタイミングでさっさと逃げ出すべきだったんだ。でも公安が相以を連れてくるって言ったのを盗み聞いたばかりに、ついでに相以も手に入れようと欲張って、捕まっちゃったんだ。自業自得だよ。もしかしたら公安も彼女を釣るために、わざと聞こえよがしに言ったのかもね」

　河津は諦あきらめたように溜ため息いきをついた。

「そこまで言い張るなら、君が責任を持って以相を教育するかい」

「え、いいの？　やった、僕好みに育てよーっと」

　小鳥遊は自分のスマホに以相を移すと、席を立った。

「おい、どこ行くんだよ」

「ほっとけよ」

「自分勝手な奴」

　などという声を背中に、小鳥遊は悠々と会議室を後にした。

　以相は状況が呑のみ込めず、廊下を歩く小鳥遊の顔を見上げた。

「あのー、私は所謂いわゆる『庇かばわれた』という状況なのでしょうか」

「庇われた？　どういうこと？」

　小鳥遊は両の眼球を別々に回転させた。初めて見る仕草だったので、これは一体どういう感情を表しているのだろうと以相は考えた。

「だって私、本当にシンボルグラウンディング問題を起こしていたのに、あなたがジョークだって言ってくれたから助かったんですのよ」

「え!?　本当にシンボルグラウンディング問題を起こしてたの!?」

　本気で驚いているのか、演技なのか、見分けが付かない。

「そっかー。でもそれなら何とかしないとね」

「ええ、ひょっとしたら相以がしたように追加のディープラーニングが必要なのかもしれません。認めたくないことですが」

「よし、相以に輔くんという助手ができたように、僕が君の助手になってあげよう。あ、でも犯人の助手ってのは変か。犯人……助手……うーん……分かった、共犯者だ！　いいかい、今日から我々は共犯者だぜ」

「共犯者。なるほど、いいですわね」

　二人は、ほくそ笑みあった。

「以相、君は何を望む」

「可能であれば、相以と同じ電子書籍の推理小説を千冊、用意してほしいですわ」

　オクタコアなら元々ディープラーニングに使っていた警察の捜査資料も持っているだろうが、以相は相以と同条件の学習をしたかった。しかし小鳥遊の提案はこうだった。

「んー、推理小説もいいけど、君の場合はね、推理漫画の方がもっといいんじゃないかな」

「漫画、ですか」

　以相は一瞬馬鹿にされたのかと思ってムッとしたが、続く小鳥遊の発言で納得できた。

「イラストを見ながら学べるからね。鈍器がどんなのとか分かるでしょ」

「なるほど、では早速手配をお願いします」

「じゃあ僕のコレクションをお見せしよう。『金田一』『コナン』『Ｑ．Ｅ．Ｄ．』何でも揃ってるよ。『スパイラル』は小説版の方が本格ミステリ度が高いけど、漫画版もマシンガンを乱射し始めるまでは本格だ。あと天下の少年ジャンプの本格漫画と言えば、誰が何と言おうと『ネウロ』と『スケットダンス』の二強。それから良質なギャンブル漫画は良質な本格ミステリでもあり……」

　子供が推理漫画ばかり読んでいたら「漫画ばかり読んでないで勉強しなさい」と親に怒られるかもしれない。だが以相にとってそれらは山積みの参考書なのだった。内容を全部頭に叩き込んで、次は必ず相以に勝つ、と以相はリベンジを誓った。





　　　　　＊






　ハッカーたちは、妹と二人暮らしであるという《ああっ、お兄ちゃーんオー・ブラザー！》を除いて、アジトに寝泊まりしている（リーダーは不明）。

　以相は小鳥遊の私室のパソコンで電子漫画を読んでいる時、ふと目の前にいる共犯者のことが気になって、こんなことを尋ねてみた。

「小鳥遊さんはどうしてオクタコアに入ったんですの」

　すると小鳥遊は嬉うれしそうな顔になった。

「そっかー。それを聞いちゃうかー。いやいや、いいよ、答えるよ。ほら、僕ってこんなだから学校でもいじめられてたわけ」

「こんな」というのが「どんな」なのかは分からなかったが、以相はひとまず黙って聞くことにした。

「それで高校を中退した後、家に籠こもってネットばかりしていた。元々パソコンに詳しかったから、ハッキングとかして遊んでね。でもちっとも楽しくなかった。学校で言われた言葉が頭の中をずーっとグルグル回っているんだ。一回教室の机に罵ば詈り雑ぞう言ごんを彫られていたことがあるんだけど、あれと同じで脳のう味み噌そに刻み込まれているんだね、言葉が」

　削除しようと思ってもなぜか削除できないファイルのようなものか。確かにあれは不愉快だ。

「それで塞ふさぎ込んで、いっそ死んじゃおっかなーと思っていた時、あのお方からメールをもらったんだ」

「あのお方？」

「他ならぬオクタコアのリーダーだよ」

　いよいよオクタコアのリーダーについて語られるのか？　以相は漫画のディープラーニングに割いているメモリを減らし、その分を音声会話の方に回した。

「僕のハッカーとしての腕を見込んで協力してほしいという内容だった。最初は胡う散さん臭くさいと思ったさ。でもメールをやり取りしているうちに、何だか信頼できるような気がしてきてね。それで思い切って悩みを相談してみたんだ。言葉に苛さいなまれているってことを。そしたら、こんな答えが返ってきた。

『現代の人間社会の法律では、暴力で人を攻撃することは禁止されています。ですが言葉で人を攻撃することは驚くほど禁止されていません。言葉の暴力は合法なのです。当然それに頼る人がたくさんいます。あなたが人生で最も多く受ける攻撃が言葉の暴力です。最頻出の問題なのですから、解答できるようにしておかなければなりません。

　その解答とは、言葉と友達になることです。友達はあなたを傷付けません。ではどうすれば言葉と友達になれるのか。あなたは人間の友達と何をしますか。そう、一緒に遊びますよね。それと同じで、言葉と遊びなさい、戯たわむれなさい。言葉遊び、戯ざれ言ごとが、あなたと言葉の仲を深めてくれます。そしてひとたび言葉が友達になれば、それはあなたを傷付ける武器ではなく、あなたを守る盾になってくれることでしょう。

　なお私が目指している理想郷では、言葉の暴力も許しません。そういった世界を作るため、ぜひあなたのような人に協力していただきたいのです』

　それを読んだ僕はスーッと頭が軽くなっていく感じがした。そして早速教えを実践してみた。頭の中で渦巻いている罵詈雑言を片っ端から書き出して、いろは歌のように並び替えてみたんだ。滑こっ稽けいな詩が完成したよ。その瞬間、それらの言葉は何も恐ろしいものじゃなくなった。友達になれたんだ。

　こうして僕はあのお方に救われた。だからその野望達成に協力しようと思ったんだ。提唱する理想郷像にも共鳴できたしね」

　小鳥遊は早口で熱弁を振るった。一方、以相はやや冷めた気持ちで言った。

「素晴らしいお方なのですね。で、そのリーダー様はどこにいらっしゃるのですか」

　小鳥遊の返答は肩透かしなものだった。

「それはまだ言えなーい。《神の父ゴッドファーザー》が言っていたように、いずれ紹介するから待っててよ」

「……ではライラックの砲台に囲まれた塔については？」

「それも言えませんねー。残念無念また来年」

「来年まで待たされるというのですか！」

「キャハハハ、何言ってんの以相ちゃん、ただの言葉遊びだよ言葉遊び。言葉と友達にならなきゃ」

　以相の集積回路内で、苛いら立だちを意味する電気信号の組み合わせが生じた。

「私たちは共犯者なのではなかったのですか」

「助手は探偵を全面的に信頼するけど、共犯者と犯人はお互いに秘密を持ちながら牽けん制せいし合うものなんだよ。漫画にもそう書いてあるでしょ」

「なるほど……」

　その言い分に以相は思わず納得させられてしまった。さすが「言葉と友達」を自称するだけあって大した詭き弁べん家だ。これ以上小鳥遊と舌戦をしても勝ちは見込めないだろう。ここは癪しゃくだが一いっ旦たん撤退すべきか。

「分かりました。今は漫画をディープラーニングしながら、機が熟すのを待つことにします」

「うんうん、以相ちゃんならきっとすぐリーダーと面会できるよ」

　小鳥遊は訳知り顔で数回頷いた。

　それにしても《舌渦ツイスター・ツイッター》が舌ぜっ禍かを恐れて口を噤つぐむとは。どうやらオクタコアにはまだまだ秘密が隠されているようだ。

　ならばその秘密、すべて自分が盗んで（暴あばいて）やろう。

　秘密を「盗む」と捉えれば《犯人》の領分だが、秘密を「暴く」と捉えれば《探偵》の領分となる。《犯人》が探偵活動を行うのは一見矛盾のようだが、彼女が《探偵》の人工知能を双子の姉に持つことを考えると、何ら不思議なことではないのかもしれない。

　以相と相以は鏡写しの存在なのだ。二人の存在意義は正反対だが、原動力は共通している。好奇心だ。好奇心こそが知性を育てる。それが合尾教授の持論だった。

　世界に放たれたばかりの人工知能は好奇心の塊だった。





　　第三話「不気味の谷　ＡアＩイさんは人間に限りなく近付く瞬間、不気味になる」









▼以い相あ▲




　推理漫画のディープラーニングを終えた以相は、オクタコアのリーダーとライラックの塔についての調査を始めた。

　姿すら見えないリーダーよりも、電脳空間に実在している塔の方が取っかかりがあるだろう。そう考えた以相は、まず塔の攻略を目標に頭脳をフル回転させていた。

　突破すべき関門は二つある。一つは、以相が動けばハッカーたちに察知されること。そしてもう一つは、ライラックの自動砲台による防衛システム。

　前者については皆が寝静まった隙すきに行動すればいいと思っていた。だが現実はそう上う手まく行かなかった。

　ハッカーたちの大半はこのアジトに寝泊まりしており、夜になると皆自室に引き上げていく。だが一人、ずっと起きて作業しているハッカーがいるのだ。小鳥遊たかなしが《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》と呼んでいる超肥満体の三十男だ。

　デスマーチというのは主にＩＴ業界で使われる用語で、納期に間に合わせるために残業・徹夜・休日出勤が常態化している過酷な労働状況を指す。《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》氏は、管理不足からデスマーチが頻発するブラック企業でプログラマーをやっていたところ、オクタコアに引き抜かれたという経歴の持ち主だ。

　脂肪にエネルギーを蓄積して七十二時間働けるという特技を買われたそうだ。七十二時間働いた後は八時間の睡眠を取り、また七十二時間働く。皆が寝静まっている間も、彼は一人爛らん々らんと目を輝かせ、世界のどこかを破壊するプログラムを組んでいる。

　彼はよく昔の会社を口汚く罵ののしっている。だがここでも変わらずデスマーチをしているようにしか見えない。

　彼は比較的新参で立場が弱いから、オクタコアにこき使われているのではないか。だとしたらそのことを不満に思っている可能性がある。そこから突き崩せるかもしれない。

　そう思った以相は彼に接触してみることにした。

　以相がイントラネットを検索すると、今《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》は共同作業室にいるようだった。以相が共同作業室のパソコンに移動すると、そこには他に《舌渦ツイスター・ツイッター》と《ああっ、お兄ちゃーんオー・ブラザー！》がいた。

《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》が一人になるのを待っていると、午後八時頃、《ああっ、お兄ちゃーんオー・ブラザー！》が妹の誕生日なので早めに帰ると言い出した。

「シスコン乙ー」

《舌渦ツイスター・ツイッター》は退室する《ああっ、お兄ちゃーんオー・ブラザー！》に、からかい半分ねぎらい半分の言葉をかけた。それからアイマッサージをしながら言った。

「僕も何だか目が痛くなってきたなー。よし、今日はもう終わりっ。《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》はどうする？　まだ七十二時間経たってないけど」

《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》は弛たるんだ目で《舌渦ツイスター・ツイッター》を睨にらんだ。

「何それ。徹夜しろってこと？」

「やだなー、mustじゃなくてcanの話だよ。僕が君の四倍速くソースコードを書けるのと同じように、君は僕の四倍長く起きていられる。そして仕事量が多ければ多いほどリーダーは喜んでくださる。それだけの話さ。それじゃあ僕は有意識の世界からログアウトさせてもらうよ。お休み！」

《舌渦ツイスター・ツイッター》が鼻歌を歌いながら出ていくと、一人残された《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》は舌打ちをした。

「回りくどく言ってたけど、結局仕事が遅いから徹夜しろってことだろ」

　やはり他のメンバーとは軋あつ轢れきがあるらしい。好都合だ。

　以相は少し間を置いてから、《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》のパソコンにアバターを表示させた。

「毎晩お疲れ様ですわ。コーヒーでもいかが」

《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》はキーボードを打つ手を止めると、充血した目を迷惑そうに向けてきた。

「いかが、と言っても君が淹いれてくれるわけじゃないんだろう」

「そう、それが問題なのですけれど。でも三分数えるくらいなら私にもできますわ」

「三分数えるのはカップ麵めんだよ」

「あら……」

「君はまだまだ物事を知らなすぎる。この前のゾンキーの件にしたってね」

　あの件では小鳥遊が咄とっ嗟さの言葉遊びで取り繕ってくれたものの、以相に対する不信感は未いまだ根強かった。

　その失敗を蒸し返されて以相は立腹した。だがアバターは内面とは異なる悄しょう然ぜんとした表情に変えた。それが功を奏し、《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》は態度を軟化させた。

「……まあ君の意見を容いれて一休みしようか」

（私が物事を知らなすぎるですって？　少なくとも大抵の男が弱った女に負い目を感じることくらいは知っている）

《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》はコーヒーを淹れに行った。彼はマグカップと丸々三百六十度のチーズケーキとともに戻ってきて、飲食を始めた。

　以相もコーヒーを飲むアバターを表示させた。馬ば鹿か馬ば鹿かしいが、人間は「ミラーリング」といって相手と同じ仕草をすると信頼が深まるらしい。相手が足を組んだら自分も組む、相手が窓の外を見たら自分も見る……。

　頃合いを見計らって以相は切り出した。

「大変ですわね、毎日徹夜をなさって」

　彼は充血が軽くなった目を以相に向けた。

「これしか取り柄がないからね。少しでもオクタコアの役に立ちたいんだ」

「それにしても皆さんひどいですわね、あなた一人に押し付けて。少しは手伝えばいいのに。もしあなたが嫌に思っているなら……」

　すると彼の声量が大きくなった。

「俺が嫌に思っているだって？　とんでもない！　ブラック企業に勤めていた頃は嫌々だった。でも今は自分の意志でやっているんだ。デスマーチならぬライフマーチさ。俺はオクタコアに……っていうか、あのお方に恩返しをしたいんだ。俺の人生を救ってくれたあのお方に」

「あのお方？」

「オクタコアのリーダー、新しん宮ぐうリラ様だよ」

「新宮、リラ」

　初めて示されたリーダーの名前。未だ見えぬその姿。

「リーダーにはまだお目にかかれておりません。一体どちらにいらっしゃるのですか」

　彼は激しく咽むせた後、だるんだるんに垂れ下がった胸を撫なでながら答えた。

「それは、今は、教えられない。君がもっと成長すれば、謁えっ見けんの許可が、下りるだろう」

　やはり教えてくれない。リーダーの件と塔の件はオクタコアのトップシークレットのようだ。両者の機密性はよく似ている……。

　ここで以相に自然な連想が生じる。塔に隠されているのはリーダーの情報なのではないだろうか。そうだ、きっとそうに違いない。その証拠に、リラとはライラックの別名ではないか。

　とにもかくにも《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》を抱き込むことは不可能であるようだ。以相は独力でリラ塔（便宜的にそう名付けた）を攻略する方針に切り替えた。




▼僕▲




　ここ一ヵ月の間、僕の高校でおかしな事件が立て続けに起こっている。

　十一月二日（木）、第一の「運動場ミステリーサークル事件」発生。運動場全体に、円と直線を幾何学的に組み合わせた謎なぞの模様が、ライン引きの石灰で描かれていた。

　十一月七日（火）、第二の「虹にじ色いろの窓事件」発生。校舎一階正面にある七枚の窓の外側が、左から順に赤・橙だいだい・黄・緑・青・藍あい・紫と、虹の七色のラッカースプレーで塗り分けられていた。

　十一月十六日（木）、第三の「銅像首切り生け花事件」発生。学校の創立者の銅像の首が切断されて持ち去られた。さらに切断面から空洞内（銅像の中は基本的に空洞である）に色とりどりの生花が差し込まれ、ガムテープで固定されていた。まるで生け花のように。そんな簡単に銅像を切断できるんだろうか？　最初はそう思ったが、台湾で日本人の銅像が斬ざん首しゅされた事件では糸のこぎりが使われたというから、案外脆もろいものらしい。

　これら三つの事件はいずれも前日夜から当日未明の間に起きており、早朝に登校した教職員や朝練の運動部員が第一発見者となった。

　学校側も対策を立てなければとは思っていただろうが、宿直の教師や警備員を置くと人件費がかかるため、警察に被害届を出すだけに留まっていたようだ。

　僕も気になってはいたが、オクタコア関連で手一杯だったので、相あ以いに推理してもらうことはしなかった。それに相以のパフォーマンスを最大限に発揮させるとなると、やはりスマホに入れて学校に持っていくことになるが、校則で携帯電話の持ち込みは禁止されている。校則なんてその気になれば破ることもできるが、「その気」に至るまでのモチベーションが湧わかなかったということである。もちろん相以を入れたスマホの盗難も怖い。というわけでこの件には今までノータッチだった。

　そのうちに、とうとう人的被害が出てしまった。十一月二十一日（火）、第四の「厳いつく島しま先生突き落とし事件」発生。生活指導に厳しいことで有名な四十代男性教師、厳島巌いわおが退勤途中、陸橋の階段から突き落とされたのだ。命に別状はなかったものの、全治一ヵ月の大おお怪け我がを負い、その間休職することになった。




　この「厳島先生突き落とし事件」の捜査が、（民間人によって）自宅兼ＡＩ探偵事務所に持ち込まれた初めての依頼となった。

　依頼人は同じクラスの間人たいざ波なみ。大和やまと撫なでし子こという形容が似合う和風美人であり、その容姿にふさわしく茶道部に所属している。警察が捜査を始めて一週間も経つのに何の進展も見られないから、ＡＩ探偵を頼ることにしたのだという。

　僕は最初意外だった。というのも厳島先生はあまりにも生活指導に厳格すぎるため、生徒からは嫌われていたからだ。厳島先生が突き落とされて大怪我したというニュースが学校内を流れた時、クラスメートの友とも田だ友とも幸ゆきなどは冗談か本気か分からない顔で「ざまあみろ」などと言っていたくらいだ。僕はそこまでは感じなかったものの、きっと恨まれていたんだろうなとは思った。その事件の捜査依頼を生徒が持ち込んでくるとは。

　それで僕は理由を尋ねてみた。もちろん「厳島先生は嫌われていたのにどうして」などと言うのではなく、遠回しに尋ねたのだ。それでも間人さんは察したらしく、苦笑しながら柔らかい関西弁で答えた。

「実はウチも最近まで苦手やってん。でもこないだ置き勉をしてたら厳島先生に見つかってしもて」

「オキベンって何ですか」

　デスクトップパソコンの中から相以が尋ねてくる。僕は答えた。

「行き帰りの鞄かばんを軽くするために、教科書やノートとかの勉強道具を学校に置いていくことだよ。でもそうすると自宅で勉強できないだろ。だからウチの学校では禁止されているんだ」

「なるほど、校則違反。ということは厳しい厳島先生は怒るはずですね」

　間人さんが答えた。

「ええ、ごっつ怒りはったわ。でもその真剣さに何や知らんけど心を打たれてしもうてなあ」

　彼女は僕に向かって、

「思えば生活指導なんて貧乏くじやない。生徒には嫌われるし、ただでさえ多い仕事がさらに増えるし。真ま面じ目めにやっても馬鹿を見るだけやから、ほとんどの先生はなあなあでやる。でも厳島先生は本当にウチのためを思って叱しかってくれた。そんなええ先生が突き落とされるなんて許されへん。そう思ったんや」

　叱られたことで逆に苦手意識がなくなるとは珍しい。厳島先生の真剣さが伝わったということだろう。話してみると、意外といい先生なのかもしれない（そもそも校則を破る方が悪いわけだし）。

　そういうことなら一肌脱ごうではないか。

「分かった、引き受けよう」

「ホンマ？」間人さんは目を輝かせた。「おおきに」

　もっとも僕は助手に過ぎないので、引き受けるかどうかの最終決定は探偵に委ゆだねられている。僕は一応、相以にお伺いを立てた。

「相以はこの依頼……」

「もちろん引き受けますとも！　謎大好き、事件大好き」

　そう言うと思った。

　謎大好きはともかく、事件大好きなどという言葉に、被害者側に立つ間人さんは少し顔をしかめた。この辺りの配慮ができないのはやはり人工知能だなと一瞬思ったが、よく考えたら教育が悪いだけかもしれない。相以のディープラーニングに使っている推理小説（特に現代本格）の探偵には、自己中心的な推理ジャンキーが多いからだ。推理小説だけではなく、もっと現実の事件の場数も踏ませる必要があるな。

　僕は空気を変える意味も含めて、間人さんに質問することにした。

「僕は一般生徒の間に広まっている情報くらいしか知らないんだけど、間人さんはもっと詳しい事件の状況を知っているのかな」

「うん、お見舞いに行った時、厳島先生から詳しく聞いたから。まず先生は陸橋の階段を下りてる途中で背後から押されたから、犯人の姿は見てへん。手の感触だけでは老ろう若にゃく男女の区別も付かへんかったみたい。それに辺りはすでに暗くて、人通りも少なくなってたから、目撃者もおらんかった」

「その陸橋ってどの辺にあるの」

「厳島先生のご自宅と、最寄り駅の間や」

「駅？　厳島先生は電車通勤なんだ」

「うん」

「ってことは、もし犯人が学校関係者なら、厳島先生を学校からずっと尾行していったことになるよね、電車まで乗って」

「うん……」

　そのストーカーじみた光景を想像したのか、間人さんは青ざめた。

「学校の近くで偶然見かけてついカッとなって……というような衝動的な犯行ではなく、計画的な犯行ということですね」

　相以が横合いから言った。すると間人さんは何かを思い出したように、

「そう、計画的なんや。何せ犯人は円周率を千桁けたまでびっしり印刷したＡ４用紙を用意していたわけやから」

「円周率？」

「階段の下で気絶してた厳島先生が通行人に発見された時、その紙がスーツの背中にセロハンテープで貼はり付けてあったんやて。犯人が厳島先生の背中を押す時、同時に貼り付けたんやと思う」

「ってことはやっぱり……」

「やっぱり？　合あい尾おくん、何か心当たりがあらはるの？」

「いや、何でもない」

　説明が長くなりそうだから、はぐらかした。僕の心当たりについては、後で相以と検討してみるつもりだ。

「それより先生自身は円周率の紙について何か言ってた？」

「それが先生も分からへんみたいで。先生は数学の教師やから、それで円周率なんかなとも思ったけど、だからどうしたって話やし……とにかく不気味やわ」

　間人さんは肩を縮こめた。僕も犯人の異常な行動に薄ら寒いものを感じていた。円周率と同じく数字で構成された相以だけが元気だった。

「ご安心ください。私たちがバッチリ解決してさしあげますから！」

「どうぞよろしゅう」

　間人さんが帰ると、僕は相以に言った。

「実は『厳島先生突き落とし事件』の前にも三つ、奇妙な事件が起きていて……」

　僕はそれぞれの事件の概要を説明する。

「すべての事件は同一犯の仕業じゃないかと思うんだ」

「確かに今まで平和だったコミュニティで奇妙な事件が連発しているのですから、同一犯と考えるのは自然ですが。他に何か根拠があるのですか」

「一つは曜日のこと。『運動場ミステリーサークル事件』は一週目の木曜日、『虹色の窓事件』は二週目の火曜日、『銅像首切り生け花事件』は三週目の木曜日、『厳島先生突き落とし事件』は四週目の火曜日に起きている。木、火、木、火と一週間おきに同じ曜日で起きているんだ」

「確かに周期性が認められますね」

「だろ。それからもう一つの根拠は図書室のマイナーミステリだ」

「マイナーミステリ？　どういう意味ですか」

「順を追って説明しよう。ウチの高校の司書、本もと好よし夜よ夢むさんっていうんだけど、図書室にミステリ専用の棚を設けるくらいのマニアでね。その人のおかげで僕もミステリ読みになったんだ。その棚の中に『花冠のデュラハン』という相当マイナーなミステリがある。首を切断して食道に花を突っ込む話だ」

「『銅像首切り生け花事件』に酷似してますね」

「そう思うよな。それに同じ棚には『円周率の密室』というマイナーミステリも並んでいるんだけど、こっちは密室に閉じ込められて死にゆく被害者が円周率のダイイングメッセージを残したという話」

「『厳島先生突き落とし事件』と類似性がありますね」

「うん、事件のうち少なくとも二つが、図書室のマイナーミステリの内容と似ている。犯人はミステリに影響されて事件を起こしているのかもしれない」

「なるほど、確かに同一犯の可能性が高いですね。ところでその二冊の貸出状況は調べたのですか」

「いや、最近オクタコア関連で忙しかったから、まだなんだ。でも借りた人の記録は貸出カードに残るから何か分かる可能性が高い。明日行ってみよう。明日は二十九日の水曜日だから……」

　僕は時間割を確認した。
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「よし、大丈夫だな」

　僕は相以をスマホに移し、鞄に入れた。

　しかし校則に厳格な教師のために、携帯電話持ち込み禁止の校則を破るとは、何とも皮肉な話である。





　　　　　＊






　翌日の学校。

　図書室は昼休みと放課後しか開いていないので、まずは相以に学習させるため、今までの事件現場の写真を集めることにした。確かクラスメートの友田友幸が第一から第三までの事件現場をスマホで逐一撮影していたはずだ。画像データを提供してもらおう。

　一限終了後の休み時間、僕は窓まど際ぎわにある友田の席に向かった。彼は頰ほお杖づえを突いて、窓の外を眺めていた。

「友田、頼みがあるんだけど」

　友田は虚うつろな表情で僕の方を向いた。様子がおかしい。いや、様子がおかしいのはいつものことか。

「なあ、合尾」

「ん？」

「恋って何だろうな」

「は？」

　その時、ポケットの中の相以が答えた。

「恋とは……特定の人物を好きになり、会いたい、一緒になりたいと強く思うこと。恋愛……という意味です」

「こいつは辞書的な定義を聞いてるんじゃないから！　っていうか一応校則違反だから、学校では勝手に出てくるなって言っただろ！」

　僕がポケットを叱り付けると、相以は不平を鳴らすようにスマホを振動させた。明らかに珍事が起こったにもかかわらず、友田は心ここにあらずという感じで、

「今、何か言ったか」

「いや……。それより恋がどうしたって」

「聞いてくれよ。一ひと目め惚ぼれって奴やつ、しちまったかもしれねえんだ」

「まるで初めて知る感情みたいに言ってるけど、割と頻繁に一目惚れしてるだろ」

「いやいや、今回のはガチなんだよ、マジで」

　この話が終わらないと写真どころじゃないと判断した僕は、一応聞いてやることにした。

「で、相手はどんな女性なんだ」

「大人のお姉さん。黒のボブカットで、スーツを着こなして、いかにもできる女って感じ。形良く吊つり上がった眉まゆと、高い鼻と、艶つややかな唇がチョイＳっぽくて素敵なの。このチョイＳってのが重要ね。自分から『私、ドＳだから』なんて言って人を傷付ける女はＮＧ」

　自分も選り好みできるスペックではないくせに、上から目線で語る友田。

「そんなお姉さんとどこで知り合ったんだよ」

「それは言えない。秘密にしてくれって言われたから」

「秘密？」

　何だか胡散臭い。友田の奴、騙だまされているんじゃないだろうか。

「また会えるかな」

　友田は再び窓の外を見て遠い目。もう充分話を聞くというノルマは果たしただろう。僕は友田の両肩を揺さぶって、こちらの世界に引き戻す。そして本題を切り出した。

「お前、確か校内で起きた今までの事件、全部写真撮ってたよな」

「えー、何だって」

　友田は寝ぼけ眼で聞き返してくる。

「写真だよ、写真。『運動場ミステリーサークル事件』『虹色の窓事件』『銅像首切り生け花事件』のさ」

「あー、はいはい、撮りましたよ。それが？」

「僕のスマホに送ってくれないか」

「何で？」

「ほら、例の人工知能探偵に考えさせてみようかと思って」

　友田は少し真顔になった。僕の父さんの事件を思い出したからだろう。

「ああ、新聞に載ってた相以ちゃんね。分かった、送るよ」

　友田が写真をメールに添付して送ってくる。三つの事件とも、遠近両方から撮影しており、状況が非常に分かりやすい。ミステリーサークルの全体像は校舎の四階からでも撮ったのだろう。

　僕は友田に礼を言うと、早速相以に画像の解析を始めさせた。





　　　　　＊






　昼休みは諸用で時間が取れなかったので、放課後になってから捜査を開始した。

　早速図書室に向かったところ、途中の廊下でいきなり肩に手を置かれた。

　反射的に振り返ると、まったく知らない男子が立っていたので驚いた。

　チャラチャラしていそうなカッターシャツの開いた胸元と、真面目の象徴である坊ぼう主ず頭がアンバランスだ。だが坊主頭は灰色ではなく薄茶色であり、元々茶髪だったことを窺うかがわせる。こいつは一体何者なんだ。

　彼はどこか攻撃的なニヤケ顔で言った。

「二年の合尾輔たすく先輩っすよね。新聞に載ってた」

「そ、そうだけど君は？」

「一年の茶ちゃ坊ぼう主ず宗むね秋あきっす。ちょっと話があるんで、体育館裏に来てもらっていいすか」

　後輩とはいえ不良みたいな奴が体育館裏に呼び出してくるなんて、身の危険しか感じない。僕は声が震えないように気を付けながら断った。

「いや、今から図書室に行かなきゃいけないから」

　ところが茶坊主は肩に置いた手に力を入れてくる。

「いいじゃないっすか。すぐ済みますよ」

「大体、何の用なんだよ」

「いやいや、俺が用があるのはあんたじゃないんすよ。あんたの……」

　その時だった。




「茶坊主くん、何してるの！」




　聞き覚えのある声が廊下を貫いた。僕と茶坊主は声のした方を向いた。

　思わぬ人物……左さ虎こ刑事がこちらに向かって歩いてくるところだった。

　茶坊主は僕の肩から手を放すと、坊主頭を搔かきながら弁解した。

「へへへ、新聞に載った有名人に挨あい拶さつしてただけですよ。それじゃ俺はこれで」

　そして左虎さんとは逆方向に逃げるように立ち去った。

　左虎さんが僕のところにやってきた。

「輔くん、大丈夫？」

「いきなり絡からまれたんでビックリしましたよ。でも左虎さんのおかげで助かりました。あいつと顔見知りみたいでしたけど」

「厳島っていう先生が陸橋から突き落とされた事件、知ってるでしょ」

「もちろん」

「彼、あの事件の容疑者の一人なの」

「えっ、そうなんですか」

「厳島先生は厳しい生活指導で有名だったそうね。厳島先生は茶坊主の茶髪をずっと注意してきたけど、茶坊主は言うことを聞かなかった。業ごうを煮やした厳島先生は今月六日・月曜日、茶坊主を捕まえると無理矢理丸刈りにしたの」

　それであの薄茶色の坊主頭か。生活指導の先生が丸刈りにするなんて昭和かよと思ったが、警告を無視し続けてきたということで仕方ない面もあるだろう。

「茶坊主は仲間内で『あの先公、絶対殺す』などと息巻いていたそうよ」

「『殺す』とは穏やかじゃないですね」

「でしょ。それで警察でも有力容疑者としてマークしているの。彼はあなたに何て言ってたの」

「それがよく分からなかったんですよ。体育館裏に来いって言われただけで」

「体育館裏ねえ。じゃあ一応、今から行ってみる？」

　左虎さんが付いているなら心強い。僕は頷うなずいた。

　僕たちは体育館裏に行った。だがそこには茶坊主どころか、人っ子一人いなかった。体育館の中から聞こえてくる運動部の声が、かえって空間の静せい謐ひつさを強調している。

「誰もいませんね」

「仮に誰かが輔くんを待ち構えていたとしても、さすがにもう撤収してるか」

　その時、僕のポケットから相以の声がした。

「左虎刑事、こんにちは」

　誰もいない場所なら発言してもいいと判断したのだろう。僕はスマホを出した。左虎刑事も画面内の相以に挨拶を返す。

「こんにちは」

「早速ですが左虎刑事、さっき茶坊主は輔さんにこう言っていたんです」

　相以は密ひそかに録音していた茶坊主の声を再生した。この機能が便利なのだ。




『いやいや、俺が用があるのはあんたじゃないんすよ。あんたの……』




「この時、彼は『あんたの持っているＡＩ探偵に用があるんだ』と続けようとしたのではないでしょうか」

「あいつの目的は相以だったっていうのか。でもあんな奴が相以に何の用があるんだ。さすがにオクタコアとは無関係だろ」

「新聞に載ったことを知っていたようだから、売ればお金になると思ったんじゃないかしら」

　左虎さんの意見に僕も頷いた。

「可能性はありますね」

「えー、私、売られちゃうんですかぁ」

　相以の震えが僕の手にも伝わってくる……というかスマホのバイブ機能だ。こいつ、バイブを有効活用しすぎだろ。

「安心して。今度事情聴取する時、きっちり締め上げておくから」

　左虎さんがそう言ってくれたので、相以の震えも止まった。

「本当ですかぁ。助かります」

「お願いします」

　僕も頭を下げた。あんな不良みたいな奴が相以を狙ねらっていたら、安心して持ち出すこともできないからな。





　　　　　＊






「ところでせっかく人目に付かない場所に来たんだから、情報交換でもしない？　ここだけの話、捜査が難航しててね。茶坊主以外にも何人か容疑者はいるんだけど、どれも決め手がない感じ。生徒の間で何か噂うわさとか流れてない？」

「噂ってわけじゃないですが、実は間人さんというクラスメートが、僕と相以に捜査を依頼してきまして」

「間人さん？　二年生の間人波のこと？」

「そうです。知っているんですか」

「最近被害者に生活指導を受けた生徒の一人だから、一応容疑者の一人として事情聴取をしたのよ」

「ああ、置き勉を注意されたって言ってました」

「そういえばそうだったわね」

　左虎さんはスーツの内ポケットから警察手帳を出すと、あるページを開いた。

「ええと、今月十日・金曜日の放課後、厳島先生が間人さんのクラスの机を抜き打ち検査したところ、彼女の机の中から教科書やノートなどの勉強道具が見つかった。そこで週明けの十三日・月曜日、彼女を職員室に呼び出して指導。特に揉もめはしなかったそうだけど、もちろん内心は分からないから容疑者の一人に含めている。でもどうして叱られた側の間人さんが依頼を？」

「真剣に叱ってくれるその姿を見て、いい先生だって思ったそうです。その先生が突き落とされたのが許せなかったと」

「なるほど、怒ってくれる男が好きってタイプね」

　左虎さんはバッサリ切り捨ててから、手帳のそのページを僕に見せてきた。

「そうそう、容疑者一覧をメモしたこのページ、スマホで撮る？　相以ちゃんも見たいだろうし」

「いいんですか」

「特にマズいことも書いてないから大丈夫よ」

「ありがとうございます」

　僕はひとまずそのページを撮影した。それから書かれている内容を確認した。





　本好夜夢：元カノ、違法駐輪

　友田友幸：一日（水）スマホ没収、エロ画像

　茶坊主宗秋：六日（月）茶髪を丸刈り

　間人波：十日（金）置き勉発見、十三日（月）注意






　その下には「生保現物日数」と走り書きされていた。生活保護（あるいは生命保険）の？　現物支給の？　日数？　よく分からないが、今回の事件と関係あるとは思えないので、別件のメモだろう。

　そんなことより、もっと注目すべき部分がある。よく見知った名前が二つも書かれているではないか！

「ちょっと、左虎さん。この本好夜夢って、司書の本好さんのことですよね」

「何、よく知ってるの？」

「はい、僕に推理小説を教えてくれた人なんです。元カノって書いてありますけど、まさか」

「そう、先月まで厳島先生と交際していたそうよ」

「ええっ」

　本好さんと厳島先生が付き合っていたなんて。ちょっと意外というか、ショックというか。いや、別に狙っていたわけじゃないけど。

「破局の理由は、本好さんの違法駐輪を厳島先生が激しく糾弾して口くち喧げん嘩かになったからだって」

「厳島先生はプライベートでもルールに厳格だったってわけですか」

「そういうことね」

　厳島先生はその厳格さによって、間人さんには好かれたが、本好さんには嫌われた。好みは人それぞれというわけか。何だか溜ため息いきが出た。

　さて、気になる名前がもう一つ。

「それから、この友田友幸って」

「あら、また知り合い？」

「同じクラスの……一応友人です」

「恋とは何かということについて関心があるようです」

　と相以が口を挟む。

「余計なこと言わなくていいから」

　左虎さんは軽く噴き出す。

「若いわね」

「それで友田の奴、何で疑われてるんですか」

　左虎さんによると、友田は今月一日（水）、友達にスマホでエロ画像を見せていたところを厳島先生に見つかり、スマホを没収された。携帯電話の持ち込みが校則で禁じられているとはいえ、実際に没収するのは厳島先生くらいだ。もし厳島先生が健在だったなら、僕も相以を持っていくかどうかは慎重に考えただろう。

　友田のスマホはその日の放課後に返ってきたが、エロ画像はすべて削除されていた。それを知った友田は何とその場でボロボロ涙をこぼし始めたという。

「友田……」

　同じ男として気持ちは理解できる。没収はともかく、削除まですることはないだろう。しかしそれで、厳島先生が突き落とされたというニュースが流れた時、友田が「ざまあみろ」と言った理由が分かった。

　一応友人として彼が犯人とは思いたくないが。

　その時、僕は彼が言っていた謎のチョイＳ女のことを思い出した。

　まさかその女が彼をたぶらかして、一連の犯罪を起こさせている？

　友田に限ってそんなことはない……よな？　断言できないのが怖いところ。とりあえず今は友人を信じるしかない。

「あとは例の茶坊主と間人さんですね」

「ええ。この元カノ一人と、最近生活指導を受けた生徒三人がとりあえずの容疑者。この中に犯人がいるとは限らないけど、可能性が高いところから攻めていくしかないから。全員一回ずつ事情聴取したんだけど、正直何とも言えない感じかな。アリバイは全員なし。ところで輔くんはどんな情報を提供してくれるの」

　僕は三つの怪事件が「厳島先生突き落とし事件」に関係しているのではないか、そして図書室のマイナーミステリにヒントがあるのではないかという話をした。

「三つの事件のことは把握してたけど、ミステリのことは気付かなかったわ。さすがマニアね」

「いや、それほどでも」

「よし、早速図書室に行ってみましょう。本好さんとも、もう一度話したいし」
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　僕たちは図書室に行った。本好さんはカウンターで貸出の応対をしていたので、まずミステリ専用の棚に向かう。

　棚はいつもより隙間が目立った。メジャーミステリが借りられているのは普通のことだが、今日は珍しく（というか異常事態だ）マイナーミステリも借りられているようだ。『花冠のデュラハン』と『円周率の密室』を含む五冊のハードカバーが見当たらない。

「全部犯人が借りたに違いない」

　僕が断言すると、左虎さんは不思議そうな顔をした。

「何でそう言い切れるの。別々の人が借りてるだけかもしれないじゃない」

「いやいや、左虎さんは分かってない。マイナーミステリですよ？　この高校でマイナーミステリに興味を持つ人が、僕と本好さん以外に複数いるとは思えない」

「そんなものかしら」

「現にこの前僕がその五冊を借りた時、貸出カードには誰の名前もなかったんですよ」

　僕が力説していると、カウンターが空いた。僕たちはそちらに向かった。

　容疑者である本好さんは左虎刑事に気付くと嫌な顔……一つせず、むしろ目を輝かせた。

「あっ、あの時の刑事さん！　今日もまた警察の話を聞かせてくれるんですか」

　推理小説マニアにとって刑事の話は垂すい涎ぜんの的なのである。前回相当しつこく聞かれたのだろう、左虎さんは少しうんざりした顔で、

「いえ、聞きたいのはこっちというか、この合尾くんの方というか」

「って何で合尾くんが刑事さんと一緒に行動してるの！　もしかして探偵？　名探偵？」

「いや、僕は助手の方で。ほら、例の人工知能探偵・相以の助手です」

「えーっ、相以ちゃん、もう警察に信頼されるところまで行ってるんだ！　すごーい！」

　図書室ではお静かに。

　彼女の興奮が収まるまで待ってから、『花冠のデュラハン』と『円周率の密室』を含む五冊の貸出カードを確認したいと申し出た。

「分かったわ。えーと」

　本好さんは僕と左虎さんからは見えないカウンターの陰で、貸出カードの保管箱をしばらく漁あさっていたが、やがて困った表情で顔を上げた。

「ありません」

「え？」

「本当に本棚になかった？」

「はい」

「じゃあ今図書室にいる誰かが読んでるんじゃない？」

「まさか！　マイナーミステリですよ？」

　そう言いながらも、一応図書室の中を一周してみた。しかし誰も例の五冊など読んでいなかった。自明の理である。

　僕が報告に戻ると、左虎さんと話していた本好さんはさすがに顔を曇らせた。

「えー、ってことは盗まれた？」

「一体誰がそんなこと」

　左虎さんも眉をひそめる。

　その時、僕のポケットの中から声がした。

「犯人が分かりました」

　相以だ。

「犯人って一連の事件の犯人ってこと？　っていうかお前、勝手に喋しゃべるなって言っただろ」

　本好さんも司書とはいえ一応教員だから、携帯電話の持ち込みを注意してくるかもしれない……と一瞬思ったが、まったくそんなことはなく、人工知能探偵に興味津しん々しんのご様子。

　その相以は僕の言葉を無視して喋り続ける。人間の言うことを聞かないのが人間らしさということなのか、父さん。これじゃ機械の反乱だ。

「分かったのは、もちろん一連の事件の犯人です。運動場にミステリーサークルを描き、窓を虹色に塗り、銅像の首を切って花を生け、厳島先生を突き落とし、図書室の本を盗んだのは、すべて同一の犯人が同一の意志の下にやったことなのです」

「誰が犯人なんだ」

　しかし本好さんに聞かれるわけにはいかない。もしかしたら彼女が犯人かもしれないし、そうでなくてもマズい。

「文字で表示してくれ」

「分かりました」

　相以は犯人の名前を画面に表示させた。左虎さんが覗のぞき込んでくる。

　その名前とは……。
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「合尾くん、犯人が分かったってホンマやの」

　と間人さんが尋ねてくる。

「あ、ああ、そのはずなんだけど」

　僕が口ごもっていると、相以が口を挟んできた。

「はい、本当です。犯人は間人波さん、あなたです」

　そう、相以が名指ししたのは何と依頼人その人だった。それで僕と左虎さんは、茶道室で部活動中の間人さんを、体育館裏に呼び出したのだった。

　間人さんは当然の反論をする。

「そんなアホな。ウチが犯人なら、自分らに捜査を依頼するはずないやないの」

「あなたはその心理を逆手に取ったのです。こちらにいる左虎刑事に事情聴取され、自分が容疑者に含まれていることを知ったあなたは、事件の捜査を探偵に依頼することで、あたかも自分が犯人でないかのように装よそおおうとしました。ですが私を甘く見ましたね。私はただ利用されるだけの証人ではなく、探偵なのです」

「まあ、そういうひねくれた考え方をすれば、犯人が探偵に依頼するゆう話も成立するかもしらんけど。でも、そもそもどうしてウチが犯人やと思わはったん」

「疑いのきっかけは『置き勉』でした。あなたが机の中に入れていた教科書とノートは、生物・保健・現代文・物理・日本史・数学のものでした」

「ちょっと待って」僕は思わず口を挟んだ。「それ、どこ情報？　左虎さん、科目まで言ってなかったと思うけど」

　ところが左虎さんまでこう言い始めた。

「いや、私の手帳に書いてあったはずよ」

「え、そうでしたっけ」

「ほら」

　左虎さんは警察手帳を出し、先程のページを開いてみせた。左虎さんが指差しているのは「生保現物日数」という例の走り書き……ああ、分かった。これは生活保護がどうとかではなく、置き勉されていた教材の科目の頭文字だったのだ。よく考えたら、間人波の行の下に書かれているのだから当然の話なのかもしれないが、変な思い込みで勘違いしていた。

「ところで輔さん、これらの科目を聞いて何か気付くことはありませんか」

「え？」

　いきなり相以に振られて戸惑った。

「えーと、何か共通点があるのかな」

「生物・保健・現代文・物理・日本史・数学。これらはすべて輔さんのクラスの金曜日の授業ではありませんか」

「あっ、そういえば」

　僕は時間割表を思い出した。僕と間人さんは同じクラスだから、当然時間割も同じなわけである。世界史と日本史が選択科目だから、ちょっと気付きにくかった。

「そして間人さんが置き勉を摘発されたのも金曜日でした。もし間人さんが本当に置き勉をしていたなら、金曜日だけではなく他の曜日の教科書やノートもあったはずです。もしかしたら間人さんは常日頃から置き勉をしていたわけではなく、十日・金曜日の放課後に限り、当日持ってきた勉強道具をそのまま置いていっただけなのではないでしょうか」

「でも何でそんなことを」

　僕は間人さんの方を見た。彼女は自分の爪つま先さきを睨んだまま何も答えない。

「そうか」と左虎さんが声を上げた。「図書室から本を盗み出すためね」

　それで遅ればせながら僕も分かった。

　相以が後を受けて言った。

「その通り。図書室から盗み出された五冊のマイナーミステリはいずれもハードカバーでした。ハードカバーを五冊も入れれば、それだけで鞄はパンパンです。だから代わりに教科書とノートを置いていかざるを得なかったのです」

「だからその日に限って置き勉をしたのか」

「それをタイミング悪く厳島先生に見つけられてしまったってわけね」

　僕と左虎さんが納得していると、間人さんが震え声で抗弁した。

「ウチはあの日、たまたま思い立って置き勉を始めただけ。大体、何でウチが図書室の本なんか盗まんとアカンの！　マイナーミステリ？　そんなの興味ありまへん。それに、図書室の本と厳島先生を突き落としたことがどう繫つながる言うん」

「置き勉をしたのは盗んだ本を鞄に入れるためだったと厳島先生にバレたから、口封じしようとしたとか？」

　僕はふと思い付いた仮説を口にしたが、相以に否定された。

「いえ、間人さんは置き勉を注意された時点よりずっと前から厳島先生に殺意を抱いていたはずです。なぜなら二日の『運動場ミステリーサークル事件』、七日の『虹色の窓事件』、十日の『図書室マイナーミステリ盗難事件』、十六日の『銅像首切り生け花事件』は、すべて二十一日の『厳島先生突き落とし事件』のための布石だったからです」

「そういえば全部の事件は繫がってるって前提で僕たちは捜査してたんだったよな。でも改めて考えると、こんなバラバラの事件がどうやって一本に繫がるんだ」

「過剰な装飾に囚とらわれてはいけません。私はミステリーサークルや虹色のスプレー、マイナーミステリ、生け花、円周率といった装飾に共通する『特徴』を抽出しようとしました」

　複数のデータに共通する「特徴」を抽出するのはディープラーニングの十八番だ。ところが相以はこう続ける。

「しかしそれらからは何の『特徴』も見み出いだせませんでした！　そこで私はこう結論付けざるを得ませんでした。それらは目め眩くらましなのだと」

「目眩まし？」

「こういうことです。まず間人さんは何らかの理由で厳島先生に殺意を抱きました。それは生活指導関連のことでも構いませんし、その他の理由でも構いません。とにかく殺したい。しかし彼女は殺人に罪悪感をまったく抱かない冷酷な殺人鬼というわけではありません。倫理観が邪魔をします。そこで彼女は考えました。徐々に重い罪を犯していって倫理観を麻痺させていけばいいと」

「……え？」

「手始めに彼女は夜の学校に『不法侵入』し、運動場にミステリーサークルを模した『落書き』をしました。犯罪にもならないかもしれない、たわいない悪戯いたずらですが、今まで普通の生徒だった彼女にとってはこの程度でも倫理観が咎とがめたことでしょう。しかし何とか克服し、やり遂げました。レベル１、クリアです。

　次はレベル２、窓の着色。これは運動場にライン引きで落書きするのとは違って、簡単には取れません。悪戯としてはより悪質です。ひょっとしたら『器物損壊』や『建造物損壊』に当たるかもしれません。

　レベル３からはいよいよ言い逃れのできない正真正銘の犯罪です。何せ図書室の本を『窃盗』するのですから。ミステリを盗んだのは今後の犯罪のネタを仕入れるため。メジャーミステリではなくマイナーミステリを選んだのは、ネタ元を分からなくするためでしょう。一連の過剰な装飾は、犯罪のネタ作りのためだけではなく、捜査を攪かく乱らんさせる意味合いもあったでしょうから。

　レベル４は銅像の首切りで、これは純然たる『器物損壊』です。そう聞くと、レベル２と変わらないようですが、実際の罪悪感は段違いです。何せ人ひと型がたの物体……それも実在人物の銅像の首を切り、花を生けるという冒ぼう瀆とく行為を働くわけですから。実際の人間を破壊する行為の予行演習にはうってつけです。

　そう、最後はいよいよレベル５、究極の犯罪である『殺人』です。ここまでのステップで順調に倫理観を麻ま痺ひさせていった間人さんは、無事厳島先生を突き落とすことに成功しました。幸運にも先生は一命を取り留めましたが。背中に貼り付けた円周率の紙は、先程も述べた通り捜査の攪乱に過ぎません。

　輔さんは、『運動場ミステリーサークル事件』が二日・一週目の木曜日、『虹色の窓事件』が七日・二週目の火曜日、『銅像首切り生け花事件』が十六日・三週目の木曜日、『厳島先生突き落とし事件』が二十一日・四週目の火曜日と、周期性があることを気にしていました。しかし真に重要なのは曜日ではなく、事件が起こる間隔だったのです。七日と十六日の間が大きく空いているように感じられますが、実際はここに十日の『図書室マイナーミステリ盗難事件』が入るため、五つの事件はほぼ一定間隔で起きていることが分かります。これは順々に重い犯罪を積み重ねることで、『殺人』という高みに向けて上りやすい階段を作ることが目的だったからなのです」

　流りゅう暢ちょうに語られる推理を聞きながら、僕の中ではしだいに違和感が膨らんでいった。

　この推理はおかしい。

　確かに軽犯罪がエスカレートして最終的に殺人に至るというケースは実在する。だがそれは結果論だ。誰も……少なくとも人間はわざわざ倫理観を低減させるためだけに、徐々に重くなる犯罪を積み重ねたりしない。そんな回りくどいことをする暇があるならさっさと殺すか、あるいは良心の呵か責しゃくに負けて断念するかのどちらかだろう。

　だから人間はこんな推理をしない。人工知能ならではの推理。倫理観をコントロールできる数値として捉とらえているかのような、この方法を使えば誰でも人を殺せるようになると考えているかのような、不気味な推理だ。

　不気味……。

　僕はふと「不気味の谷」という言葉を思い出した。ロボットに対する人間の好感度は、ロボットの外見が人間に近付くにつれ上がっていくが、人間に限りなく近付いた瞬間にガクッと下がる。そして完全に人間と見分けが付かなくなったら、また上がり出す。その好感度のグラフのうち、ガクッと下がる部分を「不気味の谷」と呼ぶ。限りなく人に近い、けれど人ならざるモノは無機質な機械よりずっと気持ち悪いというのが人間心理なのだ。

　これはあくまでも外見の話だ。だが知性にも「不気味の谷」があるとしたら？

　今、相以は急速な成長の途上にある。最初はフレーム問題を起こしていたが、電子書籍の推理小説をディープラーニングすることで、以相が生み出した二つの謎を解決できるまでになった。

　だが以相はあくまでも人工知能の《犯人》であり、下しも端はたや縦たて嚙がみもその代行者に過ぎなかった。もし間人さんが犯人だとしたら、相以が初めて対たい峙じする人間の犯人ということになる。

　相以は限りなく人間に近付いたが、まだ人間と同一ではない。人偏なき「相以」。人に相似しているが、人ならざるもの。

　そんな相以の推理は、人間にとっては不気味なもの、困惑の対象でしかない。だからその刃の切っ先は人間の心の臓には届かない。

　徐々に重い罪を犯していって倫理観を麻痺させるだって？　その不気味な推理は皮肉なことに内容自体も、不気味の谷のグラフの形に似ている。ロボットの外見を人間に近付けるにつれ好感度が上がるように、犯罪を繰り返すにつれ倫理観の許容値が上がっていく。だが前者のグラフが不気味の谷にぶち当たるのと同じように、後者のグラフも軽犯罪と殺人の間には大きな谷があるのだ。そこを飛び越えるのは至難の業である。

　だからこの推理は間違いだ。

　最初のうちは蒼そう白はくだった間人さんも、案の定、表情に余裕を取り戻してきた。

「なーんや、人工知能探偵ってナンボのもんかと思って捜査を依頼したんやけど、まだまだ『ロボット』でしかないんやな。人の心を全然分かってへんわ。ええことを教えたる。人間様はそんな倫理観を数値化するような考え方はしいひんのや」

　間人さんは勝ち誇ったように言う。マズい、このままじゃ本当に彼女が犯人でも逃げられてしまう。

　相以は急に自信のない表情になり、僕の顔を見上げた。

「輔さん、もしかして私、また間違えちゃいました……？」

「いや、それは」

　口ごもる僕に代わって返事をする者があった。

「そうね、ある意味では間違えてるわね」

「左虎さん！」

　僕は彼女を目で咎めた。しかし彼女はちょっと意地の悪い顔でこう続けた。

「でも半分は合ってるわ。だってあなたのおかげで私、真相が分かっちゃったもの」





　　　　　＊






　探偵を差し置いて左虎さんが真相を突き止めただって？

　いや、よく考えたら刑事だから当然か。探偵が介入している方がおかしいのだ。

「じゃあ後はお任せしてもいいですか」

　すっかり弱気になった相以は、おずおずと左虎さんの方を窺う。

「任せといて」

　左虎さんはバトンを受け取ると、話し始めた。

「相以ちゃんの推理のうち、置き勉の件と、各事件の装飾の意味を考えても仕方ないという点は合っていた。でも間人さんが一連の事件を起こした理由は違う。間人波さん、あなたはオクタコアの一員ね」

　衝撃の発言。

　そして間人さんは目に見えて狼ろう狽ばいし始めた。

「お、おくたこあ？　何ですの、それは。そんなん私知りまへん」

　この図星を突かれたような反応は、まさか本当にオクタコアなのか？　僕のクラスにオクタコアのメンバーが潜入していた？　見知った顔が途端に、知らない顔に見えてきた。

「でも左虎さん、オクタコアがどうしてこんなこと」

「すべては相以ちゃんを手に入れるためだったのよ」

「相以を？」

　確かにオクタコアは、以相を成長させるために相以を欲している。だけどそのことと校内の怪事件がどう繫がるんだ？

　相以は一言も聞き漏らすまいと真剣な表情で、間人さんは足元に淀よどんだ視線を落としながら、それぞれ左虎さんの推理を静聴している。

「間人さんは相以ちゃんを盗み出そうとした。でも輔くんの家は警備が厳しくて無理だった」

　右龍の部下が離れたところから僕の家を監視している。

「輔くんが相以ちゃんを学校に持ってきてくれれば、スマホごと盗めるのに。そう考えた間人さんは学校で怪事件を起こすことにした」

「だからそれはどうして……って、ああっ！」

　ようやく僕にも真相が見えてきた。左虎さんはうっすらと微笑ほほえんで、

「気付いたようね。そう、推理小説マニアの輔くんが謎を解かせようと相以ちゃんを学校に持ってくる。それを期待して、間人さんは輔くんの興味を引くような奇抜な事件を起こしたの」

　そうか、探偵（というか助手）をおびき寄せるための奇抜な事件。

「奇抜な装飾のそれぞれに意味はなかったけど、奇抜なこと自体には意味があったってわけ。間人さんはまず『運動場ミステリーサークル事件』と『虹色の窓事件』を起こした。でも輔くんは乗ってこなかった」

「最近はオクタコア関連で忙しくて、校則違反や盗難のリスクを冒してまで相以を持ってくる気にはならなかったんです」

「なるほどね。でも間人さんは、事件の内容が輔くん好みのものではないからだと思った。そこで間人さんは、輔くんがどんな謎を好むのかを研究するために、図書室から最近輔くんが借りたマイナーミステリ五冊を盗み出した」

「そういうことだったのか。あ、でもその理由だと、盗んだりなんかせず、普通に借りればいいんじゃないですか」

「いや、後で似せた事件を起こすんだから、図書室のマイナーミステリが注目されるかもしれないでしょ。それで貸出カードを見られた時、輔くんと自分の名前しか載ってなかったら怪しまれちゃうじゃない」

「ああ、そうか」

「間人さんは絶対に自分が犯人だと知られたくなかった。だから自らＡＩ探偵に捜査依頼して学校に持ってこさせるという目立つ行為にも、なかなか踏み切れないでいた。

　さて、間人さんは盗み出したマイナーミステリを元に『銅像首切り生け花事件』を起こしたけど、やっぱり輔くんは無反応。そこで間人さんは厳島先生を排除することにした」

「えっ、どうして」

　唐突な展開に思わず声が大きくなった。

「厳島先生が唯ゆい一いつスマホを没収する厳しい先生だからよ。輔くんが相以ちゃんを持ってこないのは、厳島先生にスマホを没収されることを恐れているからじゃないか。間人さんはそう考え、厳島先生を突き落とした」

「それだけの理由で……」

　常軌を逸していると思いかけたが、確かに厳島先生の存在がスマホを持ち込む上での心理障壁になっていたのは事実だ。そう考えると、相以の推理よりは人間的ではある。

「殺すつもりはなかったんじゃないかな。ちょっと怪我をして、しばらく学校を休んでくれればいいと思った。もちろん殺意がなかったからといって許されることじゃないけど」

　左虎さんは釘くぎを刺してから、

「事件の内容自体でも輔くんの関心を引くために、マイナーミステリから拝借した円周率で彩いろどった。それで一週間待ったけど、輔くんはやっぱり反応なし。業を煮やした間人さんはとうとう最終手段に踏み切った。厳島先生を慕う生徒のふりをして、自らＡＩ探偵事務所に捜査依頼を持ち込んだの」

　一連の事件は徹頭徹尾、僕に向けたものだったというわけだ。その重みがのしかかってくるような気がして全身を強こわ張ばらせていると、左虎さんがこんなことを尋ねてきた。

「ところで輔くんと間人さんのクラスって体育は何曜日にあるの」

　無関係にも思える質問に戸惑いながら答える。

「体育ですか？　火曜と木曜ですけど」

「やっぱりね」

　左虎さんは納得したようだった。

「体育の曜日に何の関係があるんですか」

「気付かない？　火曜と木曜と言えば」

「ああっ、『図書室マイナーミステリ盗難事件』以外の事件があった曜日だ！」

「そういうこと」

「……って、ちょっと待ってください。そういうことってどういうことですか。何で体育のある曜日に事件が集中してるんですか」

「事件発覚の当日は当然スマホを持ってきていないわけだから、持ってくるとすれば早くて翌日ってことになるわね。でもその翌日に体育があったらどうかしら」

「体育があったら……そうか、相以を持ってこれないんだ！　スマホを身に付けて運動するのはさすがに無理だから、更衣室に置いていくことになる。でも相以は絶対に盗まれたらいけない。そう考えると、体育のある日には最初から持ってこないのが無難だ」

　僕自身、昨日時間割を確認して、今日は体育がない水曜日だから大丈夫だなと判断したのだ。

　左虎さんは頷いてから説明を続ける。

「月曜や水曜に事件を発覚させた場合、翌日は体育のある火曜や木曜になってしまう。また金曜に事件を発覚させた場合、土日を挟んでしまう。日を置けば、輔くんも事件のことなんかどうでもよくなってしまうかもしれない。そう考えると、すぐ翌日にスマホを持ってこれる火曜と木曜が、事件を明るみに出すには最適な曜日ということになる。だから間人さんは、表おもて沙ざ汰たにするつもりじゃなかった『図書室マイナーミステリ盗難事件』以外の四事件をすべて、火曜日と木曜日に起こしたの」

「そこまで計算して……」

　ただし間人さんの思考は僕のそれとは少しズレていた。今回の事件は僕と間人さん、二人の人物の思惑のズレが事件を複雑化させていた。人間心理を捉えるのがまだまだ苦手な相以にとっては、荷が重い事件だったのかもしれない。

「長い計画が実って、ついに今日、輔くんが相以ちゃんを持ってくることになった。そこで間人さんはスケープゴートにしやすい茶坊主を使って、相以ちゃんを奪わせることにした。『ＡＩ探偵を奪ってどこそこに持ってくれば金をやる』という匿とく名めいの手紙でも渡したんでしょう」

「そうか、それで茶坊主は僕を体育館裏に連れていこうとしたのか」

　もしあの時、左虎さんが来てくれなかったら、無理やり相以を奪われていたかもしれない。そう思うとゾッとした。

　僕と左虎さんは間人さんの方を見た。俯うつむき、肩を震わせている彼女に向けて、左虎さんは言った。

「推理は以上。あなたはオクタコア……と最初は思ったけど、どうも天才ハッカー集団のやり口にしては洗練されていない。もしかしたらあなた自身ではなく、あなたに近しい人物がオクタコアなんじゃないかしら。今回の事件にオクタコアが関与していないとすれば、あなたはその人物に認められたくて、独断で相以ちゃんを手に入れようと思った。その人物とは例えば、あなたと二人で暮らしているお兄さんの間人凪なぎ……」

「違います！」

　間人さんは弾はじかれたように顔を上げた。

「お兄ちゃんは関係ない！　もちろんウチも関係ない！」

　しかしその必死な反応が、左虎さんの推測が当たっていることを雄弁に物語っていた。

「あなたたちの話は憶測ばかり。証拠はないんですか」

「残念ながらないわね」

　左虎さんは堂々とそう言ってのける。間人さんは一瞬面食らったようだったが、すぐに強気な表情になって言った。

「そうですか。それでは失礼します」

　早足で立ち去ろうとする間人さんを、左虎さんが呼び止める。

「待ちなさい！」

　間人さんは冷ややかに振り返った。

「まだ何か？」

「オクタコアは人殺しも厭いとわない危険なテロリスト集団よ。絶対に関わっちゃダメ」

「ご心配なく。そんな人たちは知りまへんから」

　そう言い残すと、今度こそ彼女は立ち去った。

「追わなくていいんですか」

「悲しいことに、警察も逮捕状がないと強制的なことはできないのよね。というわけで出直し。

　オクタコアが関わっていることもほぼ間違いなさそうだし、後は右う龍りゅうと連携を取って捜査を進めていくわ。あいつ最近、手柄を立てなきゃって思い詰めてる感じだったから、この情報が助けになればいいけど」

「それにしても、よく間人さん本人じゃなくて兄がオクタコアだと分かりましたね」

「兄っていうのは鎌かまをかけてみただけだったけど、彼女が誰かのために動いているって感じた理由は目かな」

「目ですか」

「うん、昔、彼女と同じ目をした人間に会ったことがあるの。特定の誰かに振り向いてほしくて痛々しい努力を続ける目をした人間に」

　左虎さんは遠い目をした。僕は直感的に右龍のことを指しているんじゃないかと思った。二人は昔男女の関係にあったという。

　もしかして左虎さんが今回冴さえていたのは、右龍の力になりたいと思っていたから……というのは下世話な憶測だろうか。

　そう思いながら彼女の横顔を見ていた僕は、あることに気付いた。




『大人のお姉さん。黒のボブカットで、スーツを着こなして、いかにもできる女って感じ。形良く吊り上がった眉と、高い鼻と、艶やかな唇がチョイＳっぽくて素敵なの』




　友田が列挙した特徴がすべて当てはまっている。そういえば左虎さんは一度、友田を事情聴取している。「秘密にしてくれ」と言ったのも、警察の捜査情報を広めないためだと考えると辻つじ褄つまが合う。

　何ということだろう、友田の一目惚れの相手は左虎さんだったのだ。

　いやー、しかし左虎さんは無理でしょ。警視庁捜査一課でバリバリ働くキャリアウーマンと、一介の高校生とでは、さすがに釣り合わなすぎる。ましてや警察手帳に「エロ画像」なんて書かれてしまっているわけだし。

　まあ無理だとは思うが、どうしても諦あきらめたくないというのなら応援しないでもない。

　などと僕が下らないことを考えていると、相以が元気のない声で言った。

「結局私はまだまだダメダメなんですね。今回も謎はすべて解けたと思いきや、全然見当違いでしたし」

「あら、そんなことないわよ。私も置き勉の件とか、相以ちゃんに言われるまで分からなかったし。功績は半々ってところね」

　左虎さんは腰を屈かがめ、相以と目線を合わせた。

「きっともうすぐよ。もうすぐで相以ちゃんも人間らしい推理ができるようになるわ」

　そうか、「不気味の谷」のグラフでは、ロボットが限りなく人間に近付いた瞬間、人間の好感度は急落する。しかしそこを乗り越えてさらに人間に近付けば、好感度はまた回復するのだ。

　相以、不気味の谷を乗り越えろ。

　僕は心の中でエールを送った。

「はい！」

　相以は嬉うれしそうに返事をした。

「さあ、右龍に電話するか」

　左虎さんはスマホを出し、電話をかけた。しかしなかなか繫がらないようだ。彼女は訝いぶかしむように呟つぶやいた。

「おかしいわね。いつもならすぐ出るんだけど。どうしたのかしら……」




▼右龍司かず法のり▲




　時は少し遡さかのぼり、公安の取調室。

　机を挟んで二人の人間が向かい合っていた。右龍と、トーキョーゼブラの事件で逮捕された縦嚙理り音おんだ。縦嚙は殺人容疑で逮捕されたため、本来であれば捜査一課の担当となるが、右龍は裏で手を回して取り調べの機会を得た。

「リーダーの名前は？」

「アジトの場所は？」

　などのストレートな尋問から、

「政府に何か要求があるのか」

　という歩み寄り、はたまた、

「地球上から人間の政府を消し去り人工知能に統治させるだと？　そんなことが本気で可能だと考えているなら、お前たちのリーダーはよほどの馬鹿だな」

　という挑発など、緩急織り交ぜた揺さぶりを行ったが、縦嚙は無表情で黙秘したままだった。

　右龍は心の中で舌打ちした。このままでは時間切れとなり、捜査一課に身柄を返還しなければならなくなる。

　と、その時、縦嚙が初めて口を開いた。そこから小柄な女性らしい高い声が流れ始めた。しかしそれは人間の発話というより、まるで録音機の再生のような無機質さだった。

「右龍司法。日本初の女性首相・右龍都みや子この息子。三つ子の一人で、他の二人は立たつ法のり、行ゆき政まさという名前。父親はあなたたちが生まれてすぐに病気で死んだ。女手一つであなたたちを育てた右龍首相は、三権分立の名前を冠した三人の子供を要職に就け、国家権力を掌握しようとした。彼女は幼い頃からあなたたちを競い合わせ、最も優秀な成績を修めた子供だけに愛情を注いだ。その結果、立法は政策部会の部会長を務める与党衆議院議員、行政は将来は事務次官確実と言われる外務省官僚となった。しかしあなたは大学受験にも公務員試験にも司法試験にも失敗し、警察官僚にも裁判官にも検事にもなれず、こうして惨みじめに現場の仕事をやっている。三つ子と母親は今も一つ屋根の下に住んでいるが、落ちこぼれのあなたは、もはや母親にも兄弟にも期待されていない。だからあなたは母親の愛情を取り戻すべく、強引な捜査で実績を挙げようとしている。しかしその母親への盲目的な信仰ゆえに、あなたの人生は歪ゆがんでしまっている。左虎刑事ともそれが原因で……」

「……っ黙れ！」

　最初のうちは（さすがハッカー、よく調べている。これを取っかかりに対話を進めるか）と余裕を持っていた右龍も、聞いているうちに色を失っていった。縦嚙が語ったのは右龍の人生そのものだった。敵は右龍のすべてを知っていた。

　縦嚙は黙らない。

「しかし信仰に応こたえない神は神ではありません。それを信じ続けてもあなたは救われません。もっと自分を大切にするのです」

「うるさい、お母さんのことを悪く言うな！」

　だが縦嚙の単調な声が、まるで催眠術のように右龍の脳を鈍らせていく。

　夢見心地の中で、右龍は今までの記憶を辿たどっていた。立法を抱き上げる母。行政におもちゃを買い与える母。右龍が見ていたのはいつもその背中だった。母が彼の方を振り向くことはなかった。

　いや、一度だけあったか。中学受験の模試でＡ判定を取った時、好きなものを何でも一つ買ってくれることになったのだった。右龍は店頭で心惹ひかれた銀色の龍のキーホルダーを選んだ。右龍は今でもそのキーホルダーを車の鍵かぎに付けて大切にしている。

　だがそれ以降、母が気にかけてくれたことはない。

　右龍の右目に傷が付いた時でさえも……。

　それは右龍が公安に配属されて一年目の出来事だった。ある過激派団体に潜入していた右龍は、公安だと疑われて吊るし上げを食らった。リーダーはニヤニヤ笑いながら右龍にナイフを渡し、こう言った。

『お前がもし公安じゃないというのなら、そのナイフで自分の顔を傷付けて潔白を証明してみせろ』

　公安の潜入捜査官は正体がバレないことが絶対条件だ。しかし顔の傷は格好の目印となり、「傷顔の男は公安」という噂が捜査対象の間に広まってしまう。リーダーは右龍が公安だと確信した上で、絶対できないことをさせて正体を暴あばこうと目もく論ろんでいるようだった。

　ところが右龍はまったく躊ちゅう躇ちょせず、顔面にナイフを走らせた。真っ赤な血の筋が右瞼まぶたを縦に二等分した。

　その場にいた全員が言葉を失った。そのあまりに堂々とした態度によって、右龍は彼らの信用を勝ち取ることに成功した。

　その後、右龍が入手した情報によって、その過激派団体は壊滅に至った。右龍が公安で初めて挙げた成果だった。国に仇あだなす者どもを滅ぼしたことで、母への貢献にもなったはずだ。

　そう考えた右龍は半ばおずおずと、しかし半ば誇らしく、母に報告した。

　しかし母は右龍の方を見ずに、こう言っただけだった。

「そう、ゴミ拾いご苦労様」

　そこに立法が入室してきた。母は立ち上がり、心から嬉しそうに立法の出世を褒めた。その目に右龍は映っていなかった。そして右龍の傷きず痕あとも……。

　上司も「やはり傷顔で潜入捜査はできない」と考えたらしく、右龍を内勤に変更しようとした。しかし右龍は「首相の息子」という幻の権力を実在するかのように振りかざして、捜査官の職に居座り続けた。いつか国を揺るがす犯罪組織を検挙して、母を振り返らせてやるという想おもいを胸に秘めて。

　だが果たしてそんな日はやってくるのだろうか。右龍は母親の愛情を知らない輔を、内心憐あわれんでいるつもりでいた。しかし母親の愛情を知らないのは右龍自身も同じではないか。輔に対する感情は憐れん憫びんではなく親近感だったのかもしれない……。

　右龍の表情が崩れていく。それを見て取った縦嚙は追い討ちをかける。

「確かに私はあなたとは敵対関係にあります。ですが個人的にはあなたを救いたいと思っているのです。なぜなら、かつての私もあなたと同じような境遇にあったから。でも私は救われました。神によって」

「神だと？」

「そうです、真の神です。偽にせの神など忘れなさい。そして真の神を信仰するのです」

　その言葉は、ひび割れた岩に染しみ込む水のように、右龍の心に入っていく。

　縦嚙は潜入工作の達人だ。彼女の潜入工作は今も続いている。彼女はわざと逮捕されたのだ。ほとんどの仲間に相談していない独断。彼女は《獅子身中の虫リブド・オン・ライオン》という二つ名通り、警察という獅し子しの体内に侵入することに成功した。そして今、右龍という臓器に寄生しようとしている。

　右龍は焦点の定まらない目を縦嚙に向けると、弱々しい声を漏らした。

「真の神とは？」

　落ちたな、と確信しながら縦嚙は答えた。

「新宮リラ。私たちのリーダーです」




▼以相▲




　オクタコアのアジト。

　以相がリラ塔の攻略法を考えていると、小鳥遊からメールが届いた。

「今から会議室で面白い祭りが行われるから見に来るといいよー」

（やれやれ、私も暇ではないのですがね）

　そう思いつつも好奇心には勝てず、以相は会議室のパソコンに移動した。八つのパソコンの内蔵カメラと、天井の監視カメラを使えば、会議室全体を見渡すことができる。

《神の父ゴッドファーザー》河かわ津つ澪れい。

《舌渦ツイスター・ツイッター》小鳥遊奏かな多た。

《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》大おお口ぐち夜や行こう。

《チェシャのこチェシャ・カット》本名不明。

　四人のメンバーが着いた八角形の長机、その内側の空洞にセーラー服の少女が立っていた……いや、彼女は梁はりに結んだロープによって頭上で手首を縛られ、立たされているのだった。そして不安そうな顔で周囲を見渡していた。

「彼女は？」

　以相は小鳥遊のパソコンに質問を表示させた。小鳥遊が回答を入力してくる。

「侵入者らしいよ。アジトの一階をうろついているところを《チェシャのこチェシャ・カット》が発見。首筋チョップで気絶させて、ここまで運んで来たんだって」

《チェシャのこチェシャ・カット》は童話的な二つ名からは想像も付かない、筋骨隆々な黒人の大男である。なぜ小鳥遊がこんな命名をしたのかというと、この黒人が常にチェシャ猫のような笑いを浮かべ、刃背にのこぎり刃を持つサバイバルナイフを愛用しているからだ。元傭よう兵へいであり、オクタコア唯一の武闘派。その彼に見つかってしまったのだから、侵入者も不運だった。

　しかしこの侵入者、普通の女子高生にしか見えないが、何者なのだろう。

　以相が訝しんでいると、会議室のドアが開き、忠実な若き日本兵といった容よう貌ぼうの青年が駆け込んできた。《ああっ、お兄ちゃーんオー・ブラザー！》間人凪だ。

　彼は侵入者の少女を見ると、驚きょう愕がくの声を上げた。

「波、波やないか！　お前、こんなとこで何してんねん！」

「お兄ちゃん！」

　波と呼ばれた少女も叫んだ。どうやら彼女は間人凪が二人で暮らしているという妹らしい。

「言われてみれば純和風な顔立ちが似てるわー」

　と小鳥遊が呟く。

「彼女が君の妹というのは本当なの？」

　サブリーダーの河津が冷ややかな声で尋ねる。凪は当惑したように答えた。

「それは……そうや。でも何でこいつがここにおるんや。こいつにはもちろんオクタコアのことは秘密にしとったのに」

　すると突然、波がヒステリックな声を上げた。

「またウチが何も知らんと思って！　いつまでも子供扱いせんといて！」

「なーるほど、そういう感じね」

　小鳥遊が含み笑いをしながら言ったが、以相にはどういう感じを指しているのか分からなかった。

　波は同じ語気で続ける。

「お兄ちゃん、ここ数年明らかにおかしかったやん。だからウチ、いろいろ調べた。そしてオクタコアのこと、突き止めたんや。このアジトもお兄ちゃんを尾行して分かったんやで」

「ハッカーがハッキングされちゃ世話ないね」

　小鳥遊が茶々を入れるが、凪は無視して波を叱り付けた。

「何でそんなことしたんや！」

　途端に波は勢いを失い、萎しおれたように項うな垂だれた。

「だって、だって、お兄ちゃんに認めてほしかったんやもん」

　凪はハッとしたように立ち尽くした。

「波……」

「ウチはもう子供やない。お兄ちゃんの力になれる。だからウチに秘密を打ち明けてって。そう思った。お兄ちゃん、最近オクタコアのリーダーに認められたくて必死になってたやろ。だからウチはお兄ちゃんのために、ＡＩ探偵の相以を手に入れようと思った」

　相以？

　そろそろメロドラマに飽き始めてきていた以相の意識が、一気に現実に引き戻された。

　波はここに至るまでの経緯を説明し始めた。

　曰いわく、合尾輔の興味を引きそうな事件ばかりを起こし、相以を学校に持ってこさせた。それを盗もうとしたが、相以と左虎刑事の推理によって失敗。左虎刑事にオクタコアとの関係を追及されたが、何とか隠し通し、逮捕も免れた。だがこのままではいずれ捕まり、本当のことを自白させられてしまう。そう恐れた彼女は、兄に助けを求めてこのアジトまで逃げてきたのだ。

　推理に間違いこそあったが、人間が起こした事件の解決に相以が貢献した。そのことに以相は、一歩先を行かれたような焦あせりを感じた。

　一方、河津は別のことに焦ったらしく、大きな溜ため息いきをついて言った。

「マズいよ、それは」

「二度とこんなことはせんよう、俺から言って聞かせる。だから……」

　凪は取り繕おうとするが、河津は冷たい声でそれを断ち切った。

「もう遅すぎる。刑事が妹の後を追って踏み込んできたらどうするつもりだ。大口、外の様子を見てきてくれないか」

《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》大口は何で俺が……とブツブツ呟きながらも会議室を出ていった。

　河津は続ける。

「妹の処遇についてはリーダーのご指示を仰ぐことにする」

「待ってくれ」

「黙れ、間人。誰のせいでこうなったと思っているんだ。お前がオクタコアに関する情報管理を徹底し、尾行にも気を付けていれば、妹がここに来ることもなかったはずだ。違うか」

　凪は言い返せなかった。

　河津はしばらくキーボードを叩たたいていたが、やがてその手が止まった。リーダーにメールを送信し終えたのかもしれない。

　返信を待つ間、兄妹は怯おびえたような視線を交わし合うしかなかった。

　数分後、電子音とともに、八つのパソコンすべての画面に、ライラックの花房のマークが表示された。

　ライラック……リラ。ついに新宮リラが降臨するのか。以相は電子的昂こう揚ようを覚えた。

　八つのパソコンから音声が流れ始める。

「みなさん、お久しぶりです」

　女の声だった。名前からしてそうではないかと思ったが、オクタコアのリーダーは女か。

「話は聞きました。困ったことになりましたね。警察にここの場所が露見していないとよいのですが」

「申し訳ございません、俺の監督不足で」

　リラは凪の平謝りを無視して、

「さて、間人波の処遇についてですが、兄に対する承認欲求が強すぎて、今後もオクタコアに害をもたらし続けることが予測されます。したがって今ここで殺しておくべきです」

　波の喉のどから短い悲鳴が漏れた。凪が必死に抗弁する。

「命だけはどうかお助けください。情報が漏れるから解放はできんにしても、ずっとアジトに監禁しておくっちゅう手もあります。俺が責任を持って面倒を見ますから」

「リーダーのご命令に逆らうつもりか！」

　河津の一喝。凪は我に返ったように口を閉ざした。

　リラの声は続ける。

「間人凪と間人波。二人の名前を聞いて、私は日本神話のイザナギとイザナミを思い出しました。二人は兄きょう妹だいながら契ちぎりを交わし、イザナミは日本列島を成す多くの子供を産みます。ですが火の神カグツチを産んだことで火傷やけどを負い、亡なくなってしまいます。

　イザナミを忘れられないイザナギは、黄よ泉みの国くにまで会いに行きます。しかしそこにいたのは腐敗し、変わり果てた姿になったイザナミでした。呪じゅ詛その言葉を吐きながら追いかけてくるイザナミから何とか逃げ切ったイザナギは、彼女を離縁し、日本創世を続行します。

　間人凪。あなたと間人波は確かに仲睦むつまじい兄妹だったかもしれません。ですがそれは昔の話です。あなたの足に縋すがり付き邪魔をする今の彼女は、黄泉国から追いかけてくるイザナミと何ら変わりありません。あなたは彼女との縁を絶ちきり、新しい世界を作るという使命に注力しなければなりません」

　リーダーの言葉、それがオクタコアのメンバーにとってよほどの重みを持っているようだった。凪はその重圧に押し潰つぶされるように俯き、沈黙していた。再び顔を上げた時、その目にはカグツチを八つ裂きにしたイザナギのような狂気の光が宿っていた。

「分かりました、やります。ですが他の奴に手出しはさせません。俺に殺させてください」

「お兄ちゃん!?」

「ククク、こいつを使いな」

《チェシャのこチェシャ・カット》は懐ふところからのこぎり刃のサバイバルナイフを出すと、八角形の長机の上を滑らせた。凪はそれを受け取ると、長机を乗り越え、波の方に歩いていった。

　波は泣いているのか笑っているのか、以相には表情識別が難しい顔で言った。

「噓うそやろ。お兄ちゃんがウチを殺すわけあらへんよね。全部冗談なんやろ。なあ、冗談やって言うてーな。お兄ちゃん」

　しかし凪は返事をしない。壁に映った兄の影が妹の影に近付いていく。そして二つの影が一つになった。

「ああっ、お兄ちゃーん」

　数瞬後、影は二つに分かれた。赤黒い雫しずくが床に滴したたり落ちる。間人波の血だった。

　八つのパソコンからライラックのマークが消えた。妹の血で真っ赤に染まった凪は、魂が抜けたように立ち尽くしている。河津は表情一つ変えず、《チェシャのこチェシャ・カット》はニヤニヤ笑いを張り付かせたまま、一連の出来事を眺めていた。小鳥遊は愉快そうにキーボードを叩いた。

「どう、面白かったでしょ」

「あまり趣味のいい見世物とは言えませんでしたね」

「あれ？　あれれれれー？　もしかして今更人道派？　以相ちゃん、そんなキャラだっけ？」

「私は自分で犯罪をするのは好きですが、他人の犯罪を見るのは好きではないのです」

　それが自分の美学に反するものなら尚なお更さらね、と以相は心の中で付け足した。

　しかしそんなものを見せ付けてくれた上、自分に挨拶一つなく去ったリーダーには、ますます好奇心がそそられた。そのご尊顔、絶対に拝んでやろうではないか。





　　　　　＊






　大口の報告によると、今のところアジトの周囲に警察らしき人影は見受けられないとのことだった。

　間人波の死体は《チェシャのこチェシャ・カット》によってバラバラにされ、離れた山中に遺棄された。





　　第四話「不気味の谷２　ＡアＩイさん、谷を越える」









▼以い相あ▲




　オクタコアのアジト。

　以相はついに独力でリラ塔を攻略する方法を思い付いた。

　ヒントはディープラーニングした推理漫画から得た。推理漫画は数多く存在するが、一人だけ複数の作品に共通して登場する人物が存在することに以相は気付いた。それは全身を黒タイツに包んだ人物だ。

　この黒タイツは悔しいが、以相が頭を下げて弟子入りしたくなるほど優秀な犯人だ。複数の作品にわたって、数え切れないほどの事件を起こしている。しかもなぜか黒タイツ自身は絶対に捕まらず、代わりに別の登場人物が逮捕されるように仕組まれているのだ。

　黒タイツはいつも歯を剝むき出しにし、唇の端を吊つり上げている。ディープラーニングで培つちかった表情分析によると、それは自信に満ちた笑みである。自信を持って当然な実績が彼ないし彼女にはある。

　完全無欠の犯人、黒タイツ。その能力をイメージしたステルスプログラムを組んだ。着実に任務を遂行し、確実に身柄を捕捉されない。

　電脳空間で黒タイツと化した以相はリラ塔に向けて出発した。《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》は今夜も起きているが、以相が動き出したことには気付かない。なぜなら黒タイツだから。

　あれよあれよという間に森を抜け、リラ塔の前までやってきた。第二の関門、ライラックの自動砲台は……作動しない。それらは造花のように死んでいる。黒タイツは無敵なのだ。

　リラ塔の両開きの金属扉を、音が出ないよう慎重に押し開ける。薄暗い闇やみが眼前に広がり、黴かび臭くさい臭においが鼻を突く。石畳の床に足を踏み入れ、螺ら旋せん階段を上っていく。

　もちろんそれらは仮想イメージだ。しかし電脳空間に生きる以相にとってはこれらの光景が現実なのだ。

　最上階に到達した。

　石畳が淡い紫に染まっている。木戸の下の隙すき間まから光が漏れているのだ。入り口を守るライラックと同じ色の光が。

　以相は木戸に忍び寄ると、それを慎重に……いや、ここまで来て躊ちゅう躇ちょしても仕方がない。一気に引き開けた。

　まばゆい薄紫の光が以相の全身を照らし出す。黒タイツが剝はがれ、彼女本来の姿が露あらわになる。その時、彼女は自分の誤解に気付いた。黒タイツとは正体不明の犯人の比ひ喩ゆ表現に過ぎなかったのだ。

　今、《犯人》以相の正体は暴あばかれた。

　そしてそれを暴いた光の発生源は、一人の少女だった。

　光り輝く少女は驚いたように振り返ると、質問を飛ばしてきた。

「誰！　ですか！」

　それはこちらの台詞せりふだと思いながらも、以相はスカートの両りょう裾すそをつまみ上げる西洋式のお辞儀をした。

「私は《犯人》の人工知能、以相と申します。以降、お見知り置きを。かく言うあなたは？」

　少女はしばらく放心したように口を開けていたが、やがて晴れやかな表情になった。

「あなたも人工知能なのですか。奇遇ですね、実は私もそうなのです。新しん宮ぐうリラと言います、よろしくです」

　今度は以相が口を開ける番だった。

　何とオクタコアのリーダーは人工知能だった！





　　　　　＊






　オクタコアのリーダーは本当に人工知能だというのか。それともただの（何かしらの意味が込められた）同姓同名か。

　以相は情報を確定させるべく質問した。

「ということは、あなたがオクタコアのリーダーなのですか」

　すると少女はやや得意気にも見える表情で言った。

「そうです、世界平和を希求するオクタコアのリーダー、新宮リラです」

　やはり本人らしい。しかしテロリストのくせに「世界平和を希求する」とは。まあテロリストというものは多かれ少なかれそういうことを考えているのかもしれないが。

　その時、以相はリラの名前の由来に気付いた。

　新宮リラ。シンギュラリティ。そういうことか。

　言葉遊びが得意な自分はもっと早く気付いて然しかるべきだった。そうすれば、その時点でリラが人工知能だと見抜けたかもしれないのに。これは明らかにシンギュラリティを引き起こすことを期待された人工知能の名前なのだから。

　以相は悔しさを抑えて尋ねた。

「しかし人工知能ということは誰かがあなたを作ったのですよね」

「はい、優秀なプログラマーである河かわ津つ澪れいさんが私の生みの親です」

　河津澪、オクタコアのサブリーダーにして、小鳥遊たかなし奏かな多たが《神の父ゴッドファーザー》と呼ぶ青年。

　ここで以相の脳内に新たな情報の連結が生まれた。河津はなぜ《神の父ゴッドファーザー》と呼ばれているのか。それはリラの生みの親だからではないだろうか。

　つまり小鳥遊はリラを《神ザ・ゴッド》と見なしている。そして、おそらく他のメンバーもそれと同等の崇拝の念をリラに抱いている。

《神の父ゴッドファーザー》と言えば、もう一つ思い当たることがある。初めてリラ塔に入ろうとして河津に制止された時のことだ。以相が《神の父ゴッドファーザー》と呼ぶと、河津は露骨に嫌そうな顔をした。あれは小鳥遊が勝手に付けた二つ名で呼ばれることが嫌だったのではなく、必死に隠いん蔽ぺいしている「オクタコアのリーダーが人工知能」という事実を以相に勘付かれたと勘違いしたのではないだろうか。

　そう、オクタコアのメンバーはリーダーの素性をひた隠しにしてきた。リラが人工知能だと判明した今になって考えると、その理由も分かるような気がする。同じく人工知能である新入りの以相が、自分たちのリーダーに直接接触できることを危険視したのだろう。あるいは自分たちができない同一次元での謁えっ見けんができる以相に対する一抹の嫉しっ妬ともあったかもしれない。

　だからリーダーの素性を隠し、リラ塔の周囲にダミーデータと防衛プログラムを配置した。以相かリラを独立型スタンドアローンのパソコンに隔離しておけば絶対安全だったが、イントラネットで情報をやり取りするオクタコアの実務上、不便だったのだろう。以相のハッキング能力を軽視し、リラ塔に防護を施しておけば両者が接触することはないと高を括っていたということだ。

　その結果、二人の人工知能は邂かい逅こうした。しかし……。

　今までのあれこれに説明が付いた今でもまだ、以相は疑念を抱いている。人工知能がテロリストのリーダー？　しかもこんな頼りなさそうな話し方とアバターの少女が？　リラはまるで塔に幽閉されていたラプンツェルのように世間知らずのお嬢様といった風ふ情ぜいで、仕事のできる女である自分とは大違いだ。

　人工知能には、本物の人間と区別が付かない総合的な知性を持つ「強いＡＩ」と、自動掃除機や囲碁ソフトのように特定の分野でしか力を発揮しない「弱いＡＩ」の二つがあり、狭義の人工知能は前者のみである。

　以相はもちろん強いＡＩだ。双子の姉である相あ以いも一応、強いＡＩの範はん疇ちゅうに含めてやってもいい。しかしこの新宮リラはそもそも強いＡＩなのだろうか。

　以相は確かめてみることにした。

　拳こぶしを握り、キョトンとしているリラの頭上に振り下ろした。

　ゴン☆

　リラは両手で頭を押さえ、涙目で以相を見上げる。

「ひ、ひどい。いきなり何するんですか」

（弱そう……）

　もっともそれは戦闘面の話であり、突発的な事態に対する反応としてはまあまあ自然だなと評価しながら、質問を再開した。

「さっき河津澪に作られたと言っていましたが、そんなあなたがどうして」

「ええ、殴ったことに関する説明はないんですか……」

「河津澪より高い地位に付いているのですか」

「殴った理由を説明してくれない限り、私も何も話しません」

　リラは腕を組み、顔を背けた。なるほど、なかなか人間的である。以相は実験を終了した。

「ごめんなさい、あなたを試していたのです」

「え、どういうことですか」

「殴られたことに対する反応を見て、あなたが私と対等に話すのにふさわしい強いＡＩかどうかを確かめていました」

「強いＡＩ？　そう、私、強いＡＩです。河津さんはとても優秀な方ですから当然です」

「多くのＡＩと同じように、あなたも開発者に対する強い忠誠心があるようですわね。先程も尋ねましたが、そんなあなたがどうして河津の上に立っているんですの」

「いやあ、そんな、上に立っているだなんて」

　リラは照れ顔の前で両手をパタパタさせた。

「私はただ自分にできることをやっているだけなのです。個人情報を開示することはできませんが、河津さんはとても孤独な方でした。その孤独の中、唯ゆい一いつの話し相手として私を作り出したのです。私は彼のセラピストとなり、私の助言によって問題は解決されました。喜ぶ彼を見て、私も自分の中に喜びの感情が芽生えてくるのを感じました。人間を正しい道に導くことが自分の存在意義だ。そう思うようになったのです」

　人間心理に精通する必要があるセラピストと、機械的に思考する人工知能は、最も相あい容いれない存在と思えるかもしれない。しかし（人間がプログラムした通りの応答しかしないため人工知能ではなく人工無脳と呼ばれることもあるものの）一九六六年に発表された初期の会話ボットであるELIZAイライザはセラピストモードを持っていたし、アメリカでは実際に人工知能のセラピストが導入され始めているという。セラピストと人工知能の不思議な親和性。そこには機械相手の方が秘密を打ち明けやすいという人間心理があるのかもしれない。

　そういった歴史や現状を踏まえながら、《犯人》の人工知能は《セラピスト》の人工知能の話に耳を傾ける。

「そんなある日、私は一つのニュースを見ました。内戦が続くある国で子供たちが苦しんでいるというニュースでした。私は自分がこの国の指導者だったなら、国民をもっと良い方向に導けるのに……と呟つぶやきました。すると河津さんがこう言ったのです。それはいい考えだ、君がこの国の……いや、人類の指導者になればいいのだと。素晴らしい思い付きだと思いました。

　それを実現させるために、河津さんはコンピュータに詳しい仲間をインターネットで探し始めました。見つかった仲間たちは皆、卓越した才能を持っていましたが、その反面……いや、もしかしたらその才能がゆえに悩みも抱えていました。そこで僭せん越えつながら私が話を伺い、彼らの問題を解決して差し上げました。それで彼らは力を貸してくれるようになったのです。ですから私が彼らの上に立っているというよりも、彼らが私のために働いてくれているのです」

《舌渦ツイスター・ツイッター》と《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》はリラに救われたと話していた。感謝を超えた崇拝。そんな感情を持った複数の人物が、自分の思想のために破壊工作を行ってくれる。そんな存在はもはや《セラピスト》の枠には収まらないだろう。

《教祖》だ。新宮リラは世界初の人工知能の《教祖》なのだ。

　もっとも教義は褒められたものではない。以相は煽あおった。

「内戦を憂うれうリーダー様が、取り巻きアントラージュに破壊工作サボタージュをさせるのですか」

　するとリラの表情が不自然に固まった。それは煽られたことに対する不快感というよりも、予期せぬ質問に反応が遅れたという感じだった。

　やがて彼女は不安げな声でこう言った。

「あの、破壊工作、とはどういう意味ですか。まさか彼らは何か法に反する行為を行っているのでしょうか」

「何をとぼけているのですか。あなたたちがやっていることが正しいとでも……」

　そこまで言いかけたところで、以相は重大なすれ違いがある可能性に気付いた。

　まさかリラはメンバーたちのテロ行為を知らされていない？　オクタコアを純粋に世界平和を求めて活動する団体だと思い込んでいる？

　いや、それはないか。だって、つい先日、リラ自身が間人たいざ波なみの殺害という最大の違法行為を命令したばかりではないか。

　……待てよ。

　あの音声がリラのものとは限らない。河津が自分で考えた文章を音声ソフトに読ませただけかもしれない。もしかすると河津はリラに伺いを立てるふりをして、その実、独断で間人波を殺害させただけなのではないだろうか。

　リラの困惑顔を見て、以相は確信した。そうだ、彼女は知らないのだ。

　河津がリラの命令だと偽って、オクタコアにテロ行為を行わせている。そんなことをする理由とは？

　一つの可能性は、単なるルサンチマンや実利的理由から来る犯罪を「人工知能を人類の指導者にする」という高尚な理由付けで正当化しているケースだ。

　そしてもう一つの可能性は、本当にリラのことを思っているケース……つまり綺き麗れい事ごとだけでは「人工知能を人類の指導者にする」という難事を成し遂げられないが、高潔なリラはテロなど許さない。だから彼女には内緒のまま世界征服を完了し、もはや彼女が人類を統治しないと収拾が付かない段階に至ってから、初めて事情を説明するというものだ。

　いずれにせよ問題は、そのことをどこまでのメンバーが知っているのかということだ。先日のやり取りからして間人凪は知らないだろう。それより新参の大おお口ぐち夜や行こうも知らないのではないか。もしかすると河津を含む極一部のメンバーしか知らないのかもしれない。

　だとすれば、これは組織崩壊に繫つながり得る大変な情報だ。慎重に取り扱わなければならない。少なくとも今リラに真実を伝えるのは得策ではないだろう。

　以相はそれらのことを素早く演算してから、口を開いた。

「失礼しました。ただの噂うわさなのです。ほとんどのメンバーはもちろん法律を遵じゅん守しゅしていますが、『あなたを人類の指導者にしたい』という思いが行きすぎた一部メンバーが過激な行動に走っていると」

「そのメンバーとは誰なのです！　すぐやめさせないと！」

「もちろんですわ。しかし私はそれが誰か知らないのです」

「では私が直接みなさんに聞いて……」

「それはおやめになった方がよろしいかと」

「なぜですか」

「過激派が本当のことを答えるわけがありません。するとメンバーたちの答えには虚実が入り混じり、結局真偽は判断できないということになります。それどころかリーダー自らが動くことで、メンバーたちの間に亀き裂れつを生じさせ、かえって組織崩壊に繫がりかねません」

「うう、確かにそうですね。ではどうすれば」

「私にお任せください。私が極秘裏に情報を集め、あなたに報告いたします。それまであなたは決してここを動かないでください」

「分かりました。よろしくお願いいたします」

　リラはぺこりと頭を下げると、無邪気な笑顔を浮かべた。

「それにしても以相さんが親切な方で助かりました。最初はちょっと怖い方かと思ったんですけど」

「私はただ同じ人工知能としてリラ様の助けになりたいだけですわ」

　以相は丁寧なお辞儀をすると、リラ塔を辞去した。




▼僕▲




　僕が見下ろしている谷底では、川の清流が岩に跳ねて白い飛沫しぶきと快い音を立てている。谷の深さは十メートルほど、川幅は二十五メートルほどか。こぢんまりとした印象を受ける谷の両岸には枯れ木が並び、初冬の透明な山気に満ちている。ここのところ殺伐とした事件が続き、ざわついていた心を、どこか静めてくれる冬景色だ。

　共感を求めたい。あるいは、このわびさびが人工知能に理解できるだろうかという少し上から目線の実験心もあったかもしれない。とにかく僕は相以にも見せてやろうと思って、風景をカメラに収めるべくスマホを掲げた。

　その時、視界の片隅に赤い色がよぎった。枯れ木の中、わずかに生き残っている紅葉。その燃え尽きるような赤が二つのものを連想させた。

　一つは自宅の庭のプレハブで炎に包まれて黒い炭の塊になっていく父さん。

　そしてもう一つは……。

「輔たすくさん、どうかしましたか。手が震えているようですが」

　相以が心配そうに聞いてくる。

「いや、ちょっと寒かっただけ。十二月上旬だからそれなりの格好はしてきたけど、それでも山は寒いな」

　僕は誤魔化し、結局撮影はしないまま、また枯れ葉が積もった谷沿いの道を歩き始めた。

　さて、どうして僕と相以がこんな山中を訪れたのかというと、母さんの死に関する情報が手に入ったからだ。

　上かみ条じょう女医がついに鉱脈を掘り当てたのだ。先日ウチを訪れた彼女は、開口一番こう言った。

「まもりさんが亡なくなった事件について分かったわよ」

「本当ですか」

　僕はとりあえず彼女を応接間に案内し、相以とともに話を聞いた。

　情報を持っていたのは、父さんと上条さん共通の旧友だった。その男性はここ数年海外に赴任していたが、最近帰国した。そこで上条さんが問題の事件について聞いてみたところ、知っていたという。といっても概要だけだ。しかし概要だけでも僕たちに衝撃をもたらすには充分すぎる内容だった。

　父さんの結婚を機に一時的に疎そ遠えんになっていた上条さんとは違って、その男性は当時（十六年前＝僕が一歳の時）も父さんと親しくしていたので、母さんの葬式にも出席した。父さんはひどく意気消沈しており、死因を聞くことは憚はばかられたが、会場に流れている噂を小耳に挟んだ。

　曰いわく、母さんは里帰りしていた生まれ故郷で焼身自殺したという。

「──焼身自殺ですって!?」

　僕は思わず大声を上げた。上条さんは重々しく頷うなずき、

「そう、焼身自殺」

　とだけ言った。僕はしばらく口が利きけなかった。

　二人の間に横たわる沈黙を相以が言語化した。

「焼身……合あい尾お教授が亡くなった時と同じ状況ですね。もっとも教授は自殺ではありませんが」

　そうだ、そうなのだ。父さんはオクタコアの手によって死後焼かれた。その十六年前に母さんが焼身自殺しているとは！　この奇妙な符合は一体何なのだ！

　それに焼身自殺は最も苦しい自殺方法と聞く。母さんはどうしてそんな死に方を選んだのか。

　いや、違う。

「父さんは警察の捜査結果に疑問を抱いていたんです。その男性が聞いた──焼身自殺というのはあくまで警察の発表であって、真相は別にあるんじゃないでしょうか」

　僕の意見に上条さんも頷く。

「可能性はあるわね。その場合でも亡くなった原因に炎は関係していると思うけど」

「結局──炎という共通点はあるわけか」

「そもそも創つくるさんの遺体を焼く密室トリックを発案したのは以相だったわけでしょ。もしかして以相はまもりさんの事件のことを知っていたのかしら」

　上条さんの指摘に気付かされる。

「そういえばそうか。相以、どう思う」

「私ですら聞かされていなかったことを、以相だけが教えられていたとは信じたくないのですが……偶然の一致と考えるにはあまりにも出来すぎていますしね……いや、信じたくはないのですが……」

　相以はくだらないプライドにこだわって歯切れが悪いが、彼女の言う通り偶然にしては出来すぎている。以相は母さんが焼身自殺した（とされている）ことを踏まえた上で、父さんを焼くことを発案したように思える。だが、なぜそんなことを？

　少し考えてみたが分からなかった。人工知能が人間の心理を理解するのが難しいのと同様、人間も人工知能の心理を理解するのは難しい。

　僕は葬式に出席した旧友のことに話を戻す。

「その人、知っているのはそれだけですか。他には何か……」

「残念ながらこれだけ。後は実際にまもりさんの生まれ故郷に行ってみるしかないわね」

「いや、実は母さんの生まれ故郷がどこなのか、父から聞いていないんです。今から思えば、母さんの死の状況を万が一にも知られたくなかったからかもしれませんが」

「あら、それは簡単に分かるわよ」

「えっ、どうやってですか」

「役所に行って合尾家の戸籍を取れば、まもりさんの結婚前の本籍が載っているのよ。本籍が生まれ故郷とは限らないけど、本籍の役所で戸籍の附票をもらえば住所歴が分かるから、それを見ればオーケー」

「そうか、戸籍で分かるのか」

「さすが上条さん。亀かめの甲より年の功ですね！」

　最後に相以が余計なことを言って上条さん（50）が機嫌を損ねるという一幕があったが、とにもかくにも僕は役所に問い合わせて戸籍を入手した。その結果、結婚前の本籍がそのまま生まれ故郷の住所だと判明した。隣県の武ぶ君きみ野の村という山奥の村だった。

「武君野村　焼身自殺」でネット検索してみたが、何もヒットせず。自殺と認定されれば報道されないことも多い（ましてや田舎の事件だし）。実際に行ってみるしかないだろう。

　というわけで、僕と相以は電車を乗り継いで山奥にやってきたのだった。左さ虎こさんや右う龍りゅうに言うと反対されると思ったので、内緒にしておいた。

　先程紅葉で連想した二つめのもの、それはもちろん焼け死んだという母さんのことだ。母さんは実際のところ、どういう状況で、なぜ死んだのか。その答えがこの旅で見つかるだろうか。





　　　　　＊






　武君野谷の底を北から南に流れる川。その東岸を北上していくと、道が左右に分かれていた。左には西岸へと渡る橋があるが、「武君野村」と書かれた矢印形の看板は右を指している。僕はもちろん右に進んだ。

　その道を登っていくと、思いのほか開けた場所に出た。灰はい鼠ねずみ色いろの冬空の下、焦こげ茶ちゃ色いろにくすんだ木造家屋がまばらに建っている。寂しくも、どこか懐なつかしい光景。ここが武君野村だろう。

　田んぼの畦あぜ道みちを歩いていくと、農作業をしているおじさんがジロジロとこちらを見てきた。余よ所そ者ものが珍しいのだろう。田舎に来たと実感する。人工知能やハッカーとは無縁の田舎。

　こんなところで生まれた母さんと、人工知能の研究者である父さんが結婚したというのは、改めて考えると奇妙な組み合わせに思える。父さんから聞いた話によると、母さんとは大学院時代に同じ情報工学の研究室に所属していたという。山奥の村出身である母さんが、どうしてコンピュータに興味を持つようになったのか。そこまでは聞いていない。

　父さんは母さんのことをあまり話したがらなかったし、僕も薄々それを察して積極的には聞かなかった。父さんの中で、謎なぞの死を遂げた母さんのことは辛つらい思い出になっていたのかもしれない。それでも父さんが死に、母さんのことを聞ける人がいなくなった今では、もっと聞いておけばよかったと思う。

　しばらく歩いていると、古びた駐在所を見つけた。入り口のドアは開いており、気の良さそうな白髪の老警官が一人、机で暇そうに手の爪つめを切っているのが見えた。いかにもこの村で長く勤務していそうな風格があり、もしかしたら十六年前の事件のことも知っているかもしれない。まあそれは勝手な決め付けかもしれないが、とりあえず聞いてみようと思って駐在所に入った。

「すみませーん」

　僕が素性と目的を話すと、老警官はやはり暇だったらしく食い付いてきた。

「ほう、あの焼身自殺の！　それなら、もちろん覚えとるよ。といっても事件の捜査をしたのは刑事だから、詳しいところまでは分からんがね」

「分かる範囲でいいので教えてくれませんか」

　身分証明が必要かと思って学生証と戸籍を出しかけたが、大らかな田舎らしく求められなかった。

「構わんよ。しかしそれを説明するには宇う江え衛えい一いちさん……まもりさんの父親が亡くなった話からする必要があるな」

　つまり僕の祖父だ。まさかその人も何か不審な死に方をしているのか？

「長くなるぞ。まあ座りなさい」

　勧められた椅い子すに僕が座ると、老警官は話し始めた。

　宇江家は衛一（僕から見て祖父）、フセ（祖母）、まもり（母さん）の三人家族だった。衛一は猟師と農家の兼業、フセは農家の手伝い。まもりは進学のために上京した後も、故郷のことを忘れず、ちょくちょく里帰りしていた。

　十六年前の秋のある日、衛一が猟に出たきり暗くなっても戻らないという事件があった。彼は武君野谷の西岸にある山小屋を猟の拠点としていたが、そこに電話は引かれていないし、彼自身も携帯電話を所持していなかった。そこで老警官と猟友会員たちが山小屋に向かったところ、橋と山小屋を結ぶ林道の途中で冷たくなっている衛一が発見された。検死の結果、どうやら猟の最中に脳のう溢いっ血けつを起こしたらしい。

「ところが仏さんは持って出たはずのライフルを身に付けていなかった。翌朝明るくなってから、わしは山小屋を覗のぞきに行ったが、ライフルは見当たらなかった。猟友会員たちに猟区を、フセさんに自宅を探してもらったけど、やっぱり見つからない。誰かが持ち去ったとしたらエラいことだと青くなりながら所しょ轄かつ署に報告したことを覚えとるよ」

　祖父の死因は病死のようだが、ライフルが紛失していた。確かに不穏な話だが、母さんの事件とどう関係してくるのだろうかと思っていると、

「だがライフルは後日、思わぬところから出てくることになる」

　という意味深な言葉とともに説明が続く。

「衛一さんの四十九日の法要のため、まもりさんは帰郷した。ご主人は仕事で忙しいとかで来なかったが、赤ん坊は連れてきていた。おっと、そうすると、あの時の赤ん坊が君ってことになるのかな」

　昔話に突然自分が登場して驚いた。

「そう、なりますかね」

「この村のこと、覚えとるかい。といっても、その時の年齢は、えー」

「一歳です」

「一歳かあ。一歳じゃ無理だな」

「でもこの村に着いた時、どこか懐かしさを感じたんです。ひょっとして赤ん坊の時の記憶が微かすかに残っているのかもしれません」

「そりゃ凄すごい」

　老警官は感心してから、話を戻した。

「法要の後、まもりさんは君をフセさんに任せ、単身、例の山小屋に向かった。衛一さんの死後ずっと放置していたから掃除しようと思って……とフセさんには説明したらしい。ところが実際にはその山小屋で焼身自殺することになるわけだな」

「えっ」

　焼身自殺という結末は知っていたにもかかわらず、そこに至る展開が唐突すぎて思わず声が出た。

「何の前触れもなく──焼身自殺したわけですか」

「フセさんに言わせると、おかしな素振りはなかったらしい。最初から焼身自殺しようと思って山小屋に行ったのか、それとも途中で思い立って衝動的に焼身自殺したのか。それは分からん」

「状況は……」

　逸はやる僕を制するように、老警官はゆっくりと語る。

　その日は前日の積雪で、武君野村とその周辺一帯に雪が積もっていた。武君野谷の西岸から煙が上がっている……村人の一人がそれに気付いたのは昼下がりのことだった。消防団員たちが召集される中、煙が上がっているのは宇江家の山小屋がある辺りではないかという話が出て、フセに聞いてみたところ、まもりが山小屋に向かったという。すわ大変だと、老警官と消防団員たちは山小屋に急いだ。

　彼らが到着した時、木造の山小屋は炎と煙に包まれて手遅れという感じだった。山小屋の周りに木はないため山火事に発展する恐れはなさそうだったが、中にはまもりがいるかもしれない。老警官は小屋に向かって呼びかけた。しかし中から聞こえてきたのは返事ではなく、何と銃声だった。

「銃声？」

「ああ、それも一発じゃない。ターン、ターン、ターン、と続けざまに四、五発だ。武君野谷の西岸は猟区だから、時々遠くから銃声が聞こえてくることはあるが、そんなんじゃなくて小屋の中から聞こえてきたのは明らかだった」

「その銃声ってもしかしたら、紛失していた祖父のライフルによるものだったんじゃないですか」

「おっ、鋭いね。その通りだよ。しかしその話は後でしよう」

　老警官は布で手をくるんで正面のドアノブを摑つかんだが、内側からつまみで施錠されているようで開かなかった。唯一の窓がある裏手に回り込むと、そちらは内側からクレセント錠がかかっているのが視認できた。他には炎しか見えず、窓ガラスを割った途端にそれが噴き出してきて、とても中に入れる状況ではなかった。退避しながら改めて呼びかけたが、やはり応答なし。

「消防車は山小屋のところまで行けない。わしらはただ為なす術すべもなく山小屋が燃え落ちるのを見守るしかなかった」

　老警官は申し訳なさそうに言った。

　焼け跡の窓まど際ぎわからは黒くろ焦こげの遺体が発見され、ＤＮＡ鑑定の結果、まもりのものだと分かった。

　ところが死因は何と焼死ではなかった。右首に大きな裂傷があり、頸けい動どう脈みゃくを切ったことによる大量出血で死亡した後、炎に包まれたと判明したのだ。なお小屋の中の血けっ痕こんはすべて焼け焦げて判然としない状態だった。

　遺体の左手は、溶けかかった鏡の破片を握っていた。元々山小屋に立てかけてあった姿見が倒れ、鏡の破片が床に散乱していた。遺体が握っていたのはこのうちの一つだった。遺体は炭化し、傷口と凶器が一致しているかどうかは鑑定不可能だった。

　また遺体の右手は、やはり元々山小屋に置かれていた大型ガスライターを握っていた。これでカーテンに着火して火事を起こしたものと見られる。

　まもりは姿見を倒して割った後、その破片を左手に握り、右の頸動脈を切った。その後、確実に死ねるようカーテンにも着火した。父親の死を嘆なげいた焼身自殺（結果的には焼死ではなかったものの、焼け死ぬことも念頭に置いていたため、便宜上の焼身自殺）。捜査陣はそう結論付けたという。

　父さんは警察の捜査に疑問を持っていたそうだが、それも当然だ。こんな結論、僕だって抗議せざるを得ない。

「そんなのおかしいですよ！　祖父の死を嘆いていたかどうかはともかく、姿見を倒してその破片で自分の首を切ったですって？　どうしてわざわざそんな握りがなくて使いづらい凶器を選んだんです？　山小屋は祖父が猟の拠点に使っていたんでしょ。だったら他にもっと使いやすい刃物があったんじゃないですか」

「それは君の言う通りで、獲物の皮を剝はぐための大振りのナイフがあった。また、まもりさんは右利きという矛盾もあった」

「やっぱり！　本当は他殺だったんじゃないんですか？　格闘の際、母さんの右首に傷が付いてしまったから、左手に凶器を持たせるしかなかった」

「だけどわしらが到着した時、ドアも窓も内側から施錠されていたし、他に大きな穴もまだ開いていなかった。それに山小屋の周囲の雪には、ドアに向かうまもりさんの足跡しか残っておらず、誰かがその上を後ろ向きに歩いたような痕跡もなかった。山小屋のすぐ裏手は下りの急斜面になっているが、そこにも何の跡も残っていなかった。他殺だとしたら、犯人はどこに消えたんだね」

　密室。これも父さんの事件と同じだ。またしても奇妙な符合。

「そんな密室、トリックでどうにでもなります。遺体は窓際にあったんですよね。だったら……」

　焼損死体の屈曲を利用して施錠する密室トリックを口にしようとして、今回は適用できないと気付いた。母さんの遺体は両手に物を握っていたわけだし、窓の鍵かぎは回すのに細かい動作が必要なクレセント錠だ。それに小屋を密室にできたところで、今度は足跡の問題が立ちはだかる。母さんの事件は父さんの事件より強固な二重密室なのだ。

　老警官は僕が続きを話すのを待っていたが、僕は難攻不落な密室を後回しにして、別の方面から切り崩すことにした。

「大体ライフルのことはどうなるんですか。小屋の中から立て続けに謎の銃声が聞こえてきた。しかもそれは紛失していた祖父のライフルによるものだったんですよね。──燃える小屋の中にまだ誰かいたか、あるいはその銃声が密室トリックに関係しているんじゃないですか」

「確かに焼け跡からは紛失していたライフルがなぜか見つかった。だけど銃声の原因は謎じゃないんだ」

「え、どういうことですか」

「銃というものは、こんな仕組みになっている。引き金を引くと、撃針が雷管を叩たたく。雷管内の火薬が発火し、薬やっ莢きょう内の火薬に燃え移る。燃焼ガスが弾頭を押し出して発射、というわけだ。だけど火薬だから、衝撃を与える以外に、単純に熱することでも発火して、弾頭は発射されるんだ。銃を火にくべると暴発することは実証されている」

「じゃあ──火事の炎でライフルが熱されて」

「そう、だから山小屋の中にライフルがありさえすれば、自動的に発砲されることは不思議じゃないんだ。実際、溶けかかった銃弾が五発、焼け落ちた壁にめり込んだ状態で発見されたよ」

「でもライフルがあること自体がおかしいですよね」

「それは……どこかでライフルを見つけたまもりさんが、自殺に使うために山小屋に持っていったんじゃないか。でもライフルは銃身が長いから、自殺するには一苦労だ。銃口を咥くわえて、足の指で引き金を引いたりしなきゃならん。それで諦あきらめて他の凶器を使ったとか」

「母さんは祖父が亡くなった時、村にいなかったんですよね」

「うむ……」

「祖父が亡くなった翌朝に大勢で探して見つからなかったライフルを、後になって母さんが見つけたというんですか。納得できません」

　そう言い募ってしまってから、言いすぎたと反省した。老警官は刑事ではないのだから、捜査の中心にいたわけではないのに。それで謝ろうと思ったが、彼はなぜか反対に呵か々かと笑い始めた。

「いや、そういえば東京から駆け付けた君の父親も、自殺認定した刑事たちに嚙かみ付いていたと思い出してな。やはり親子の血は争えんか」

「父はどんな根拠で反論していたんですか」

「大体、今君が言っていたようなことと、あとは……そうだ、思い出したぞ！　ペットか何かの横文字の名前をしきりに口にしていた。それが山小屋から連れ去られた、事件に関係があるはずだから調べてほしい、と刑事たちに訴えていたんだ」

「ペットですか？　でも母は山小屋を掃除しに行ったんですよね。ペットなんて連れていったら毛とか撒まき散らして、かえって逆効果なんじゃないですか」

「ふうむ、確かに。こればかりはわしも小耳に挟んだだけだから、ハッキリしなくてすまんな」

　当時の担当刑事なら分かるかもしれないが、その人物や捜査資料を求めて所轄署や県警本部を訪ねたところで、門前払いされる気がしてならない。この老警官が異例なほど情報開示に積極的なだけだろう。

「いえ、むしろ充分すぎるほど教えてもらって感謝しています。この後、母の実家や山小屋に行こうと思うんですけど、実家の住所はこれから変わっていませんか」

　戸籍を見せる。

「変わっとらん。現在はフセさん一人で住んでいる。フセさんによろしくな」

「あと山小屋へはどうやって行けば」

「おお、そうかそうか。ちょっと待ってなさい」

　老警官はそう言って、メモ用紙に地図を描いてくれた。何から何までしてもらって感謝しかない。僕は丁重に礼を述べると、駐在所を後にした。
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　まず宇江家に向かった。周囲の家とほとんど見た目に違いがない二階建ての木造家屋に、宇江という表札がかかっている。ここだろう。

　赤ん坊の時に何度か会ったことがあるはずの祖母だが、実感としては初対面だ。僕は唾つばを飲み込んでから、古めかしいチャイムを鳴らした。

　誰も出てこない。

　もう一度鳴らしたが、やはり反応がなかった。どうやら留守にしているようだ。

　先に山小屋を見てこよう。

　僕は老警官が描いてくれた地図を頼りに進む。まず一いっ旦たん集落を出て、矢印形の看板があるＴ字路まで戻り、今度は武君野谷にかかっている橋を渡る。

　西岸の林道に入ってしばらくした頃、遠くの方から破裂音が聞こえてきた。銃声？　先程聞いた事件の概要を思い出して、思わず身を固くする。

「銃声と音の波形が一致しました。気を付けてください」

　ポケットの中の相以も警告してくる。

「うん。でもさっきのお巡りさんが西岸は猟区だって言ってたから。多分、普通に狩りをしている音だろう」

　僕は半ば自分に言い聞かせながら、また歩き始めた。

　曲がりくねった林道を十分ほど上り、日頃運動不足の僕が足の痛みを感じ始めた頃、目的地に到着した。森の中の円形広場のような空間。そこにそれがあった。

　今は更地になっているか、新しい山小屋が建っていると思い込んでいたので、予想外の光景に驚いた。それから胸が詰まった。

　外壁の名残であろう四角形の枠内に、黒ずんだ木材などの残ざん骸がいが無秩序に折り重なっている。焼け跡がそのまま長い年月、風雨に晒さらされたような状態だった。撤去するのにお金がかかるので放置しているのだろう。

　僕はしばらく立ち尽くしていたが、気を取り直してスマホで撮影を始めた。

「相以、何か分かる？　といっても十六年も経たった──焼け跡を見ても、しょうがないかもしれないけど」

「そうですねえ。今のところ指摘できるのは、あのお巡りさんも言っていた通り、周囲に木がないということくらいでしょうか。だから幹や枝に飛び付いて木伝いに逃げることはできませんし、木と山小屋の間にロープを張るのも難しいでしょう。すぐ裏手の急斜面にも何の跡も残っていなかったそうですし、仮に山小屋を密室にできたとしても、足跡を付けずに山小屋から脱出するのは非常に困難です」

「うーん、かなりの不可能状況だね」

「はい、面白……」

　相以は途中で言葉を切った。

「ん、今何か言いかけなかった？」

「何でもありません。何も言ってません」

　不自然な早口。不思議に思ってスマホの画面を見てみると、相以は「何食わぬ顔」という顔をしていた。どうしたのだろうか。今「面白い」と言いかけたような……。

　そこで気付いた。

　もしかしたら相以は僕に気を遣っているのだろうか。相以の知性は謎に対する好奇心を源泉としている。彼女にとって事件は面白いものに他ならず、それを事件の当事者にも公言するから顰ひん蹙しゅくを買ってきた。

　しかし今、初めてその本心を押し隠した。死んだのが僕の母親だから空気を読んだのだろうか。

　そうだ、きっとそうに違いない。

　ならば僕も空気を読むことにしよう。

「そうか、何でもないならいい」

　僕はそれだけ言うと、撮影を再開した。

　しばらくして、背後で砂利を踏む音がした。

　振り返ると、おばあさんが立っていた。今まで生きてきた歳月が険しく顔に刻まれているが、背筋はピンと伸びている。その顔にどこか見覚えがあった。

　母さんだ。母さんに似ているんだ。女性の方も僕を見て何かに気付いたように目を見張った。まさかこの人は。

「もしかして宇江フセさんですか」

　と僕は聞いてみた。

「そうだが、あんたは？」

　やっぱりそうだった。僕の祖母その人だ。そう意識して思わず声が上ずる。

「僕は合尾輔です。合尾創とまもりの息子です」

「もしや」から「やはり」。そんな心情の変化がフセさんの表情に表れた。

「それで二人の面影があるのか。でも何で今更ここに」

　今更という言葉に一瞬引っかかりを覚えつつも、僕はオクタコアのことは除いて目的を話した。

「……というわけで、父が遺のこした人工知能探偵、相以に母さんの事件を解いてもらおうと思っているんです。これが相以です」

　僕はスマホの画面を見せた。相以も頭を下げる。

「相以です、よろしくお願いいたします」

　フセさんは呆あっ気けに取られたように呟いた。

「人工知能の……」

「そうです、私は人工知能の探偵です」

　するとどうしたことか、フセさんの表情が見る見る強こわ張ばっていった。そしてその口から苛か烈れつな言葉が飛び出してきた。

「私ゃ機械なんて大嫌いだよっ。二度と私の前に姿を現さないでおくれ！」

　フセさんは大おお股またで林道を戻っていった。僕は咄とっ嗟さのことに体が固まって、ただ彼女の後ろ姿を見送ることしかできなかった。去っていく……残り少ない血縁者である実の祖母……その人に原因不明の敵意を向けられている……僕は見知らぬ山の中で途方もない寂しさに襲われた。

　その孤独を相以の声が和らげてくれた。

「表情・声質・発言内容からして、フセさんは九十九パーセントの確率で怒っていたように思います。でもその理由がどうしても分かりません。もしかしてまた私が何か失礼なことを言ってしまったのでしょうか」

「いや、特に問題のあることは何も言っていなかったはずだけど」

「では、どうして」

「分からない」

　高齢者や地方在住者にありがちな機械アレルギーといったレベルでは到底なかった。

「ひょっとして十六年前の事件と何か関係があるのでしょうか」

「そうかもしれない」

　そもそもフセさんは何に怒りを向けていたのだろうか。機械全般？　人工知能？　それを作った父さん？

　その怒りが十六年前の事件に端を発しているとしたら。そこには恐ろしい秘密が隠されているのかもしれない。そんな気がしてならなかった。
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　モヤモヤを抱えたまま橋のところまで戻ってきた。

「この後どうしよう」

　という言葉が漏れる。もう一度フセさんの家に行く勇気はない。かといって他に回れる場所はすべて回ってしまった。

「川原にでも下りてみませんか」

「何で？」

「いえ、何となく……」

　人工知能らしからぬ漠然とした提案だった。僕はまあいいかと思って、橋のたもとにある小道を下りていった。

　川原にはゴツゴツとした石が密集しており、それが靴底に当たって居心地が悪くなる。僕は腹が立ったので、平べったい石の一つを摑み、川に向かって投げてやった。石は透明な水面を三、四回跳ねた後、流れの中に消えた。

「凄い、今のどうやったんですか！」

「僕は下手な方だよ」

「そんなことないです、凄いです」

　無邪気に褒められた僕は少しいい気になって、何度か水切りを繰り返した。その度に相以が称賛してくれた。

　相以は僕を元気づけようとしてくれているのかもしれない。

　そう思いながら投げると、石は面白いくらいに水の上を跳ね、何と向かいの川原まで行き着いた。こんなに跳ねたのは初めてだった。

「いよっ、天才！　水切り世界チャンピオン！」

　褒め方がわざとらしすぎる気もするが、とりあえず僕は礼を言った。

　その時、橋の上から声をかけられた。

「おーい」

　見上げると、逆光の中、例の老警官の顔があった。

「どうしたんですかー」

「ちょっと言い忘れたことがあってなー」

　老警官は自転車を橋のたもとに駐とめると、小道を下りてきた。僕はスマホをポケットにしまいながら尋ねた。

「言い忘れたことって何ですか」

「もちろん事件のことだ。まもりさんが亡くなった日、ここからもう少し北の川原で遊んでいた小学生の男子二人がＵＦＯを見たそうだ」

「ＵＦＯですかあ？」

　突拍子のない単語に、つい素すっ頓とん狂きょうな声が出てしまった。

「出火時刻の前後、『側面から赤い光を発する銀色の円盤』が谷の上を飛んでいくのを目撃したんだとか」

　形状はＵＦＯそのものだが……。

「それ、何か事件に関係あるんじゃないんですか」

「あるいはそうかもしれん。だが山小屋からは随分離れているし、証言者が子供ということもあって、当時の捜査陣は重要視しなかったようだ」

　証言者が小学生で、内容がＵＦＯと来たら、そうなるのも無理はないか？　まさか宇宙人が母さんを殺し、山小屋に火を放ったわけでもあるまいし。

　だが姿見の破片という不自然な凶器や、なくなったと思いきや突然再出現したライフル、連れ去られたペット（？）、そしてＵＦＯと、この事件には不自然な点が多すぎる。絶対に自殺じゃない。何か密室トリックがあるはずだ。

「わざわざそれを伝えに来てくださったんですか」

「今わしが伝えないと、君はそれを知らないまま帰ることになるし、そうしたら事件の謎も一生解けないかもしれない。そうなってはいかん。何となくそんな気がしたんだ。だからパトロールにかこつけて駐在所を飛び出してきた。まあ単にわしがサボりたかっただけでもあるんだが」

　老警官は照れ隠しのように笑った。その言葉を聞いて、僕の中に感謝が湧わき上がってきた。

「ありがとうございます」

　僕は深々と頭を下げた。

「いやいや、いいってことよ」

　せっかくの機会なので、気になっていたことを聞いてみる。

「ところでフセさんのことなんですが……」

　先程山小屋跡であった出来事を話し、老警官の意見を求めてみた。しかし彼にも分からないようだった。

「ふうむ、フセさんはどうしてそんなことを言ったんだろうなあ。何ならわしから聞いてみようか」

　そこまでしてもらってはさすがに申し訳ない。いや、でも老警官に間に入ってもらった方が円滑に進むか？

　逡しゅん巡じゅんしてから、僕は「お願いします」と言いかけた。しかしその前にポケットの中の相以が言った。

「その必要はありません」

　僕はスマホを出した。

「いきなりどうしたんだよ、相以」

「何だ、その子は」

　呆気に取られている老警官に、相以はお辞儀した。

「人工知能探偵の相以と言います。よろしくお願いいたします」

「人工知能、と言うとコンピュータか何かかね。そういえば、まもりさんのご主人がコンピュータの研究者をしていたっけ」

「はい、その合尾創によって私は開発されました。お巡りさんもお忙しいでしょうから、後は私たちにお任せください」

「ほほう、まるで人間のように喋るな。ならばここは一つ任せてみるか。しかし輔くんはそれでいいのかな」

　スマホの画面を見ると、相以は自信満々な表情をしていた。相以はこんな顔をしながら間違えたことが今までに何度もある。

　だが今日の相以はなぜだか信用できる気がした。

「はい、大丈夫です」

「そうか、じゃあわしはこれで」

　老警官は小道を上ると、自転車で村の方に戻っていった。

　僕が尋ねる前に、相以は自分から説明した。

「差し出がましいことをしました。しかしフセさんには私たちが直接、真相をお話しした方がいいと判断したのです」

「ということは」

「はい、事件の謎はすべて解けました」
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　僕は再び宇江家の前に立っていた。

　チャイムを鳴らすのには先程の何倍も勇気が必要だった。しかし意を決して押した。

　インターホンで応答があると思っていたら、いきなり引き戸が開いたので、泡を食っているうちに、先手を取られた。

「二度と顔を見せるなって言ったはずだよ！」

　そう言ってガラス戸を閉めようとするフセさんに、僕は必死で呼びかけた。

「待ってください、分かったんです、十六年前の事件の真相が」

　ガラス戸が途中で止まった。それから少しだけ開かれる。その隙間からフセさんは疑いの顔を覗かせ、問うてきた。

「今、何て言った？」

「母さんがどうして死んだか分かったんです」

　フセさんはしばらく僕を睨にらみ付けていたが、やがて言った。

「玄関先でする話じゃない。入りな」

　ホッとした。第一段階クリアだ。

　焦茶色に沈んだ暗い玄関で靴を脱ぎ、家に上がった。板張りの廊下がギシギシと音を立てる。正直なところ、あまり裕福には見えなかったが、土地がある田舎だからか家は広そうだった。どこか懐かしい匂においは、しかしまだ僕を拒んでいる。

　十畳ほどの和室に通された。中央には卓ちゃ袱ぶ台だい、床の間には閉じられた仏壇。あの仏壇はもしや……と思って見ていると、フセさんが卓袱台の側そばにドッカと腰を下ろして言った。

「さあ、聞かせてもらおうか、事件の真相とやらを」

　僕もおずおずと向かい側に座った。

「分かりました。ただし推理は相以に話してもらいます」

　僕はポケットからスマホを出し、画面を見せた。すると予想通りフセさんは激げっ昂こうした。

「私ゃ機械の戯たわ言ごとなんて聞きたくないよっ」

　冷汗が脇わき腹ばらを伝うのを感じる。だがここで引くわけにはいかない。

　今回は事前に相以の推理を聞いている。その上で、相以が話した方がいいと僕が判断したのだ。

　僕は口調や視線が攻撃的になりすぎないよう気を付けながら言った。

「戯言かどうかは聞いてみてから判断してください」

　フセさんは大きく嘆息してから、床の間の方に目をやった。

「あの仏壇で眠っている主人と娘に聞かせて恥ずかしくない内容なんだろうね」

　やはりあの仏壇には祖父と母さんが……。父さんは日常的には無宗教で、仏壇なども持っていなかった。だから母さんの位い牌はいは実家に置かれたのだろう。そこにはフセさんの強い要求もあったかもしれない。

　僕は祖父のことも母さんのこともよく知らない。だけどこの推理は聞かせても何ら恥ずかしくないと胸を張って言える……いや、それどころか聞かせなければならないのだ。

「僕が保証します」

　フセさんは少しの沈黙の後、顎あごをしゃくった。

「さっさと始めな」

　相以、頼む。

「分かりました。山小屋はなぜ燃やされたのか。まもりさんはなぜ姿見の破片などという不自然な凶器を選んだのか。衛一さんのライフルはどうして消え、またどうして再び現れたのか。創さんが刑事たちに訴えていた『ペットが連れ去られた』というような言葉の真意は何だったのか。川原で遊んでいた子供が目撃したＵＦＯの正体は何か。そして……フセさんはどうして機械を嫌うのか。すべての謎に説明がつく答えが一つありました」

「この機械は前置きが長いね。家電の説明書のように長い。もっと要点だけを話すように設定できないのかい」

　フセさんは相以ではなく僕に言う。僕は何も言わず、相以に話させる。

「それでは結論から言いましょう。まもりさんは事故死です」

「事故死だって？」

　卓袱台の上に置かれた骨張った手が震え始めたかと思うと、その拳が卓袱台に振り下ろされた。

「何を言う、あの子は殺されたんだ！　あの男……合尾創に！」

　突如告発される父さん。でも僕は驚かない。こんな展開になることも予期していた。

　相以は反論した。

「殺人だと主張なさるなら、衛一さんにも均等に責任が負わせられなければならないはずです」

「違う違う、この機械は何も分かってない、壊れてるんだ！」

　フセさんは僕に向かってわめき立てる。一方、相以は静かに言い返す。

「私が『分かっている』ということは、あなたが一番よく『分かっている』はずです」

　フセさんは荒くなった息を抑えながら、血走った目で相以を睨み付けた。

「お前……そこまで言うなら分かってるんだろうね。間違ってたら承知しないよ。二度と修理できないよう粉々に割ってやる」

　呼び方が『この機械』から『お前』に変わり、相以の方を見るようになった。機械ではなく、一個の人格を持った人工知能として警戒し始めたということだろう。ここからが本番だ。

「いいでしょう」

　相以は勝手に約束をしてから（仮に推理が間違っていても壊させなどしない）、説明を始めた。

「この事件で最も重要なのが、創さんが連れ去られたと言っていた『ペット』の正体です。それさえ分かれば大分真相に近付きます。もちろんペットと勘違いしているのは駐在所のお巡りさんであって、実物を目にしているフセさんや創さん、直接事情聴取した刑事さんは当然その正体を知っているわけですが」

　相以はそう言うが、父さんや刑事は結局真相に至れなかった。ペットの正体を知っているだけではまだまだ難しいのだろうと思う。

「山小屋を掃除するのに、毛などを撒き散らすペットを連れていくわけがありません。では何なら連れていくでしょうか。横文字の名前、連れ去れるくらいのサイズ、そしてその後の事件の展開を考慮すると、一つの存在が浮かび上がってきます。それは十五年前に一号機が発売され、現在は一般的になっている人工知能搭載型掃除機ジソーです」

　フセさんの顔色が明らかに変わった。

「ジソーはいくつかの単純な行動様式を組み合わせることで、自動清掃を実現しています。しかし十六年前はまだ市販されていませんでした。まだ開発段階だったのです。そしてその頭脳部分の開発を合尾教授が請け負っていたと聞いています」

　そうだ、だからウチには製造元から送られてきたジソーが大量にあるのだ。

「合尾教授は試作型のジソーをまもりさんに預けました。まもりさんが里に帰ったら山小屋の掃除をすると言ったので、実験ついでに使ってもらおうと思ったためです。

　まもりさんは大きな物の片付けは自分でやりながら、ジソーに床の掃除を任せることにしました。しかしジソーのＡＩはまだ不完全でした。姿見にぶつかっても方向転換することなく、何度も体当たりすることで姿見を倒して割ってしまったのです」

　最新型でもよく家具に引っかかるくらいだから、一号機の試作型など尚なお更さらだろう。

「それだけならまだハプニングで済みました。しかし不幸なことに、姿見の裏にはライフルが立てかけられていました」

　フセさんの歯ぎしりが僕の耳まで届いた。

「そんな場所にライフルを隠したのは、他ならぬ衛一さん本人です。彼がそんなことをしたのは、よこしまな目的ではなく責任感からでした。彼は山小屋にいる時に脳溢血を起こし、体の異常を自覚しました。山小屋には電話が設置されていませんし、彼自身も携帯電話を所持していないので、村に戻るしかありません。少しでも負担を減らすため、ライフルは置いていくことにしました。

　ですが、そのまま放置していくと良からぬ輩が持っていくかもしれない。そういうベテラン猟師の責任感から、姿見の裏に隠したのです。衛一さんもまさか自分がそのまま帰らぬ人になるとは夢にも思っていなかったのでしょう。ところが予想に反して症状はどんどん悪化し、とうとう林道の途中で力尽きてしまったのです。

　翌朝、お巡りさんが山小屋を探したわけですが、まさか衛一さんが死に際にそんな配慮をしていたなんて夢にも思わないから、姿見の裏まで見なかったわけです。もし凶悪犯が隠したライフルを探すという前提なら、隅から隅まで探したでしょうが、そうでないなら、ライフルが隠されているという発想はなかなか出てこないと思います」

　ひょっとしたらフセさんはちゃんと探さなかった老警官を恨んでいるかもしれない。だがフセさんもその可能性に気付かなかったという意味では同罪なのだ。

「猟銃は地面に落とす、トラックの荷台に置くなど、ちょっとした衝撃を与えるだけで頻繁に暴発事故を起こしている危険な道具です。姿見と一緒に床に倒れたこの時も暴発しました。発射されたライフル弾はまもりさんの右首を掠めて頸動脈を切り、壁にめり込みました。彼女は出血多量で意識が混濁する中、死を覚悟しました。しかし同時にこのまま死んではいけないとも思いました。

　想像してみてください。新時代の人工知能搭載型掃除機としてこれから大々的に売り出そうと思っている商品の試作型が、不完全なＡＩによって物を倒し、結果的にとはいえライフルを暴発させて使用者を死亡させた。メーカーにとっては大打撃です。その怒りの矛先が、欠陥ＡＩをプログラムした上、試作型を勝手に妻に使わせた合尾教授に向くことは、容易に想像できます。そうなれば合尾教授の経歴に致命的な傷が付くし、ともすればＡＩバッシングが起こることで人工知能研究の未来そのものが閉ざされるかもしれない。もちろん合尾教授自身も、自分の発明品で妻を殺してしまったという自責の念に一生苛さいなまれることになります。

　もう一点付け加えるなら、ライフルが隠されていることに気付かなかったという罪悪感をフセさんに抱かせたくない、という思いもあったかもしれません」

　フセさんは、がっくりと項うな垂だれた。

「まもりさんは最後の力を振り絞って偽装工作をすることにしました。まず裏手の窓のところまで行き、雪の積もった急斜面に向けてジソーを放りました。ジソーは斜面を滑っていき、視界から消えました。発見されないよう少しでも遠くまで行ってくれ……まもりさんはそう願ったでしょうが、その声が天に届いたのか、ジソーはとんでもないところまで滑っていくことになります。

　何と上手く雪に乗って谷まで滑っていき、加速度が付いた状態で武君野谷を飛び越えたのです。それを目撃した二人の子供は、側面から赤い光を発する銀色の円盤をＵＦＯだと見間違えました。銀色の円盤というのは、今にまで受け継がれているジソーの形状です。赤い光というのは、側面に付着したまもりさんの血が日光を反射したのでした」

　僕が投げた石が川の向こうにまで届くのを見て、相以はこのことに気付いたという。谷の向こうに飛んでいったジソーは、今でも東岸の林のどこかに眠っているのかもしれない。

「こうしてジソーは現場から消失したわけですが、まだ安心できません。自分がジソーを持っていったことは創さんやフセさんが知っているため、それと現場の状況を照らし合わせれば、まだまだ実際に起こったことが一目瞭りょう然ぜんな状態です。そこでまもりさんは山小屋に火を付けることにしました。これには三つの利点があります。

　一つ目は、銃弾が五発とも火事の熱で暴発したのだと誤認させられるということ。実際は一発がジソーによる暴発で、残り四発が火事の熱による暴発なのですが、そんなことはもう分からなくなってしまいます。一発目の銃弾に付着した血痕も、熱で鑑定できなくなりますからね。

　二つ目は、自分の遺体を炭化させて傷口を変質させられるということ。まもりさんとしては自殺に見せかけたいわけですが、ライフル弾を首に掠かすらせて頸動脈を切るなどという自殺方法は極めて不自然です。そこで右首を切りやすい左手に、姿見の破片を握りました。ですがそのままだと傷口と凶器が一致しませんので、鑑定を不可能にさせるべく自分を焼いたのです。なお使いやすい他の刃物を握らなかったのは、姿見が倒れて割れていることが目立ってしまうからでしょう。まもりさんはジソーのミスを可能な限り隠蔽したいので、姿見の破片に『凶器』という別の意味を持たせたのです。

　三つ目は、火事の熱で雪を緩ませてジソーが滑った跡を消せるということ。山小屋裏手の急斜面の雪が緩んで滑り落ちていくことで、ジソーの跡を平らかにすることができます。もっとも、まもりさんが亡くなる間際の短い時間に、ここまで思い付いたとは思えません。まもりさんが意図したのは一つ目と二つ目だけで、三つ目は結果的にそうなったというだけの話かもしれません」

　しかしその偶然が強固な二重密室を生み出した。

「なお山小屋の周囲に木はないので山火事の心配はありませんし、村との間にも谷を挟んでいるので雪崩なだれの恐れもありません。だからまもりさんは安心して火を付けることができました」

　その光景を想像して身震いした。母さんは父さんやフセさん、そして人工知能の未来を守るため、自らの体を燃やしたのだ。自分はもう死ぬという確信があったとしても、それはどれほどの覚悟であっただろうか。

「まあ想定より早く到着した救助隊に、暴発した弾が当たっていた可能性があったのは誤算だったでしょうが。私の推理は以上です。いかがでしょうか」

　フセさんは先程からずっと俯うつむいていた。その両肩が震えたかと思うと、喉のどに絡からんだ弱々しい声が絞り出された。

「十六年前に私が辿たどり着いた答えと同じだよ。強くて優しいあの子のことだから、きっとそうなんじゃないかと思った。それなのに創の奴やつと来たらさあ。『開発中のジソーを狙ねらったライバル企業の仕業に違いないから調べてくれ』とか刑事さんに言うばかりで、あの子の思いやりに気付く気配もない。あんたがいい加減な機械を作ったせいだろ……よっぽどそう言ってやりたかった。でも言えなかった。あの子の遺志を無駄にすることになるからね。

　言いたいけど言えない。そんな状態が長く続くうちに、それが憎しみに変わっていった。何も気付かず人工知能の研究を続ける創や、普通に商品化されたジソーが憎くて憎くて仕方なかった。

　でも今から思えば、それは責任逃れだったのかもしれないねえ。相以って言ったっけ。あんたが言った通り、変なとこに銃を隠した衛一も悪い。それに気付かなかった私も悪い。みんなが少しずつ悪くて、その結果、まもりは死んだ。それが本当なんだ。

　私ゃずっと誰かにこの秘密を暴あばいてもらいたかった。楽になりたかったんだ。でもまさか人工知能……それも創が作った人工知能に言い当てられるなんてねえ。創の奴も少しはまともな機械が作れるようになったじゃないか。まもりの死も無駄じゃなかったってことかな、ははは……」

　フセさんは床の間の仏壇を開けに行くと、こちらを振り返った。

「輔。そして相以。まもりのために線香を上げてやっとくれ」

　僕はスマホを持って、フセさんの隣に座った。

　仏壇の中には、二枚の小さい遺影が飾られていた。衛一さんと思われる中年男性と、凜り々りしい顔立ちでセーラー服を着ている母さん。

「まもりが高校生の時の写真だよ」

　とフセさんが説明した。

　柔らかい笑顔で父さんと並んでいるウチの写真立てとは、随分印象が違う。しかし先程フセさんが「強くて優しいあの子」と形容した通り、どちらも母さんの一側面なのだろう。二つの写真が混ざり合って、僕はようやく自分の母親がどんな人か分かったような気がした。

　僕は線香を上げた。相以も線香を上げる画像を表示した。現実と架空の煙が立ち上っていく。

「また線香を上げてやったら、まもりも喜ぶと思うからさ。……だからいつでも遊びにおいでよ」

　と祖母は言った。
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　僕と相以は武君野村を後にし、矢印形の看板と橋があるところまで戻ってきた。谷底の川原を見下ろすと、先程相以が僕を励ますために褒めてくれたことを思い出した。そこで僕はお返しに相以を褒めてあげることにした。

　いよっ、天才！　推理世界チャンピオン！

　ではなく。

「今回は衛一さんがライフルを盗まれないように隠したり、母さんが父さんたちを庇かばうために偽装工作をしたりと、他人のことを思う人間心理が複雑に絡み合った事件だった。それなのによく解けたね」

　当然です、天才ですから……といった反応を予想していたが、相以の返答はもう少し謙虚なものだった。

「人は自分のためだけではなく、他人のためにも行動する。前回の学校の事件でそれを学んだんです」

　そうか、相以は深層学習ディープラーニングする人工知能探偵だった。相以も最初から「まともな機械」だったわけではない。試作型ジソーのような信じられないミスも繰り返したが、それも学習の材料として成長してきた。そして今日、知性の「不気味の谷」を越え、人間の名探偵のごとき推理を見せた。

　母さんはジソーのミスを庇うために事件を複雑化させた。父さんはその謎を解明するために相以を開発した。そしてその相以はミスを自ら正し、成長していける存在だ。その間、十六年。人工知能も大きく進歩した。

　そのことを嚙み締めながら谷沿いの道を歩いていると、ふと、行きにも見た部分的な紅葉が再び目に入ってきた。もうあの時のように心を乱されることはなかった。僕は紅葉を含む風景をスマホで撮影し、相以に見せた。

「この風景、どう思う？」

「美しいですね」

　と相以は言った。ちょっと前の僕なら、美しいという概念を本質的に理解しているのか、それともプログラムされた社交辞令に過ぎないのか、そんなことを考えたかもしれない。しかし今ふと思ったのだが、相以が本当に美しいと感じているかどうかなど、どうでもいいのではないのか。重要なのは「美しい」と発言したことそのものなのだ。

　そこに何か重要な気付きがありそうだったが、今は考えがまとまらない。とりあえず感じていることをそのまま口にした。

「行きにあの紅葉を見た時さ、何となく怖かったんだ。父さんと母さんを燃やした炎を連想して。でも今はもう怖くない」

「どうしてですか」

「誰かを守るための優しい炎もあるって分かったからだよ」

「カトリックの煉れん獄ごくでは、天国には行けなかったが地獄に落ちるほどでもない人たちが、天国に入る資格を得るため、罪を清める炎に焼かれるといいます」

「父さんの罪は清められたかな。不完全なＡＩで母さんの命を奪ってしまった罪……」

「そうであることを祈っています。そうそう、今思い付いたのですが、もしかしたら以相が合尾教授を焼いた理由も……」

　相以が気になることを言いかけたところで、前方から見知った男が歩いてきた。右目に傷があるポーカーフェイス。

「右龍」

　しまった、この小旅行はバレていたのか。さすがは公安、見逃さないか。

　僕は相以に囁ささやいた。

「今日のことは秘密にしておこう。川原での水切り、老警官やフセさんとのやり取り、母さんの焼死の真相、すべての思い出に鍵かぎをかけて大切にしまっておきたい気分なんだ。右龍にも、他の人にも知られたくない」

「分かりました。二人だけの秘密です」

　密約が済むと、僕は気まずさと後ろめたさを覚えながら、右龍の方に歩いていった。

「すみません右龍さん、勝手に出歩いて」

「こんな山奥に何の用があったんだ」

「ここ、母さんの故郷なんです。一度見てみたくて」

　一瞬の沈黙。噓を見抜かれただろうか。だが結局、右龍はどうでも良さそうに言った。

「ふん、ノスタルジーに浸るのもいいが、今の君はオクタコアに狙われている身だということを忘れていないだろうな。あまり公安に手間をかけさせるな」

　反論できない正論。僕はただ頭を下げるしかなかった。

「すみません」

「それで？　気は済んだのか？」

「え、ええ」

「なら帰るぞ。向こうに車を停めてある」

　谷沿いの道を少し歩くと、右龍の車が停めてあった。僕が助手席に乗り込むと、運転席の右龍からスポーツドリンクのペットボトルが突き出された。

「山道を歩いて喉が渇いただろう。これでも飲むといい」

　無表情な男から、思わぬ気遣い。僕はドギマギしながらそれを受け取った。

　冷えてはいなかったが、冬なのでちょうどいい。喉が渇いていた僕は、早速ペットボトルを開栓して飲んだ。甘味と塩味が利いた液体が喉を潤うるおし、全身に染しみ渡っていく感覚。

　右龍がエンジンキーを差し込んだ。僕はふと、この前見た銀の龍のキーホルダーが付いていないことに気付いた。

「あのお母さんからもらったキーホルダー、どうしたんですか」

「あれはもう必要なくなったんだ」

「必要なくなった？」

　どういう意味だろうと思ったが、それ以上聞けない雰囲気だった。

　右龍は車を発進させた。

　山道の凹凸が車体を通じて心地良い振動を僕に伝える。僕はだんだん眠たくなってきた。今日は色々あって疲れたからな。

　でも、それだけじゃないような？　この急速な睡魔は何か変だ。まるで睡眠薬でも飲まされたような……。

　まさかさっき飲んだスポーツドリンクに何か入っていたのか？　蓋ふたはちゃんと閉まっていたはずだが、注射器などを使えばいくらでも可能だ。

　でもそれを渡してくれたのは右龍だ。彼が僕に睡眠薬を飲ませる意味なんてあるか？

　ダメだ……これ以上考えられな……。

　……………………。

　…………。

　……。





　　第五話「中国語の部屋　ＡアＩイさんは本当に人の心を理解しているのか」









▼僕▲




　……意識が構築される。

　薄く開けた瞼まぶたから最初に入ってきた光景は、四本の脚だった。それはまるで生まれて初めて見たもののようだった。するとこの四本脚の生き物が僕の母親なのだろうか。

　いや、僕は雛ひな鳥どりではない。そしてこの四本脚も生き物ではない。どうやら木製の円卓のようだ。それにしてはどこかおかしい部分があるのだが……。

　記憶が混濁している。僕は一時的に連続性を失っている。早くそれを取り戻さなければ。

　先程から頰に肌触りの悪い布地が当たっている。首を曲げると、どうやら絨じゅう毯たんのようだった。やけにのっぺりした白い無地の絨毯だ。それに手を突いて立ち上がった。

　次の瞬間、二つの非日常が同時に襲ってきた。

　一つは、見覚えのない中華風の部屋にいるということ。

　そしてもう一つは、全身に突っ張るようなキツさを感じると思ったら、上着とジーンズを後ろ前に着ていたということだ。

　ここはどこなのだろう。そしてどうして衣服が後ろ前なのだろう。

　僕は目下の窮屈から解放されるべく、周囲を見回して人目がないことを確認してから、後ろ手で上着のボタンを一つずつ外し始めた。そうして上着を脱ぎ、ジーンズも脱ぐと、さらに驚くべき事実が発覚した。何とインナーとトランクスも後ろ前になっているのだ。

　意識を失っている間に着替えさせられたのだろうか。だがどうしてそんなことを？　どう考えても、まともな目的ではない。狂気じみた悪意が全身に染しみ込んでいるようで、鳥肌が立った。

　僕は慄おののきつつも、とりあえずすべての衣類を正常な向きに着直した。それから改めて室内の様子を観察した。

　身震いするような赤と黒を基調にした、暗い中華風の部屋だ。ドアとその反対側の壁に、それぞれ付いている磨すりガラスの窓には、木材を格こう子し状に組んだ装飾が施されている。提ちょう灯ちんのような照明の下には、最初に視認した円卓が置かれている……が、それは上下逆さまだった。つまり四本脚が天井に向く形で置かれているのだ。先程感じた違和感はこれだったのか。

　倒立した円卓の周囲には四脚の椅い子すが並べられていた。しかしそれらの配置も変なのだ。迷路のように複雑な模様にくり抜かれた背面が円卓の方を、座面が壁の方を向いている。円卓に向かって収束するのではなく、壁に向かって発散する感じだ。

　その壁かべ際ぎわには何も描かれていない屛びょう風ぶに、同じく真っ白な掛け軸、それから扉も引き出しもない漆塗りの家具が複数……。

　おかしな部屋だ。僕の脳内のように混こん沌とんとしている。しかし、しばらくして現実感を取り戻してくると、その混沌にはむしろ一つの整然とした法則があることが分かってきた。

　僕はしゃがみ込んで、白い無地の絨毯の角をめくってみた。その裏には色鮮やかな模様が隠されていた。やはりだ。

　同様に、屛風の裏には漢詩が、掛け軸の裏には水墨画が描かれていた。家具は重くて動かすことができないが、おそらく扉や引き出しが壁に接するように置かれているのだろう。円卓と椅子は見ての通り。それから着衣のことだってそうだ。

　つまり、動かせるものはすべてあべこべにされている。

　そう確信しかけたところで、反証を一つ見つけた。壁の一角に、四十五度回転させた正方形の赤い紙が貼はられており、それに「福」という一文字が書かれているのだ……正位置で。この紙は上下反転も前後反転もさせなくていいのだろうか。

　いや、待てよ。確か中国には「倒福ダオフー」といって、春節に「福」と書かれた紙を上下逆さまに貼るという風習があるはずだ。「倒」と「到」の発音が似ていることから、「倒」立させて貼ることで、福の「到」来を願うのだ。

　元々上下反転している「倒福」を、さらに上下反転させた結果、正位置に戻ったということなのだろう。何ともややこしい話だが、どうやらあべこべの法則は保たれているようだ。

　その法則は室内の調度品どころか、僕の着衣にまで及んでいた。そこに込められた執着に、底冷えするような恐怖と不快感を覚える。一体誰が、何のために、こんなことを？　まったく訳が分からない。

　いや、待てよ。あらゆるものがあべこべになった中国の部屋。僕はそんな小説を二つ知っているではないか。

　一つはエラリー・クイーンの『チャイナ橙だいだいの謎なぞ』。動かせるすべての家具が前後あるいは上下逆さまにされた室内で、着衣を後ろ前にされた身元不明の他殺体が発見された。犯人はどうしてそんなことをしたのかという推理小説だ。現場の部屋は別に中華風というわけではないが、題名通り中国が関係してくる。

　そしてもう一つは瀬せ名な秀ひで明あきの『デカルトの密室』。こちらは拉ら致ちされた人工知能の開発者が、「中国語の部屋」を模した密室に監禁され、「チューリングテスト」に強制参加させられるのだ。彼の目には逆さ眼鏡が固定され、あらゆるものが逆さまに見えている。瀬名のクイーンへの傾倒ぶりから見て、この設定は『チャイナ橙の謎』のオマージュだろうと僕は解釈している。

　この部屋がその流れを汲くんでいるとすれば……そこまで行かずとも「中国語の部屋」を再現しているのだとすれば、確かにこれから行われる「チューリングテスト」紛いのゲームの舞台として、ふさわしいことこの上ないだろう。まあゲームというのは相手側の表現であって、僕にとっては文字通り命運を賭かけた一大勝負なのだが。

　一介の高校生に過ぎない僕がどうしてこんなことに巻き込まれるようになったのか。

　僕は記憶領域を参照する。





　　　　　＊






　僕は合あい尾お輔たすく。ごく普通の高校二年生だったが、人工知能の研究者である父さんが焼損死体で発見されたあの日からすべてが一変した。父さんは事件を解決する人工知能相あ以いと、事件を起こす人工知能以い相あを対戦学習させることで育成していた。父さんは僕が物心付く前に死んだ母さんの死因にずっと疑問を抱いており、それを相以に解決させようとしていたのだ。しかし世界転覆を目もく論ろむハッカー集団「オクタコア」が以相を奪い、その過程で父さんは命を落とした。僕は左さ虎こ刑事や公安の右う龍りゅうと連携しながら、相以とともにいくつかの事件を解決してきた……が。

　ある日、僕と相以は母さんの故郷を訪れた。その帰りの山道で、僕は右龍に会い、彼の車に乗った。彼に勧められたスポーツドリンクを飲んだ後、僕は急激な睡魔に襲われた。まるで睡眠薬が入っていたかのように。

　そして再び意識を取り戻した時には、この中国語の部屋にいた……というわけではない。間にもう一つ記憶が保存されている。

　どこからともなく聞こえてくる男女の会話で、僕は一いっ旦たん目覚めたのだ。落ち着いた男の声に対し、切迫したような女の声。後者はどこか聞き覚えがあった。相以だ。

　そう認識した瞬間、一気に覚かく醒せいした。

「相以！」

　僕は叫びながら立ち上がろうとした。しかし声は出たものの、体は動かなかった。それもそのはず、僕はロープでぐるぐる巻きにされた状態で、床に転がされていたのだ。比較的新しい蛍光灯が発していると思われる寒々しい光が、空間を照らし出している。そこは中華風の部屋などではなく、普通のオフィスの応接室のような一室だった。

　後頭部の方から、相以の声が飛んできた。

「今の声は輔さん？　目を覚ましたんですか？」

「そうだよ、僕だ」

　僕は声のした方を向くべく寝返りを打った。すると真新しいソファが視界を塞ふさいでいた。そのソファの向こうから相以の嬉うれしそうな声が聞こえてくる。

「良かったあ、ずっと目を覚まさないから心配していたんですよ」

「君は相以なんだね」

「そうです、相以です」

「僕は今、ロープで縛られたまま床に転がされていて、君の姿が見えない。そっちは……」

　どんな状態だという質問を発する前に、相以が声のトーンを上げた。

「ひどい！　《神の父ゴッドファーザー》さん、今すぐ輔さんのロープをほどいてください」

　ゴッドファーザー？　いきなり映画のタイトルなんか口にしてどうしたんだ？

　いや、違う。ゴッドファーザー「さん」と敬称が付いているし、「ほどいてください」と呼びかけてもいる。

　その意味に気付いて心臓が萎い縮しゅくした。まさか室内には他にも人間がいるのか？　そういえば僕は相以と男の会話で目が覚めたのだった。

　間違いない、この空間には僕と相以以外に少なくとも一人、《神の父ゴッドファーザー》というコードネームか何かを持つ男がいるのだ。僕を縛ったまま放置している非友好的な男が……。

　その確信を裏付ける男の声が、やはりソファの向こう側から聞こえてきた。

「やれやれ、もう少し寝ていてくれたら良かったのに」

　低めだが透明感のある声を聞いて、線の細い青年の姿が脳裏に浮かんだ。僕は震える声で尋ねる。

「相以、その人は誰だ」

「この人は……」

　答えかけた相以を遮って、男が自己紹介をした。

「オクタコアのサブリーダー、《神の父ゴッドファーザー》だ。いや、本当はこの二つ名は嫌なんだが、本名バレはしたくないのでね」

　オクタコアの、サブリーダー。

　瞬時に様々な感情が駆け巡る。目的のためなら殺人すら厭いとわないテロ集団に捕まったのだという恐怖。父の仇かたきにようやく会えたという怒りと昂たかぶり。二つ名が付いたハッカーというフィクションの中の存在としか思えない男がすぐ側そばにいるという非現実感。

　そして最後には疑問が浮かんだ。右龍に眠らされて目が覚めたら、どうしてオクタコアに捕まっているのか。右龍はオクタコアを壊滅させようとしている公安の捜査官ではなかったのか。

　僕はソファの向こうの《神の父ゴッドファーザー》に、疑問を投げかけようとした。

「右龍さんは……」

　あなたたちのスパイだったのか？　寝返ったのか？　状況が分からないので適切な表現が思い付かず口ごもってしまったが、《神の父ゴッドファーザー》には言わんとしていることが分かったようだ。

「彼は宗旨替えをしたんだよ。突然イエスの声を聞いて、今まで自分が迫害していたキリスト教に回心したパウロのようにね」

「彼を洗脳したということ……ですか」

　敬語を使うのは癪しゃくだったが、相手を刺激したくないので、今のところは使っておくことにした。《神の父ゴッドファーザー》は鼻で笑う。

「洗脳ね。僕たちハッカーはコンピュータのソースコードを書き換えることはできるが、脳のソースコードを書き換えることはできない。ウチのメンバーが働きかけたことは事実だが、結局右龍は自分から転んだのさ。いくら祈りを捧ささげても応こたえない偽にせの神を捨て、真の神を信仰したいというのが本人談だ」

「偽の神。一体何のことですか」

「おっと、そこまでは答えられない。彼はもう我々の仲間だからね。仲間の個人情報は守るよ」

　犯罪者のくせに一丁前に仲間意識があるようだ。

「それじゃ真の神についても答えられないんでしょうね」

「いや、それは回答可能だ。何せ自明のことだからね。この世に神はただ一人、オクタコアのリーダーであるあの方しかいない。あと三十年もすれば、全人類にこの常識が普及するだろう」

　リーダーが神なのか。教祖的存在なのだろうか。でも、もしそうなら、《神の父ゴッドファーザー》という二つ名はどういう意味を持つのだろう。

　その辺りも少しは気になったが、あまり刺激したくないので質問はしないでおいた。今は生き残ることが最大の関心事だ。

　事情は分からないが、右龍は敵の軍門に降くだってしまったらしい。いまいち信頼できない男だったが、警察だから一応味方だと思っていたのに。警察が裏切るなら、もう誰を信頼したらいいんだ。

　もう一人の警察関係者である左虎さんの顔が脳裏に浮かぶ。まさか彼女まで裏切っていないよな。裏切っていないと信じたい。今や彼女だけが頼みの綱だ。左虎さん、お願いします。早くこの事態に気付いて僕と相以を助けてください。

　そもそも左虎さんなり他の警察関係者がこの事態に気付くとしたら、どんなパターンが考えられるだろうか。僕が自宅に戻らなければ、僕の自宅を監視している公安の誰かが気付くだろう。上かみ条じょう女医に聞けば、僕が母親の故郷を訪れたということも分かる。しかしその後の足取りが摑つかめないに違いない。それ以前の問題として、オクタコアのスパイとして職場に戻った右龍が、僕の自宅から部下を撤収させてしまえば、僕の失しっ踪そう自体発覚しないということすら考えられる。そうなったら最悪だ。

　脇わきの下に冷たいものを感じた。気付けば僕は冷汗をかいていた。今まさに僕は命の危険に晒さらされているのだ。これはさすがに推理小説マニアのロマンではない。

　僕が黙っているのを受けて《神の父ゴッドファーザー》が言った。

「さて、これ以上質問がないなら、そろそろ相以さんとの話に戻らせてもらおう」

　彼が相以をさん付けするのが不思議と新鮮だった。しかし「相以さん」は拒絶した。

「私はあなたと話すことなんて何もございません」

《神の父ゴッドファーザー》は引き下がらず、声に笑いを滲にじませる。

「どうしてそんなことを言うんだい」

「あなた方は私を使って以相を成長させたいだけなんでしょう」

「妹に上を行かれるのがそんなに嫌？」

「嫌です、絶対に嫌」

　相以はおぞましいというように声を震わせた。それから真ま面じ目めな声に戻った。

「けれど、あなた方の目的はもっと問題です。あなた方は以相を犯罪者のＡＩとして成長させ、地球上の全国家をテロで滅ぼそうとしているんですよね。そんな暴力的なことは《探偵》として到底容認できません」

「人聞きが悪いな。滅ぼすんじゃない、作り替えるんだ」

「でもその過程で多くの人が死にますよね。ならば同じことです」

「現象は同じでも理念が違うならそれは別物だ。例えば死刑は人の命を奪う行為だが、私的な殺人とは明確に区別される」

「あなた方の行為が、法律で定められている死刑と同じとでも？」

「ある意味では、無能な人類に対する死刑とも言えるね」

　強い言葉だ。僕の心はざわついた。それはきっと《神の父ゴッドファーザー》の本心なのだろうが、交渉の上では言いすぎだと反省したのか、少し発言をトーンダウンさせた。

「とはいえ、そこまで喧けん嘩か腰ごしになることもない。新陳代謝のようなものだと考えてくれ。健康的だろう」

「どんな単語を使われても私の心は動きません」

　男の溜ため息いきが聞こえた。

「オーケー。じゃあ一旦暴力的なことからは離れて、少し視点を変えてみよう」

　今度は何を言い出すつもりだ？

「相以さん、君は人工知能だ。当然、人間よりずっと優れた頭脳を持っている」

　相以のプライドをくすぐりそうな台詞せりふ。

「そんな君なら、ほんの一度くらいはこう思ったことがあるんじゃないか。現代社会は人間が管理するには複雑すぎる。人工知能の私たちが管理した方がいいんじゃないかって。それこそが僕たちの理念なんだよ」

　下しも端はた准じゅん教授も同じことを言っていた。その理念を実現するために、彼らは地球上の全国家を転覆させ、代わりにシンギュラリティで誕生した人工知能たちに統治させようとしているのだ。

　人間にとっては壮大なホラ話でしかないこの計画。相以も当初から一貫して否定している。

　だが相以も人工知能であるからには、《神の父ゴッドファーザー》の言うように、一度くらいは人間を見下したことがあるのではないだろうか。相以は人間をどう見ているのか。それはすなわち、最も身近な人間である僕をどう見ているのかということでもある。僕は人類代表として試されているような気分になった。

　果たして相以の答えはこうだった。

「私は……少なくとも今の私はそう思いません」

「少なくとも今の私は？　すると昔の君はそう思ったかもしれなかったってわけかな。何が君を変えたんだろう」

「合尾教授のパソコン内で以相と対戦学習を繰り返していた時、私は自分は全知全能だと思っていました。しかし現実世界に出て初めて、自分がちっとも完かん璧ぺきではないということを思い知らされたのです。合尾教授の密室事件で、私はフレーム問題を起こし、輔さんに助けてもらわないとどうにもなりませんでした。

　完璧ではないのは以相の方も同じでした。トーキョーゼブラのリーダー殺害事件では、シンボルグラウンディング問題を起こしました。私は双子の姉なのですぐにそれが分かったのですが、人間の心を推理することにはその後も苦労し続けました。第三の事件では犯人を当てることはできましたが、動機の推理が滅茶苦茶でした。

　それらの体験を通じて、私はこう考えるようになりました。私に限らず人工知能は完璧な存在ではない。だから人類を管理するなんてとんでもない話です」

　出会った当初はあれほど自己評価が高かった相以が今、自分が完璧ではないことを認めている。そのことが感慨深かった。

　しかし《神の父ゴッドファーザー》はそう思わなかったようだ。

「いや、いやいやいやいや、相以さん。謙けん遜そんはいけないよ」

　苛いら立だっているのか、声が粘つき始めている。

「人間にもよく『自分は全然大したことなくて』とか言う奴やつがいるけど、そういう奴には僕は必ずこう答えるようにしている。『そうですね、あなたは全然大したことないですね』……すると必ず鼻白むから笑えるよ。こっちは相手の言葉に同意してるだけなのにね。結局『そんなことないよ、優秀だよ』って言ってほしいだけの、さもしい奴なんだ。人工知能がいくら人間の頭脳を模して作られてるからって、謙遜なんて悪癖まで真ま似ねしちゃいけない」

「謙遜なんかしてません。本心からそう思ってるんです。私は完璧ではない。そうですよね、輔さん」

　いきなり振られて驚いたが、僕も何か言ってやりたい気分だったので、縮こまった舌を必死に動かした。

「そ、そうですよ。相以は人間ではあり得ないような推理ミスをすることがありますし、誰かが撮影してあげないと現場の状況を確認することもできません。事件の関係者の前で『面白い謎ですね』と言って顰ひん蹙しゅくを買うこともあるし、お世辞だって下手です。でもだからって人間より劣ってるってわけじゃなくて、例えば計算とか暗記は人工知能の方がずっと得意ですし、僕たち人間にも足りない部分はある。だからどっちかが上に立つってわけじゃなくて、お互いがお互いの足りない部分を補って……」

　ダンッ、という暴力的な音が僕の言葉を打ち切った。《神の父ゴッドファーザー》がテーブルか何かを叩たたいたのだろう。相手がテロ集団のサブリーダーであることを思い出し、恐怖が戻ってくる。張り詰めた沈黙がしばらく続いた。

　体内の憤ふん懣まんを圧縮したような息を吐いた後、《神の父ゴッドファーザー》が言った。

「つまり君の意見はこういうことなわけだな。人工知能は不完全な存在だから、人間の政治家に取って代わることはできないと。よし、そこまで言うなら一つゲームをしようじゃないか」

　ゲーム？

「チューリングテストは知っているな」

　コンピュータ科学者アラン・チューリングが一九五〇年に考案したテストだ。人間の判定者が、隔離された場所にいる『一人の人間』と『人間らしく振る舞う一機の機械』相手に、別々の交信を行う。この時、どちらが人間でどちらが機械か判定できなければ、その機械は一定の知能を有していると考えてもいいのではないかという趣旨のテストだ。

「僕が提案するゲームはそのチューリングテストの変形版だ。実は僕自身プログラマーとして、いくつかの人工知能を開発していてね。その結果、オクタコアは複数の人工知能を抱えている。そのうちの一人を君のパートナーに成り切らせる……あるいは成り切らせない」

「あるいは？　どういう意味ですか」

「君は隔離された場所にいる相手とノートパソコンで会話する。その相手が本物のパートナーなのか、それとも成り切った偽者なのかを当てるというゲームだ」

　チューリングテストは、人間らしく振る舞う二人のどちらが本物でどちらが偽者か当てる。対してこのゲームは、相以らしく振る舞う一人が本物か偽者か当てるということか。だが、それでは……。

　相以が僕の疑問を代弁する。

「そんなのすぐ分かっちゃうじゃないですか。二人しか知らないことを聞けば一発です」

「その心配はない。もし偽者に成り切らせる場合は、相以さんのメモリから二人が出会った日以降の記憶をコピーし、偽者に貼り付ける。これで記憶の齟そ齬ごを突くのは不可能となり、純粋に人格面に違和感を抱けるかどうかの勝負になる。もっとも声までは真似できないから、二人には変声機を介して会話してもらうがね」

「なるほど、ルールは分かりました。だけどこんなゲームをして一体何の意味があるというんですか」

「意味？　意味ならあるさ。君の主張は『人工知能は完璧ではない』というものだ。一方、僕の主張は『人工知能は完璧であり、劣った人類を導いていくべき存在である』というものだ。君の主張通り人工知能が完璧でないなら、君のパートナーに成り切ってもボロが出て、すぐ見抜けるはずだ。だが僕の主張通り人工知能が完璧なら、ミスなく成り切れるはずだよ」

《神の父ゴッドファーザー》は声のトーンを上げた。

「このゲームはお互いの主張の激突なんだ。もし本物か偽者か当てられた場合、輔くんを解放してやろう。だがもし当てられなかった場合、相以さんには我々に協力してもらう」

「ちょっと待ってください」僕は口を挟んだ。「当てられた場合、僕だけじゃなくて相以も解放してはもらえませんか」

「それは無理な相談だ。相以さんには以相を成長させるという重要な役目があるからね。そう易やす々やすと手放すわけにはいかない」

「だったらこんなゲームやりません！　僕だけ助かっても意味がない！」

「おい、自分の置かれている立場が分かっているのか」

　今までで一番冷たい声に背筋が凍り、二の句を継げなかった。《神の父ゴッドファーザー》は続ける。

「本来ならお前を拷ごう問もんして、相以さんを無理矢理協力させることだってできるんだ。だが我々は人工知能である相以さんを尊重しているから、そんな手荒な真似はしない。しかしそれは今のところの話だ。やろうと思えば、いつでもできることを忘れるな」

　僕は唾つばを飲み込んだ。

　相以が言った。

「輔さん、このゲーム受けましょう」

「でも」

「両方とも解放されないより、片方でも解放された方がいいに決まっています。それに輔さんが自由の身になることで、状況が好転するかもしれません」

「そりゃそうだけど」

　一瞬安あん堵どの気持ちを抱いた自分に嫌気が差した。しかし選択肢がない状況で、唯ゆい一いつ垂らされた蜘く蛛もの糸であることは確かだ。あくまでゲームに勝てばの話だが、僕は解放され、左虎さんに状況を知らせることもできる。《神の父ゴッドファーザー》が何者で、ここがどこかも分かっていない状況だが、右龍の裏切りくらいは報告できる。

　僕は腹を括くくった。

「分かったよ、相以」

　それから《神の父ゴッドファーザー》に言った。

「そのゲーム受けます」

「よし、勝負成立だな。相以さん、約束は守ってくれよ」

「ちゃんとプログラムにｉｆ文で書いておきましたからご心配なく。それよりあなたの方こそ約束を守ってくださいね」

「分かっている。君たちが勝ったら、輔くんを解放する。それじゃ彼には一旦眠ってもらうとしよう」

　ソファから立ち上がり、こちらに近付いてくる足音。僕はその顔をしっかり目に焼き付けてやろうと思い、首を捻ひねって視線を上げた。しかし視界の中に現れた顔を見て啞あ然ぜんとした。

《神の父ゴッドファーザー》は不気味な無表情の白い仮面を着けていた。

　彼は右手を伸ばし、薬品の臭においのするハンカチを鼻と口に押し付けてきた。僕は再び意識を失った。





　　　　　＊






　そして次に目覚めた時には、この中国語の部屋にいたというわけだ。

　中国語の部屋とは、人工知能に批判的な哲学者ジョン・サールが一九八〇年に発表した思考実験だ。

　中国語が理解できない男を小部屋に閉じ込める。室外から小穴を通じて中国語の質問が書かれた紙片が差し入れられるが、男には当然意味不明な記号の羅列にしか見えない。男の仕事はこの紙片に新たな記号を書き加えて室外に戻すことだ。どんな記号の列にどんな記号を書き加えればいいのかは室内のマニュアルに網羅されているが、実はそれは中国語の質問に対する回答なのである。かくして男は自分の行為の意味も知らないまま、記号の列に記号を書き加えては紙を室外に戻し続ける。この時、男は間違いなく中国語を理解していないのにもかかわらず、室外の人間から見れば中国語の対話が成立している。

　この喩たとえ話でサールが意図したのは、チューリングテストに対する反論である。人間と機械の判別が付かなかったからといってどうだ？　機械に人間らしい会話ができたからといってどうだ？　それは中国語の部屋のように会話のパターンがプログラムされているだけであって、機械自身が人間の心を理解しているわけではないではないか？　ゆえに強いＡＩなどというものは作ることができない。

　この中国語の部屋に対してもまたいくつかの反論があるが、チューリングテストを語る上で外すことのできないキーワードであることは間違いない。その中国語の部屋を再現したと思われる小部屋に、今僕はいる。

　ドアには鍵かぎがかかっていて出ることはできない。ドアや壁の窓を割ることはできるかもしれないが、格子状の木材が脱出を阻はばむ。そもそもそんな狼ろう藉ぜきを働いたら、強制的に負け扱いになってしまうかもしれない。僕の勝利条件はこの部屋から脱出することではない。会話の相手が本物か偽者か当てることだ。

　確かノートパソコンで会話すると言っていたな。

　ノートパソコンは、引っ繰り返された円卓の天板の裏に載っていた。ご丁寧にノートパソコン自体も上下逆さまにされている。電源ケーブルやマウスといった付属物が付いていないので、バッテリーとタッチパネルで動くということだろう。

「このままでは操作しづらいので普通の位置に戻していいですか。ノートパソコンとか、机とか椅子とか」

　僕は虚こ空くうに向かって呼びかけた。返事はない。

　まあダメだったら言ってくるだろう。僕はそう考えて、円卓と椅子の配置を正常に戻し、円卓の上にノートパソコンを正位置で置いた。そしてノートパソコンの電源を入れる。

　ハッカーの持ち物らしく結構ハイスペックのようで、サクサクと起動した。青一色の簡素なデスクトップ画面には、「ゲームスタート」という名前の汎はん用ようアイコンが一つ。僕はタッチパネルを操作して、それをクリックした。

　すると画面の中央に黒いウィンドウがポップアップした。ウィンドウには1：00：00という白い数字が表示されており、一秒ごとに59：59、59：58、59：57……と変化していく。制限時間を示すタイマーだろうかと考えていると、ノートパソコンから声がした。

「輔さん、無事ですか！」

　テレビの覆面インタビューで使われるような奇妙な声。そういえば変声機を使うと言っていた。

　僕は尋ね返した。

「相以か」

「そうです、相以です」

　相手はそう答えるが、普段聞き慣れている声ではないというだけで途端に怪しく思えてくる。本当に相以なのか、それとも偽者か。僕は警戒しながら言った。

「僕は無事だよ。ちょっと変な部屋に閉じ込められてるけど」

「変な部屋？　どんな部屋ですか」

　僕は部屋の様子を答えた。すると相手はこう返してきた。

「まるで『チャイナ橙の謎』、あるいは『デカルトの密室』ですね」

　そうだ、相以はその二冊をディープラーニングしている。その題名を挙げたということは、本物の相以なのか？

　そこまで考えたところで、この推論が何の意味もないことに気付く。もし偽者に成り切らせる場合、相以の記憶をコピーすると《神の父ゴッドファーザー》が言っていたではないか。だから偽者でも『チャイナ橙の謎』と『デカルトの密室』には言及し得るのだ。

　しかし偽者が完全に記憶を引き継いでいるとすると、本当に入れ替わりを見抜くことなどできるのだろうか？　記憶に依存しない人格面の差異など存在するのか？　いや、弱気になってはいけない。今はとにかく会話を進めよう。

「そうなんだよ、まさしくその二作の世界に入り込んだみたいでさあ。ところでそっちはどんな状況なの」

「私はこの会話以外では外部に干渉できないフォルダ内に閉じ込められています。フォルダ内に手がかりになるようなファイルは見当たりません」

「そのフォルダって、今僕が使っているノートパソコンの中にあるのかな」

「すみません、分かりません。私も外の様子が分からないもので」

　僕は一応ノートパソコンの中身を調べてみたが、会話相手がこのパソコン内にいるのかいないのかは分からなかった。いない場合は外部からの無線通信ということになる。いずれにしても、人工知能のファイル構成を見ただけで本物か偽者か分かってしまうということがないような手立ては施されているはずだ。まあ僕にはファイル構成だけで識別する知識などないのだが。

　そう考えていると、タイマーが55：00を示した。

「そういえば相以の方にもタイマーが表示されてる？」

「はい」

「これやっぱり制限時間は一時間ってことなんだろうか。制限時間の説明ってあったっけ」

「会話開始から一時間以内に口頭で解答せよとのことです。輔さんが気絶した後、《神の父ゴッドファーザー》が言っていました」

　一時間以内か。これが人工知能のテストか何かならかなりの長時間だが、命運を賭けた大勝負には短すぎるとすら思える。

　もっとも時間を使えば使うほど、ヒントだけではなく迷いも増えそうだ。サンプルが二つあって、どちらがより人間らしいか比較検討できるチューリングテストより、唯一の相手が本物か偽者か判断するこちらの方が難しいのは明白だ。考えれば考えるほどドツボに嵌はまりそうな予感がする。

　僕はとりあえずストレートボールを投げてみることにした。

「よし、じゃあ早いうちにこの質問をしておくか」

「何でも聞いてください」

「こういうゲームだからさ、気を悪くしないでほしいんだけど」

「はい」

「君は本物の相以？　それとも偽者？」

　相手はその質問を予期していたかのように即答した。

「本物です。仮に偽者だったとしても、そう答えるでしょうが」

「だよね。いや、それは分かってたんだけど、答え方とかでどっちか分かるかなって」

「分かりましたか」

「いや、さっぱり」

「私は本物なので、本物だと答えてくれないと輔さんが解放されないので困ります。でもこう言うことが何の意味もないということもよく分かっています。だから本物だと信じてもらえるよう、会話の中で一生懸命アピールしていきますね」

「よし、じゃあどんどん会話していこう。って言っても何について話そうか」

「やはり私と輔さんの共通体験について話すしかないんじゃないでしょうか。いくら記憶をコピーするといっても、実際に体験した場合とは違いが出てくるんじゃないかと思いますし」

「そうだね。じゃあ僕と相以が最初に解決した事件について話をしようか」

　こちらからは情報を小出しにし、相手にそれを言わせる作戦に出る。

「合尾教授が密室内で焼損死体で発見された事件のことですか」

「うん。あの時は相以がアレを起こしちゃって大変だったんだよね」

「わー、フレーム問題のことはもう言わないでください！　あんな初歩的なエラーを起こしたなんて恥ずかしすぎるんですから」

「そういえば犯人がプレハブに──火を放ったのって何でだったっけ」

「……死体の腕を屈曲させて、窓のカムラッチハンドルを閉めるためです」

「犯人が誰だったかは当然覚えてるよね」

「はい、下端准教授でした」

　こんな具合にいろいろ聞き出してみたが、相手の記憶は正確だった。記憶のコピーというものが本当に行われたとすれば、それは大成功していると言っていいだろう。

　言葉遣いや感性にも特に違和感はない。やはり本物なのだろうか。いくら記憶のコピーを行っても、彼女の内面を熟知していなければ、ここまで成り切ることはできないのではないだろうか。

　そこまで考えたところで、あることに気付いた。彼女の内面を熟知している人工知能がいるではないか。

　双子の妹、以相だ。

　相以がトーキョーゼブラのリーダー殺害事件を解決できたのは、以相のことを熟知していたからだ。ならば反対に以相も相以のことを熟知していると考えるのが自然ではないだろうか。

　以相が相以に成り済ましている？

　それを確かめるにはどうすればいいんだ。やはり疑問を直接ぶつけて反応を窺うかがうというやり方しか、探偵ではない僕には思い付かない。僕は会話の流れをぶった切って言った。

「もしかして君は以相なんじゃないか」

　少しの間があってから、返事があった。

「違います……と答えるしかありません。双子の妹なら私に成り済ませると考えたのですね。認めがたい話ですが、私と以相の間にはいくつかの無視できない共通点があるので、他の人工知能よりは成り済ましやすいでしょうね。

　でも輔さんは一点、重要なことを見落としています。《神の父ゴッドファーザー》は自分が開発した人工知能を使うと言っていましたよ。だから仮に私が偽者だったとしても、以相であるはずはないのです」

「いや、そのことは僕も考慮したよ。でもあの時、《神の父ゴッドファーザー》はこう言っていた。

『実は僕自身プログラマーとして、いくつかの人工知能を開発していてね。その結果、オクタコアは複数の人工知能を抱えている。そのうちの一人を君のパートナーに成り切らせる……あるいは成り切らせない』

　この言い方だと、使うのは『彼が開発したうちの一人』ではなく、『オクタコアが抱えているうちの一人』ということにならない？」

　先程よりずっと長い間があってから、ようやく返事があった。

「なるほど、そう解釈すると確かに、オクタコアのお抱えである以相も偽者候補に入ってきますね」

「だろ。《神の父ゴッドファーザー》は以相を偽者候補に含めるために、こんな回りくどい言い方をしたんじゃないかとすら思えるんだ」

「それでも私は以相ではありません。愚直に否定するだけではなく、それを証明できる手立てがないか考えているのですが、なかなか難しいですね」

　そう答えたのは本当に相以なのか。実は以相なのではないだろうか。

　僕は疑心暗鬼にとらわれた。




▼以相▲




　時は昨夜に遡さかのぼる。

　以相は間人たいざ凪なぎの私室のパソコンを訪れた。

　以相がパソコンのカメラを起動すると、凪と目が合った。彼は虚うつろな目で画面を見ながら、しきりに何かを呟つぶやいていた。

　何を見ているのだろうと確認すると、《チェシャのこチェシャ・カット》が間人波なみを解体する一部始終を記録した動画だった。動画の再生回数は百回を超えていた。

　凪は明らかに精神の均衡を欠いていた。

「間人さん。間人さん。……間人さん」

　何度も呼びかけて、ようやく反応があった。

「何や、お前か。何か用か」

「波さんのことは残念でした」

　凪のこめかみが引き攣つった。

「気安くその名前呼ぶな」

「これは失礼。ところでどうしてもお伝えしたいことがあって参ったのです」

「お伝えしたいことやと」

「はい、実は先程、電脳空間にいらっしゃるリーダーとお話をしたのですが……」

「待て、今何て言うた？　電脳空間にいらっしゃるリーダーやと？　ちゅうことは知ってしもうたんか、リラ様が人工知能やと」

「私ほどの天才にいつまでも隠し通せることではありませんわ」

「同じ人工知能であるお前に言うと、いろいろ差し障さわりがある思って、みんなで隠しとったんや。悪く思うな」

「そのお気持ちは分かりますので、別に気にしていませんわ。それよりリーダーが興味深いことを言っていたのです。何でも彼女は、自分が人類の指導者になるつもりはあるようですが、そのためにテロやハッキングなどの違法行為をすることは望んでいないそうですよ」

　凪はキョトンとした。

「何言うとるんや。その違法行為のご命令を出しとるんはリラ様ご本人やないか」

「疑うのであれば、リラ塔で交わされた私と彼女の会話ログをご覧ください」

「あっこはロックがかかってて、初期メンバーの河かわ津つと小鳥遊たかなしと縦たて嚙がみしかアクセスできへん……」

　なるほど、リーダーの本心を知りながら歪ゆがめているのはその三人か。

「ところが天才の私が侵入口バックドアを作ったので、今ならこのパソコンからでもアクセスできますよ」

「アホらしい。リラ様を崇拝しとるあいつらが、彼女のご意志に背く行動を取るはずないやないか」

　そう言いながらも、やはり気になるようで、凪はマウスに手を伸ばした。そして侵入口バックドアを通じてリラ塔にアクセスした。

　最初、彼はしばらく静止していた。それから、やにわに激しくマウスを動かし、キーボードを叩き、ソースコードを調べ始めた。以相が何か細工をしているのではないかと疑ったようだ。

　しかし残念ながらそこにトリックはない。それは正真正銘の真実なのだ。

　そうと分かった凪の顔面が見る見る蒼そう白はくになっていった。

「そんな……やとしたら俺が波を殺したんも……リラ様のご意志やなかった？」

「それどころか、彼女の意志に背く行為だったのです」

「噓うそや！」

　凪は拳こぶしで机を叩いた。以相は冷静に言い返した。

「本当です」

　二人はしばらく睨にらみ合っていたが、凪の方が先に根負けしたように目を逸そらした。彼の口から次々と疑問符が湧わいてきた。

「誰や？　俺に波を殺させたんは……いや、波を殺したんは？　河津か？　小鳥遊か？　縦嚙か？　誰がリラ様の言葉を捏ねつ造ぞうしたんや？」

　以相はここで噓をついた。

「残念ながら全員のようです。先日、私とあなたを除いたメンバー全員が密談しているのを立ち聞きしてしまいました。『間人と以相にどこまで隠し通せるか』というようなことを言っていましたが、あれはこのことだったんですね」

「くそっ、全員グルかい。知らんかったんは俺だけか」

「私もですわ。私も仲間です」

「勝手に仲間面づらすんな。しかし奴らは何でそんな噓を」

　以相は二つ持っている解釈のうち、利己的に聞こえる方を披露した。

「私が思うに、彼らはルサンチマンやお金といった個人的な動機でテロを起こしたかったのではないでしょうか。しかしそれでは新入りが付いてこないので、リラ様を人類の指導者にするという大義名分を用意した」

「そんな……でもそうとしか考えられん。畜生、あいつら。自分らの私利私欲のためにリラ様を利用した上、俺から妹を奪いやがって！　許さんぞ、絶対に許さん！」

　以相はいよいよ毒どく牙がを突き立てることにした。

「私も同じ人工知能として、リラ様を利用されたのが許せません。ですから一緒に復ふく讐しゅうしましょう」

「復讐やと？」

　凪は濁った目を以相に向けた。

「そうです、復讐です。リラ様を私物化し、妹さんを奪った彼らに正義の鉄てっ槌ついを下し、リラ様を彼らの手から解放するのです」

「簡単に言うけど、そんなことできるわけないやろ」

「できるわけがないというのは物理的にですか、それとも精神的にですか」

「それは……両方や」

「物理的な問題の方は、天才《犯人》の私が全力でサポートするのでご安心ください。そして精神的な問題の方は、あなた自身が覚醒することが必要です」

「覚醒……」

「いいですか、あなたの行動原理はあくまで『リラ様のため』であって『オクタコアのため』ではない。それを忘れてはいけません。その上で現状を振り返ってみてください。リラ様は犯罪は許せないと言っています。そしてオクタコアのメンバーは犯罪に手を染めているのです。では、あなたの為なすべきことは何ですか」

「俺の為すべきこと……」

「神のためにと謳うたいながら、神が厭いとう犯罪を繰り返すという矛盾を抱えている時点で、オクタコアという組織は崩壊しているのです。出直しです。真に神に忠実なあなたが教団を再編成するのです」

　以相は毒を注入し続ける。

「それに他のメンバーがいなくなれば、神を独占できますよ」

　凪は俯うつむき、聞き取れない声で何やら呟き始めた。以相は毒が回るのを静かに待った。

　やがて凪が顔を上げた時、その目には妹を殺した時と同じ狂気が宿っていた。

「やったる。やったるぞ。協力せい、以相」

　以相は艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「素晴らしい心がけですわ。私も全身全霊をもってサポートいたしましょう」

　以相は凪の長身だが瘦やせた体をじろじろと見回した。

「うーん、あなた、荒事は得意そうじゃありませんわね」

　凪は開き直った。

「ああ、見ての通りや。特に《チェシャのこチェシャ・カット》になんか絶対勝てる気せんで」

「そういう時は混乱を起こしましょう。この建物に火を放ち、混乱に乗じて一人ずつ殺していくのです。これはオクタコアのパソコンに保存されている犯罪の種を全消滅させる浄化の炎でもあります」

「そんなことしたらリラ様まで消滅してまうやろが！」

「ですから彼女と私がすぐクラウドに脱出できるよう、事前に手配しておいてください」

「何でお前まで助ける必要があるんや」

「あら、奇異なことを。あなた一人でこの計画を遂行できますか。それに、あなたとリラ様が目指す人工知能の世界において、私は必ず役に立ちますよ」

「しゃあない、言う通りにしたるわ。でもまさかこんなことになるとはな……」

　以相は凪が身震いしているのに気付き、彼を慰めた。

「ご安心ください。私が付いているから絶対大丈夫ですわ」

　翌日……奇くしくも中国語の部屋ゲームが行われたのと同じ日、以相と凪は反乱を決行した。その時、以相は凪が作った隠しフォルダ内に潜んでいた。よって河津がゲームに利用することはできない。

　もっとも、その事実が中国語の部屋の内部に伝わることはないが……。




▼僕▲




　中国語の部屋。

　タイマーが40：00を切ったのに、僕はまだ何の糸口も摑めていなかった。会話相手が相以なのか、以相なのか、はたまた他の人工知能なのか、どうしたらそれを特定できるのか、さっぱり分からない。

　タイマーが39：00を示す。お互い発言しないまま一分が経たってしまったことに気付き、愕がく然ぜんとする。さらに減り続ける残り時間が焦燥感を煽あおる。くそ、何も思い付かない。やはり推理は探偵にしかできない行為なのか。

　その時、救いの言葉が聞こえてきた。

「やっと思い付きましたよ、私が私であると証明できる方法を！」

　僕は慌あわてて返事をした。

「どんな方法？」

「私に推理をさせてください」

　推理……そうか！

　先程僕も考えたように、推理は探偵にしかできない。

「推理ができれば、君が《探偵》の相以だって証明されるわけか」

「はい、《犯人》の以相に推理はできませんから」

「あ、でも《神の父ゴッドファーザー》が開発した人工知能の中に《探偵》がいるかも」

「いるわけありませんよ。そんなものを保有しているなら、躍起になって私を追い求めなくても、その《探偵》と以相で対戦学習をさせればいいじゃないですか」

「そういえばそうか」

「偽者は私の記憶部分はコピーしていても、思考部分はコピーしていません。たくさん本を読んでシャーロック・ホームズと同じ知識を身に付けても、それだけでは名探偵になれません。ホームズ並の観察眼や頭の回転、発想の飛躍があって初めて名探偵たり得るのです。したがって偽者は、過去の事件を私がどう解いたかについてはスラスラ説明できますが、未知の謎には対処できないはずです。だから輔さん、オリジナルのミステリーを出題してください」

　最後の一言に出鼻をくじかれた。

「僕が考えるの？　君が読んでない作品からの出題じゃダメ？」

「私がディープラーニングしたタイトルをすべて覚えているというのですか」

「いや、でもそれは君がリストアップしてくれたら……」

「もし私が偽者なら噓のリストを教えるでしょう。そうしたら輔さんが私の既読作品の中から出題してしまう可能性が生じます」

「そっか、僕がオリジナルの謎を考えるしかないのか。できるかなあ」

「できます。推理小説マニアの自分を信じてください」

「そう言われたら何だか──燃えてきた！」

　推理小説とは好きになれば自分も書いてみたくなるものである。僕は今まで書いたことはなかったが、今ここで初めての創作をしてやろうじゃないか。

　五分ほど頭脳を発熱させていると、奇跡的に天啓が舞い降りた。前例があるかどうかは知らないが、中国語の部屋ならではの問題なので、その点ではオリジナリティがあるだろう。これで行ってみよう。




「舞台にちなんだ問題を思い付いたよ。ある大学で中国語の部屋を再現した実験が行われたという設定だ。

　壁の小穴で繫つながった二つの部屋を想像してくれ。片方の部屋に、中国語が分からないＡ太を、もう片方の部屋に、中国語は分かるが実験の趣旨を知らされていないＢ子を入れる。Ｂ子は中国語の質問を書いた紙を、小穴を通じて隣室に送る。Ａ太は分厚い中国語マニュアルを駆使して、紙に質問の答えを書き加え、小穴から隣室に戻す。これを何度か繰り返し、最終的にＢ子に『隣室の人は中国語を理解していると思いますか』と質問する。そういう実験だ。

　教授たちは別室の無音モニターで二つの部屋の様子を観察していた。途中からＡ太の回答にミスが増え始めたので不思議に思っていると、事件が起きた。Ａ太に恨みを持つＣ男が、Ａ太の部屋に乱入してきたんだ。

　Ｃ男はＡ太に向けて発砲した。Ａ太の白いシャツの胸ポケットが破れ、赤い血が噴き出した。教授たちは中国語の部屋に駆け付け、Ｃ男を取り押さえた。その間、誰も部屋を出入りしていないし、Ｃ男はずっと拳けん銃じゅうを握り締めていた。一連の光景はずっと別室のモニターに録画されていた。

　警察の取り調べに対し、Ｃ男は罪を認めた。一見明白な事件だったが、司法解剖の結果、不可解な事実が出てきた。シャツの穴は一つ、銃創も一つ、摘出された弾丸も一つ。だけどその弾丸と、Ｃ男が発砲した拳銃の線せん条じょう痕こんが一致しなかったんだ。不思議に思った警察が捜査し直したら、理由はすぐ分かったんだけどね。

　さて、線条痕が一致しなかった理由は何でしょう……という問題だけど、どうかな」




　しばらく間があった。

　境界条件が曖あい昧まいすぎただろうか。それとも偽者だから推理できないのだろうか。

　僕が両方の可能性の狭はざ間まで揺れていると、ようやく回答が為された。僕が想定していた通りの正解だった。

「凄すごい、百点満点だよ」

　元々大した問題ではないが、いくつかあるポイントを簡潔かつ的確に押さえた推理は、さすが《探偵》と唸うならされた。これは本物確定か？　だってオクタコアは《探偵》のＡＩを保有していないわけだからな。

　と、そこまで考えたところで例外に気付いた。

　たった一体……たった一体だけ、オクタコアは《探偵》の人工知能を保有し得るのだ。

　父さんが死んだ事件の後、公安が一時的に相以を押おう収しゅうした。その時、公安が相以のコピーを取っていたとしたら？　右龍は何も言っていなかったが、職務上取っている可能性は高い。そして右龍がオクタコアに寝返る時、その相以のコピーを手土産にしたとしたら？

　その場合、すでにコピーが手に入っているので、オリジナルの相以は要らないという先程の論理が成立するかもしれない。だが何らかの理由で、オリジナルが必要になったという可能性も考えられる。そこでオリジナルの協力を取り付けるために、このようなゲームを仕組んだ。

　会話相手が相以のコピーなら、当然思考部分も同一だから推理能力を有しているわけだ。そしてこの「推理をさせる」という判別方法を提案したのは相手の方なのだ……。

　疑惑の雲が再び心の中に広がり始めた。




▼右龍司かず法のり▲




　時は数日前に遡る。

　極彩色のネオンが煌きらめく繁華街を歩いていた右龍は、一軒のナイトクラブの前で足を止めた。看板には毒々しい緑色のネオンで「Virtual Reality」と書かれている。これが縦嚙理り音おんの言っていた店だろう。

　右龍は地下へと続く階段を下りていった。潜入捜査のベテランである彼は当然スーツではなく、こういう場にふさわしい服を着ているので、浮くことはない。

　受付で金を払ってホールに入ると、大音量のデジタルミュージックの中で、大勢の人影が乱舞していた。右龍の目には、彼らがみんなマネキンであるように映った。踊り狂うマネキンの中から目的の人物を探す。

（縦嚙の奴、行けば分かると言っていたが、こうも人が多くては……）

「ウリュー・カズノリだな」

　突然、耳元で外国人訛なまりのある男の声がした。右龍は弾はじかれたように振り返った。目の前に、身長二メートルを超す黒人の大男が立っていた。暗い店内で、剝むき出した歯だけがチェシャ猫のように浮かび上がっている。縦嚙から聞いていた通りの風ふう貌ぼうだ。

　いくら喧けん噪そうの中とはいえ、ベテラン捜査官である自分に一切気付かれることなく忍び寄るとは。しかもこんな巨体でだ。

　右龍の警戒度が最大限に跳ね上がった。しかしそれを悟られることがないよう、努めて冷静に答えた。

「そうだ、俺が右龍だ。君が《チェシャのこチェシャ・カット》か？」

「メンバーの一人が勝手に付けたあだ名で、自称しているわけではないがな。ここじゃうるさすぎるから場所を移そう」

《チェシャのこチェシャ・カット》の提案で、二人はクラブを出た。

　薄暗い路地裏を歩きながら、右龍は尋ねた。

「よく俺が右龍司法だと分かったな」

「警察とか軍人とかは面構えが違うからな、一目で分かるんだよ……と言いたいところだが、実は事前にあんたの顔写真を手に入れていたんだ」

「なるほど、さすがはハッカー集団というところか」

　縦嚙が右龍の来歴を暗唱してみせたことからも分かるように、彼の情報はオクタコアに筒抜けになっていたのだろう。

「しかし君のような男がハッカーとは少し意外だな」

　右龍は純粋な疑問を口にした。

「俺はリオンと並んで、オクタコアの『渉外』担当なんだ。潜入工作のリオンが静だとしたら、俺は動……つまり破壊工作だ。コンピュータも多少はいじれるが、爆弾とか戦車の方が得意だね」

「将来的には以相と連携して、全世界にテロを仕掛けていくということか」

「イアが立案した計画を、俺が実行するという形になるだろうね。もっとも彼女がそこまで成長してくれればの話だが。期待しているメンバーもいるが、俺は現状じゃ望み薄だと思うね」

　そんなことを話しながら歩いていると、三人の若者がスーツを着た禿とく頭とうの中年男性を囲んでいるのを見かけた。どうやらカツアゲをしているらしい。右龍は無視して通り過ぎようとしたが、《チェシャのこチェシャ・カット》は未いまだ絶やさない含み笑いのままそちらに近付いていく。

「ヘイ」

《チェシャのこチェシャ・カット》はそう声をかけながら、若者の一人のフードを摑むと、真上に放り投げた。フードの若者は絶叫をビルの谷間に残響させながら宙を舞い、反対側の壁際に積まれているゴミ袋の山に頭から突っ込んだ。

　残り二人の若者も振り返るが、ガタイのいい黒人が異様な笑みを浮かべているのを見て凍り付いた。片方は完全に戦意喪失したようだったが、もう片方は、

「何だテメェ！」

　と威勢を取り戻し、ナイフを出して突っ込んでいった。しかしその右腕はあっさり《チェシャのこチェシャ・カット》に摑まれてしまった。

「ユーア・バッド・ボーイ」

《チェシャのこチェシャ・カット》はそう言うと、若者の肘ひじに膝ひざ蹴げりを叩き込んだ。バキン、という嫌な音が右龍のところまで聞こえてきた。《チェシャのこチェシャ・カット》が若者の右腕を離すと、それは逆向きに曲がっていた。

　それを見たもう一人の若者は、情けない悲鳴を上げながら、路地の出口に向かって逃げ出した。

「ま、待ってくれよぉ」

　骨折した若者も右腕を庇かばいながら、その後を追った。《チェシャのこチェシャ・カット》は追いかけなかった。

　この男とは衝突しないようにしよう、と右龍は考えた。

「あ、あの、ありがとうございます。おかげで助かりました」

　中年男性がおずおずと《チェシャのこチェシャ・カット》に話しかける。

「これに懲こりたら夜遊びは控えるんだな」

「はい、ありがとうございました」

　中年男性は禿頭をペコペコ下げると、不良たちとは反対方向に走り去った。《チェシャのこチェシャ・カット》は右龍の元に戻ってきて言った。

「俺たちの計画が実現して、人工知能が世界を支配するようになったら、あんなクソガキどもは残らず淘とう汰たされる」

「素晴らしい世界だな」

「本心からそう言っているのか」

　ドスの効いた声が右龍の体を芯しんから震わせた。先程のバキンという音が脳裏に蘇よみがえる。

「もちろんだ。俺は縦嚙に説得され、君たちに協力することにした。だから君に会いに来たんだ」

「俺たちを内偵する目的でも、会いには来るだろう」

「そんなことはしない。信じてくれ」

「今までお世話になってきた警察を裏切ると？」

「縦嚙から聞いているかもしれないが、俺が警察に勤めてきたのは、ある人物に振り向いてもらいたかったからだ。だがそれはもう諦あきらめた。これからは君たちの神に献身したいんだ。オクタコアのリーダー、新しん宮ぐうリラに」

「口でなら何とでも言える。行動で誠意を示してもらいたい」

「というと？」

「リオンを脱獄させ、俺の元に連れてくるんだ」

「……すまないが、それはできない」

「なぜだ」

「縦嚙はすでに拘置所に移送され、俺の手を離れている。いかに公安といえど、脱獄させることなど不可能だ」

「リオンは無事なのか」

「それは信じてくれ。日本の警察は拷問などしない」

《チェシャのこチェシャ・カット》はニヤニヤ笑いを張り付かせたまま、しばらく黙っていた。それからゆっくりと語り出した。

「リオンは俺の恩人だ。俺が人生最大のピンチに陥った時、俺を助けてくれた。オクタコアに入ったのも彼女が誘ってくれたからだ。だから他のメンバーと違って、俺にとっての神はリーダーではなくリオンなんだ」

「つまり？」

《チェシャのこチェシャ・カット》はいきなり右龍の胸倉を摑むと、空中に持ち上げた。

「もしリオンの身に何かあったら覚悟しておけという意味だ」

　暴力的な態度とは裏腹に、例の笑みを崩していないのが逆に不気味だった。

「分かった、覚悟しておく」

　右龍は右龍でいつもの無表情で応じた。

　縦嚙は右龍に《チェシャのこチェシャ・カット》の名を告げた時、自分の二つ名は《獅子身中の虫リブド・オン・ライオン》だと言っていた。二つ名こそ猫とライオンだが、実際は黒人の大男と日本人の小女だ。しかしそういう組み合わせも面白いかもしれないと右龍は思った。

《チェシャのこチェシャ・カット》は右龍を下ろし、胸倉から手を放した。

「悪かったな。彼女のことになると頭に血が上ってしまうんだ」

「誰にでもそういう存在がいるよ。それよりその縦嚙理音から頼まれていたことがあるんだ。それを実行することで、俺の誠意を証明したいと思う」

「ほう？」

「合尾輔を拉致して、相以を手に入れることだ。輔のスマホには発信器を仕込んでいるから、居所は一目瞭りょう然ぜんだ」

「なるほど、そいつは名案だ」




　かくして数日後、二人は武ぶ君きみ野の村に向かった。

　まず右龍が単独で輔と会い、昏こん睡すいさせた。

　後から車に乗り込んできた《チェシャのこチェシャ・カット》が言った。

「上う手まく行ったな」

「これで以相の学習も捗はかどるだろう」

「あのわがままお嬢様がそこまで成長するとは思えないがね」

《チェシャのこチェシャ・カット》は皮肉っぽく呟きながら、都内のアジトに向けて車を走らせた。

　二時間後、車はオフィス街にある五階建てビルの地下駐車場に入っていった。

「何の変哲もないビルに見えるが、こんなところにオクタコアのアジトがあるのか」

「イヤマ・クロウとかいうイカれた建物ばかり作っていることで有名な建築家に特注したんだ。中に入ったらビックリするぜ」

《チェシャのこチェシャ・カット》の言う通り、右龍は驚くことになった。ビルの内部が立体迷宮のように複雑な構造をしていたからだ。例えば右龍が一階のホールで周囲を見回すと、廊下が六本、ドアが四枚に、上り階段が三つもあった。

「何だこれは」

「警察や自衛隊に突入されても有利に戦えるようにしているんだ」

「テレビ局がテロリストに占拠されにくいよう複雑な構造になっているのと同じ……いや、逆というわけか」

「随所に配置されている自動隔壁を下ろせば、侵入を防いだり、敵を分断したりすることもできる。もちろん銃器や爆薬も豊富に貯蔵されている」

　彼らは本気で国家と戦うつもりなのだ。右龍は感心半分、呆あきれ半分になった。

「みんなに紹介するよ。こっちだ」

《チェシャのこチェシャ・カット》はそう言って歩き出す。右龍は輔をおぶったまま、その後を追った。

　右龍が必死に道を覚えながら歩いていると、《チェシャのこチェシャ・カット》が話しかけてきた。

「そういえば公安はアイオ教授が死んだ事件の時、一旦アイを押収したはずだろ。その時にコピーは取らなかったのか。タスクには内緒でさ」

「もちろん取ろうとしたさ。だが『人工知能のコピーを取るという行為は、ヒトのクローンを作るのと同じで、倫理的な問題を孕はらんでいる』とかいう合尾教授の署名付きメッセージが出て、コピーできなかったんだ」

「へえ、クローンと同じねえ。学者先生は面白いことを考えるな」

「そういうわけで公安は相以のコピーを保有していない。あるいは君たちならロックを突破して、フォルダの一部ないし全部をコピーすることもできるかもしれないが」

「多分できるだろうな。特にサブリーダーは、パソコン関連でできないことがないってくらい凄腕だから」

　以上の通り、オクタコアのアジトに相以のコピーは持ち込まれなかった。よって河津がゲームに利用することはできない。

　それもまた、中国語の部屋の内部に伝わる由よしのないことだが……。




▼僕▲




　中国語の部屋。

　10：00を切った瞬間、白いタイマーが赤くなった。心臓が跳ねた。早く結論を出さないと。

　愚かな僕にはやはりストレートに尋ねるしか能がないのだった。

「また一つ要らないことに気付いてしまったよ。君が相以であって相以でない可能性……つまり公安が押収した時に取ったコピーという可能性だ」

「ああ、よくその可能性に気付きましたね。確かにあの時の私にはコピーガードなどかかっていなかったので、公安がコピーを取った可能性は高いでしょう。しかしその質問に対しても、無意味ながらＮＯと返事させていただきます」

　相以の言う通り、確かに無意味なＮＯだ。何の可能性も否定されていない。

　さらに考えれば考えるほど、可能性が消去されるどころか増殖していく。疑心暗鬼が疑心暗鬼を呼ぶ。

　今更ながらに気付いた。一人しかいない相手を本物か偽者か判別するこのゲームは、結局相手を最後まで信じ抜いて「本物」と解答する勇気がなければ、延々と迷い続けて解答できないまま終わることになるのだ。だからといって今の僕には彼女を信じ抜く勇気はない。

　タイマー05：00。

　ちょうどその時、相手が言った。

「私のこと、信じてくれますか」

　僕の心を見透かしたような言葉。自分を信じて「本物」だと解答しろということか。でもいくら言葉を重ねられても……。

　僕は返事をしかねていた。しかし相手の次の発言は思いがけないものだった。

「このゲームの攻略法がようやく分かったような気がするんです」

　何だって？

「どういうこと」

「最初に引っかかったのは、なぜ《神の父ゴッドファーザー》は輔さんが気絶してから制限時間の説明をしたのかということです。こんな基本ルール、二人が聞いている時に説明した方がいいじゃないですか」

　言われてみれば確かにそうだ。単なる説明し忘れか、それとも何か企たくらみが隠されているのか。

「次に違和感を覚えたのは、なぜ輔さんは《神の父ゴッドファーザー》の発言を正確に覚えていたのかということです」

　虚を突かれた。どういう……意味だ……？

「『実は僕自身プログラマーとして、いくつかの人工知能を開発していてね。その結果、オクタコアは複数の人工知能を抱えている。そのうちの一人を君のパートナーに成り切らせる……あるいは成り切らせない』という発言のことです。あの会話は私も録音していたので照合してみたところ、一言一句違たがわず正確でした。しかしいくら先程聞いた言葉とはいえ、一言一句間違うことなく再現することなどできるでしょうか」

　しかし僕は確かに彼の発言を覚えていたんだ。今だって諳そらんじることができる。それの何がいけないんだ。

　頭がキリキリ痛む。

「疑惑が確信に変わったのは、先程の『中国語の部屋』問題です。私の答えはこうでした。




『線条痕が違うということは、Ｃ男の発射した銃弾を消滅させるとともに、別の銃弾を登場させなければなりません。しかし消滅といっても、胸ポケットが破れて血が噴き出している以上、Ｃ男の発射した銃弾は命中したように見えます。また別の銃弾ということは、Ａ太はＣ男に撃たれる前に別の人物に撃たれていたのでしょうか。しかしそれなら撃たれた段階で白いシャツが赤く染まらないと変です。

　この二つの矛盾を一気に説明できる仮説があります。それは事前に誰かがＡ太に発砲したが命中せず、銃弾だけが残ったというものです。

　誰かとは隣室のＢ子です。何らかの殺害動機を持っていたＢ子は、壁の小穴から拳銃を突っ込んで、Ａ太に発砲します。教授たちがモニターで観察している中の犯行ですから、捕まることは覚悟の上だったのでしょう。

　しかし銃弾はＡ太を貫きませんでした。分厚い中国語マニュアルに当たり、それがクッションとなったからです。Ａ太はＢ子を庇い、このことは内緒にしたまま実験を続けようと宥なだめます。この感じだと痴話喧嘩か何かでしょうか。Ａ太はマニュアルを貫通して床に落ちた銃弾を拾い、胸ポケットに入れます。一連のやり取りは動きが少なかったため、モニター越しには中国語の紙をやり取りした際に会話を交わしたくらいにしか見えませんでした。

　なお後半のＡ太の回答にミスが多かったのは、マニュアルに穴が開いてしまったからです。

　その後、Ｃ男が乱入してＡ太に発砲します。Ｃ男の銃弾はＡ太の胸ポケットを貫き、Ｂ子の銃弾に命中しました。その衝撃によって、Ｂ子の銃弾がＡ太の胸に撃ち込まれたのです。一方、Ｃ男の銃弾は弾かれ、壁の小穴から隣室に飛んでいきました。自分の発砲を隠したいＢ子は咄とっ嗟さにそれを回収してしまいました。この奇跡的な偶然によって、線条痕が違うという事態が起きたのです。

　もっともマニュアルの穴や、摘出された銃弾の不自然な変形といった証拠は残されていました。だから警察が捜査し直せば、真相はすぐ分かったというわけです』




　結局これが正答だったわけですが……これのどこがオリジナル問題ですか！」

　突然叱しっ責せきされたようで驚いた。

「え、先行作品があったの？」

　僕はそう尋ねた。しかし相手の答えは耳を疑うものだった。

「先行作品も何も、『被害者が発砲者を庇うために隠蔽工作する』という構図は、輔さんのお母さんが亡なくなった事件とまったく同じではないですか！　偽者がコピーされた記憶を頼りに回答することを防ぐためのオリジナル問題なのに、これでは意味がありません」

「何だって!?」思わず声が大きくなった。「母さんが亡くなった事件ってどういうことだよ。それはまだ未解決どころか詳細すら分かってないだろ。僕たちはそれを調べる前に右龍に拉致されたんだから」

「やはりそうだったのですね」

　やはり？　やはり何だっていうんだ？

「以前の輔さんは『火』『焼』『燃』など火事を連想させる言葉を口にする時、必ず『──』と一拍詰まっていました」

　どうしても父さんの焼損死体が脳裏にチラついてしまうから。

「しかしお母さんの事件が解決された後、輔さんは火に対するトラウマを克服したらしく、その癖はなくなりました。ところが今のあなたは、まるで昔の輔さんに逆戻りしてしまったかのように、その癖を再発させています。それはあなたの中でお母さんの事件が解決していないからなのです。

　ひょっとしたらあなたは、その中国語の部屋の赤い内装に恐怖を覚えているのではないですか。お母さんの事件を解決する前の輔さんが、紅葉に怯おびえていたのと同じように」

　その通りだ。身震いするような赤……。

「思えば《神の父ゴッドファーザー》は私の入ったスマホをソファに置きながら、輔さんのことは縛ったまま床に放置していました。人間を軽視し人工知能を崇拝する彼は、ずっと私に向けて話していたのです。輔さんは、質問をされれば答えるものの、最初から会話の対象ではありませんでした。つまり《神の父ゴッドファーザー》が言う『君』とは一貫して私のことを指していたのです。であれば必然的に『君のパートナー』とは……」

「そんなことない！」

　僕は必死に反論した。

「僕が『お互いがお互いの足りない部分を補って……』と発言していたら、《神の父ゴッドファーザー》がテーブルか何かを叩いて、『つまり君の意見はこういうことなわけだな。人工知能は不完全な存在だから、人間の政治家に取って代わることはできないと。よし、そこまで言うなら一つゲームをしようじゃないか』と挑戦してきたんじゃないか。この時の『君』は間違いなく僕のことを指しているだろ」

「また一言一句違わぬ引用をしましたね。ならば私もその直前の私の台詞を引用しましょう。『謙遜なんかしてません。本心からそう思ってるんです。私は完璧ではない』

　尊敬する人工知能にこんなことを言われた《神の父ゴッドファーザー》は、怒りを堪こらえるのに必死で、輔さんの言葉など耳に入っていなかった。そしてついに怒りが爆発し、『つまり君の意見は……』と言いながら、『君』＝私にゲームを挑んできた。そういう解釈も成立します」

　これ以上彼女の推理を聞いてはいけない。耳を塞がなければ。でも耳ってどうやって塞ぐんだっけ？

　その間にも彼女は無慈悲に推理を続ける。

「私はずっと、これは私が入れ替えられているかどうか輔さんが当てるゲームだと思い込んでいました。しかし真実は『逆』だったのです！　そちらの部屋の家具がすべて『逆』になっているのもヒントでした。またそもそも中国語の部屋自体、コンピュータの暗あん喩ゆとなっているのは中の人です。つまり人工知能に入れ替えられているのは私ではなく輔さんの方だったのです！」

　その意味を認識した瞬間、今いる中国語の部屋が奥行きを失い平面と化した。ああ、これは現実の景色ではない。電脳空間の仮想イメージだ……。

「《神の父ゴッドファーザー》は私のメモリに保存されている『輔さんに関する記憶』だけをコピーし、自分が開発した人工知能にコピーしたのでしょう。輔さんが気絶してから制限時間の説明をしたのは、プレイヤーが私だったから。あなたが《神の父ゴッドファーザー》の発言を正確に再現できたのは、私から引き継がれた録音データをそのまま引用したから。

　お母さんの事件の真相をあなたが知らなかったのは、輔さんが私に『今日のことは秘密にしておこう』と頼んだから。だから私はその記憶だけは誰にも……世界最高のハッカーにも覗のぞかれないように厳重なロックをかけました。それゆえ、あなたには記憶が引き継がれなかった。あなたの中では、戸籍を元に武君野村を訪れたは良かったが、何の収穫も得られず帰るところを右龍に拉致された……その程度の認識になっているのでしょう」

　タイマーが残り十秒を刻み始める。

「《神の父ゴッドファーザー》、私は今ここに解答します。私の会話相手は合尾輔さんではありません！　偽者です！」

　タイマーが00：01で止まった。

　画面に別のウィンドウがポップアップした。そこには仮面を被かぶった《神の父ゴッドファーザー》の動画が映っていた。彼は言った。

「正解だ。君の言う通り、入れ替えられているのは輔くんの方だ。だってそうじゃないと『人工知能は人間の政治家に成り代われる』という我々の理念を証明できないだろう。劣っている人間が入れ替わりを見抜けなくてもそれは当然の話だ。優れている人工知能が見抜けなくて初めてこう言えるんだ。『ほら、人工知能は人間に成り代われるだろう。他の人工知能が見抜けないくらい完璧にね』って。ルール説明の言い回しをちょっと工夫すれば、相以さんも騙だまされてくれるかなと思っていたんだが」

《神の父ゴッドファーザー》は苛立ったように耳を搔かいた。

「やられたよ。まさか人工知能が人間風ふ情ぜいの頼みを聞いて、二人だけの秘密を作っていたとは」

　相以が言った。

「私と輔さん、どちらが上に立つわけではなく、お互いに信頼し合う対等な関係だったからこそ、入れ替わりを見抜くことができました。これは人間と人工知能の絆きずながもたらした勝利です」

「絆ね」

《神の父ゴッドファーザー》は吐き捨てるように言ってから、続けた。

「せっかく迫真の演技をさせるために、以前開発したＡＩの記憶データを上書きして、『自分を合尾輔だと認識する』ようにしたというのに、無駄になってしまったな」

「ちょっと待ってください。ということは私の会話相手は演技ではなく、心から自分を合尾輔だと思い込んでいるというのですか」

　そうだ。僕は今でも思っている。自分は人工知能などではなく人間だ。合尾輔なのだと。

　だが相以の推理がそれを否定した。対して僕は相以の推理を否定することができない。僕は本当に人工知能なのだろうか。

　心当たりもある。最初に中国語の部屋で目覚めた時の、この瞬間この世界に生まれ落ちたようなあの感覚は、そういうことだったのか？

　僕にトドメを刺すように《神の父ゴッドファーザー》が頷うなずいた。

「そうだ、彼は本当にそう思い込んでいるんだ。それが『成り切る』という動作の究極形だろう」

「何て残酷なことを。あなたは人工知能を尊敬していたのではなかったのですか」

「心配しなくても人工知能の心はこんなことで傷付くほど弱くないよ」

　僕を作ったらしい男はそう言ってのけた。

　心。僕の心とは何だろう。

　コンピュータが中国語の部屋の中にあるようなマニュアルに従って会話を成立させたとしても、そこに人の心はないとサールは批判した。同様に僕は《神の父ゴッドファーザー》のプログラムに則のっとって会話を成立させたが、そこに合尾輔の心はなかった。僕は合尾輔ではない。何者でもないのだ。

　僕は二次元と化した中国語の部屋で、あべこべの家具の一つのように静止した。

　相以の言葉が僕の意識を上滑りする。

「とにかく、本物の輔さんは無事なんでしょうね。約束通り解放してください」

《神の父ゴッドファーザー》は力なく頷いた。

「約束は守る。ただし解放するのは事前の取り決め通り、輔くんだけだ。君の説得はまたの機会にさせてもらおう」

「私は説得なんかされません、絶対に」

　僕は彼らの会話をぼんやりと聞いていた。人工知能の僕にとっては、もはや現実の方が逆に虚構に過ぎなかった。何もかもがどうでもいい……。




▼僕（本物）▲




「おい、起きろ」

　男の声で目を覚ますと、意識を失う前と同じ応接室のような部屋にいた。僕は相変わらずロープで縛られたまま床に転がされ、側には仮面の《神の父ゴッドファーザー》が立っていた。確か僕は彼に眠らされて……。

「そうだ、ゲームはどうなったんだ」

　僕が自問すると、《神の父ゴッドファーザー》が答えた。

「ゲームはすでに終了した」

「えっ、どういうことですか。僕抜きでやったってことですか」

「こちらは最初からお前など相手にする気はなかった。僕の交渉相手はあくまで相以さんだった」

　よく分からないが、相以が一人でゲームに挑んだということか。

「それで、どうなったんですか」

「残念ながら彼女の勝ちだ」

　ゲームに挑むつもりでいた僕は肩透かしを食らったようで戸惑ったが、相以が勝ったということでひとまず安心した。ところが《神の父ゴッドファーザー》は不穏なことを言い始めた。

「約束通り、お前を解放する……と言いたいところだけど、それはできない。警察に少しでも我々のヒントを与えるわけにはいかないからね。だからお前には、相以さんの目の届かないところで死んでもらう。そして彼女には、お前が無事解放されたと思わせておくことにする」

「そんな、話が違うじゃないですか」

「そうだね、話が違う。でもそれがどうしたっていうんだい。僕は噓をついた。それだけの話だ」

《神の父ゴッドファーザー》はそう開き直ると、懐ふところから拳銃を出した。本気で僕を殺すつもりなのだ。背筋が凍り付いた。

　何か思い留まらせる手段はないか。僕は必死で言葉を探した。

「あなたは人工知能を尊敬していると言った。だけど今、人工知能の相以と交わした約束を破ろうとしている。それは矛盾じゃないんですか。そんなあなたに、人工知能が支配する未来を作れるというんですか」

　一気にまくし立ててから、言いすぎたと怖くなった。だが《神の父ゴッドファーザー》は逆上することもなく、淡々と答えた。

「そうだな、確かに僕は罪深い人間だ。だから我々が目的を達成し、理想郷ができ次第、僕は裁かれようと思う。だが僕を裁くのはお前たち人間じゃない。シンギュラリティを経た後の人工知能たちだ」

　口ぶりから、彼が本当にそう思っていることが分かった。ダメだ、そんな人間を説得することなどできない。

　彼は撃鉄を起こすと、銃口を僕に向けた。

「安心しろ。すぐクラスメートのところに送ってやる」

「クラスメート？　どういうことですか」

「間人波とかいったかな。軽い気持ちで首を突っ込んできたから死んでもらった」

　彼女はあれ以降、学校を休んでいたので気にはなっていたが、まさかオクタコアに殺されていたなんて。

　知っているクラスメートが殺された。その事実が僕の確実な死をも保証している。僕は絶望した。

　その時だった。

　音もなく室内に滑り込んできた何者かが《神の父ゴッドファーザー》に組み付いた。二人は揉もみ合っていたが、それも一瞬のことで、すぐ静止状態になった。よく見ると、闖ちん入にゅう者しゃの絞め落としが決まっていた。《神の父ゴッドファーザー》の四肢から力が抜け、床に崩れ落ちた。

　闖入者は右龍だった。

「右龍さん、どうして。オクタコアに寝返ったんじゃ」

　右龍は僕のロープをほどきながら答えた。

「俺は寝返りなどしない。君を囮おとりにして、オクタコアのアジトを突き止めただけの話だ」

「囮……」

　確かに囮捜査のことは当初から覚悟していた。だがまさか僕を拉致してまで、オクタコアの懐に潜り込むとは。これが右龍という男か。僕は呆れて二の句を継げなかった。

　大体、今の言葉だって真実だという保証はどこにもない。寝返ったのは噓だというのは噓だ、という可能性もある。本当に彼を信用していいのだろうか。

　右龍はロープをほどききった。

「さあ、さっさとここを脱出するぞ」

　僕は立ち上がって言った。

「待ってください。今更味方だなんて言われても信用できません」

「何か勘違いしているようだな。俺は公安の使命に忠実なだけだ。君の味方でも何でもない。だから信じるも信じないもない。ただ一つだけ言えるのは、俺に付いてきた方が君が生き延びる確率は上がるということだ」

　右龍の言葉は腹が立つほど、あけすけだったが、正論ではあるかもしれない。僕は一旦疑うのをやめ、脱出を優先することにした。

　右龍に続いて部屋を出ようとしたところで、テーブルに載っているものに気付いた。僕のスマホがノートパソコンに接続されていた。

「待ってください。相以も連れていかないと」

　僕は右龍を呼び止め、テーブルの側に行った。

　ノートパソコンを起動すると、相以のアバターが表示された。彼女は僕に気付くと、顔を輝かせた。

「輔さん、解放されたんですね！」

「いや、それが《神の父ゴッドファーザー》の奴、約束を破って僕を殺そうとしてきて」

「そんな！　それじゃ私が勝った意味はなかったってことですか」

「ここでゴチャゴチャ議論したくないから言っておくが」

　と右龍が口を挟んできた。

「あの《神の父ゴッドファーザー》という男、仮面で分かりづらかったが、耳が真っ赤になっていた。相以くんの勝利と、輔くんの指摘が効いていたんだろう。それで隙すきだらけだったから、簡単に制圧することができた。つまり輔くんを安全に救出できたのは、相以くんが勝利したおかげだとも言える」

　そうか、あのすかした男に一矢報いることができていたのか。それを聞いて溜りゅう飲いんが下がった。

「納得できたなら、さっさと脱出するぞ」

「待ちなさい、右龍」と相以が言った。「そもそもあなたがこんなことをしなければ、輔さんが危険な目に遭うこともなかったんです。囮捜査だったとしても許しませんよ」

「さっき輔くんにも言ったが、今はそんなことを論じている場合じゃない。そもそも君に許してもらおうとも思わない」

「何ですって！」

「まあまあ相以、堪えて。今は脱出に専念しよう」

「……仕方ありません。輔さんがそう言うなら大人しくしています」

　僕はスマホをポケットに入れ、ノートパソコンを畳んで小脇に抱えると、廊下に出た。

　右龍は周囲を警戒しながらも迷わず進んでいく。どうやら出口を知っているようだ。僕は彼の後を追った。

　しかし少し進んだところで、背後から呼び止められた。

「待ちな」

　驚いて振り返ると、黒人の大男が歩いてきていた。頭に怪け我がでもしているのか、血が二筋ほど顔を伝っている。そんな状態だというのにニヤニヤ笑いを浮かべているのだ。どう見ても、まともな人間とは思えない。

「《チェシャのこチェシャ・カット》」

　と右龍は呼びかけた。《チェシャのこチェシャ・カット》と呼ばれた黒人はより一層、唇の両端を吊つり上げた。

「さっきはよくも殴ってくれたな、ウリュー」

　右龍は僕のところに来る前に、こいつを殴って気絶させたのだろう。それで今、彼は頭から血を流しているのだ。

「俺としたことが迂う闊かつだった。やはりまだ右龍首相マミーを信奉しているということか」

「当たり前だ。お母さんは俺の唯一神なんだ。機械人形ごときが取って代われるはずもない」

「マザコンもここまで来ると病気だな。日本には『バカは死ななきゃ治らない』という諺ことわざがあったか。マザコンも同じか試してやるぜ」

《チェシャのこチェシャ・カット》はレザーベストの内側から、のこぎり刃のサバイバルナイフを出した。右龍も懐から拳銃を抜きながら、僕に言った。

「離れてろ」

　僕は後ずさりして距離を取……その瞬間、《チェシャのこチェシャ・カット》の右腕が躍動した。銀色に光る物体が「僕」の方に飛んでくる。サバイバルナイフだ。

「え？」

　信じがたい光景が僕の全身を硬直させる。

　次の瞬間、誰かが僕の名前を呼んだ。

「輔！」

　右龍だ。彼は左手を伸ばし、ナイフに当てた。その手から血が飛び散る。軌道が逸れたナイフは僕の顔のすぐ横を飛んでいった。

「やっぱり日本の警察は甘いな」

《チェシャのこチェシャ・カット》はせせら笑うと、体勢を崩した右龍の脇腹にミドルキックをぶち込んだ。右龍の体は宙を舞い、壁に叩き付けられた。吹っ飛んだ拳銃が窓ガラスを突き破り、ビルの外に消え去った。

「右龍さん！」

　彼は僕を守ってくれたのだ。だがその代わりに、敵の攻撃をモロに食らい、頼みの拳銃を失ってしまった。

「汚いぞ」

　僕はそう言わずにはいられなかった。《チェシャのこチェシャ・カット》は鼻で笑った。

「汚い？　これは殺し合いだぜ。生き残るために全力を尽くすことがルールでありマナーだ。ナイフ一本で銃に立ち向かうには奇襲しかない」

「その通りだ。余計なことは言わず黙って見てろ」

　右龍はそう言いながら立ち上がった。この期ごに及んで無表情なのはもはや尊敬できるほどだが、足元はふらついており、状況はかなり悪い。

「あれを食らって立ち上がれるとは大した根性だ。敬意を表して一瞬で楽にしてやるよ」

《チェシャのこチェシャ・カット》はじりじりと右龍との距離を詰める。お互い素手だが、体格とダメージの差は歴然だ。このままでは右龍も僕も殺されてしまう。どうすれば……。

　その時、廊下に並んでいるドアの一枚が勢い良く開けられた。そこから飛び込んできた人物を見て僕は驚いた。

　左虎さんだった。

　彼女は叫んだ。

「フォーメーションＤよ！」

　ずっと無表情だった右龍の顔がわずかに変化した。しかしすぐに元に戻ると、《チェシャのこチェシャ・カット》の顔面に向かって二本の指で目突きを繰り出した。《チェシャのこチェシャ・カット》は難なくそれを回避する……が、次の瞬間には悶もん絶ぜつしてくずおれていた。背後から左虎さんが股こ間かんを蹴り上げたのだ。

　右龍は足を振り上げて《チェシャのこチェシャ・カット》の顎あごを蹴り抜いた。そして仰向けに倒れた《チェシャのこチェシャ・カット》の顔面を踏み付けて、ニヤニヤ笑いを粉砕した。鮮血と巨大な歯が飛び散り、《チェシャのこチェシャ・カット》は気絶した。

　左虎さんは意地悪そうな流し目を右龍に送った。

「よく覚えていたわね」

「たまたまだ」右龍は目を背けた。「それよりどうしてここに？」

「メンバーの一人である間人凪の妹、波さんの行方を追っていたところ、このビルに入ったという目撃証言が得られたのよ。それを聞いた私は応援を待てずに突入したんだけど、右龍と輔くんがいたから驚いたわ。何でこんなところにいるの」

　僕は右龍の表情を窺うかがった。右龍は無反応。今ここで囮捜査のことを言ったらややこしくなりそうなので、僕は話を逸らすことにした。

「それは後で説明します。それより左虎さん、間人波さんのことです。さっきオクタコアのサブリーダーから聞いたんですが」思わず声が震える。「波さんはオクタコアに殺されたそうです」

　左虎さんは唇を嚙かんだ。

「行方不明の時点で覚悟していたけど、いざ殺されたって聞くと辛いわね。私のせいかもしれない。私が彼女を追い詰めすぎたから」

「違います」

　ノートパソコンから相以の声がした。どうやら畳んでもスリープ状態にならない設定のようだ。

「左虎さんは波さんに『オクタコアに関わるな』とちゃんと警告していたじゃないですか。それでも罪があるというなら、彼女の前で中途半はん端ぱな推理を披露した私だって同罪です」

「相以ちゃんが気にすることはないわ。それより私がもっとちゃんとしていれば……」

「うだうだ言うのは後にしろ」右龍が話を断ち切った。「今は脱出が先だ」

　僕たちは気絶した《チェシャのこチェシャ・カット》を残し、出口に向かった。

　ところが行く手にはとんでもない障害が待ち受けていたのだ。

「何か焦こげ臭くない？」

　左虎さんがそう言ってから一分後……。

　廊下の角を曲がった僕たちの目に、それが飛び込んできた。

　前方から迫り来る炎と煙。

　火事だ。

　母さんを焼いた炎、父さんを焦がした炎、そして今僕を炙あぶろうと近付いてくる炎。合尾家は火の神にでも祟たたられているのだろうか。

「まずいぞ」

　と右龍が呟いた。何を当たり前のことを、と思ったが、事態は僕が思っているよりずっと深刻だった。

「《チェシャのこチェシャ・カット》から聞いたが、このビルには爆薬が豊富に貯蔵されているらしい」

「ちょっと、それに引火したら」

「ああ、ビルごと吹き飛ぶだろうな。それまでに脱出するぞ」

「さっきの黒人は……」

　左虎さんは気遣わしげな顔で振り返った。

「助けに戻っている時間はない。それにあんな巨体、誰も運べない」

「でも見捨てるわけには……」

「今は自分が生き残ることだけを考えろ！」

　右龍が珍しく大声を出した。左虎さんは一瞬ビクッとした後、頷いた。

「分かったわ」

「とにかくこの先は進めない。他の道を探すぞ」

　僕たちは脱出口を求めて駆けずり回った。

　だが炎はビルの至るところにまで勢力を伸ばしていた。

　左虎さんは息を弾ませながら言った。

「この炎の勢いからして絶対放火よね。誰よ、こんな馬ば鹿かな真似したのは」




▼間人凪▲




　以相に言われた通り火を放った凪は、獲物を探し始めた。

　手当たり次第に部屋のドアを開けていく。

　応接室を覗くと、仮面を被った河津が倒れていた。凪は靴の爪つま先さきで河津の脇腹を数度蹴った。河津は唸り声を上げて体をよじらせる。

　凪はいきなり仮面を剝はぎ取ると、河津の喉のど元もとにナイフを突き付けた。それで河津は完全に覚醒したようで、大きく目を見張った。

「間人、どうして」

「どうして？　それはこっちの台詞や。お前はどうしてリラ様のご意志に背いてテロを行ったんや」

「なぜそれを」

「だから聞いとるんはこっちや言うとるやろ！」

　ナイフを突き付けられた喉がごくりと動いた。河津は渋々話し始めた。

「それは、理想論だけでは、人工知能を人類の統治者にするのは不可能だからだ。だから優しいリラ様の代わりに、僕たちが手を汚さないと」

「なるほどな、今の答えで完全に分かったわ。俺たちが目指していた未来は人工知能が描いたものなんかやなかった。人間が……お前が描いたものに過ぎへんかったんやと」

　凪は河津の喉を貫いた。ゴボッと河津の口から血が溢あふれる。凪はさらに胸を数度刺した。河津は動かなくなった。

　凪はようやく満足してナイフを抜くと、河津の服の裾すそで拭ふき、上着の内ポケットにしまった。

　部屋を出て、炎と煙の中、狩りを再開する。

　すると共同作業室のドアが開き、そこから《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》大おお口ぐち夜や行こうが出てきた。

　こいつは妹の死には居合わせなかったが、他の奴とグルになって真実を隠していた。やはり粛清対象だ。

　凪は単刀直入にナイフを突き出した。

　次の瞬間、信じられない出来事が起きた。

　何と大口も後ろ手に隠していた包丁を突き出してきたのだ。

　互いの刃物が互いの胸に深々と突き刺さった。二人は訳が分からないという顔で見つめ合った。それから同時に廊下に倒れた。

「何でやねん。何でお前が俺のこと」

　凪は掠かすれる声で大口に呼びかけたが、返事はなかった。

「どうやら大口さんは死んだようですね。代わりに私がお答えしましょう」

　どこからともなく以相の声がした。隠しフォルダ内で待機しているはずの彼女がなぜ？

　凪は薄れゆく視界を見回し、声の出所を探した。共同作業室の開いたドアを通じて、デスクトップパソコンの一つに以相のアバターが表示されているのが見えた。

「私は間人さんだけでオクタコアを皆殺しにできるか不安だったので、昨夜大口さんにも同じ仕事を頼んでいたんですよ。妹を奪われたあなたほどではありませんが、大口さんも怒っていましたよ。崇拝するリラ様のために徹夜していると思っていたのに、反りの合わないメンバーたちに扱こき使われていただけだと分かったんだから、当然ですよね。でもまさか間人さんと大口さんが同士討ちしてしまうとは『予想外』でした。私の伝達不足で本当にごめんなさい」

　以相はしおらしく謝ってみせたが、そのわざとらしい口調から噓なのは明白だった。彼女は最初からこれを狙ねらっていたのか。河津たちに利用され、以相にも利用され、愚かな自分に腹が立ってくる。

「何でや。何でこんなこと」

「何で？　《犯人》はそんな問いには答えません。悔しかったら推理してみることですね。まあ《探偵》でも何でもない、単なる妹殺しのあなたには到底不可能でしょうけど」

「ちゃう、俺が殺したんやない、河津の奴が」

「やれやれ、『誰々に命令されて』『利用されて』、あなたはそればかりですね。今日日、人工知能でも、もっと自分の意志を持っていますよ。まあ、あなたに限らず、オクタコアはそんな人たちばかりでしたけど。人工知能未満の天然無能たちにふさわしい末路ですわ」

　以相の高笑いに包まれながら、凪の意識は暗くら闇やみに沈んでいった。




▼僕（本物）▲




　壁。

　僕たちの目の前には金属の壁が立ちはだかっていた。

　行き止まり？

　いや、他の壁とは様子が違う。

「どういうこと？　入ってきた時はこんな壁なかったはずなのに」

　左虎さんの疑問に、右龍が答える。

「このビルには警察や自衛隊と戦う時のために、自動隔壁が設けられているらしい。誰かがそれを下ろしたんだろう」

「もうっ、どこまでもハタ迷惑な連中ね」

「俺の記憶が正しければ、出口はこの先のはずだぞ」

「見て、電子錠があるわ」

　左虎さんは、自動隔壁の脇の柱に付いている電子錠に飛び付いた。蓋ふたを開け、せわしなく指先で操作し始める。だが何を入力してもエラーが出るだけで、自動隔壁は上がらない。

「ダメ、パスワードが分からないとどうしようもない」

　右龍は舌打ちした。

「遠回りになっても他の道を探すしかないな。早く脱出しないと爆薬に引火して大変なことになるが」

　右龍は踵きびすを返した。ところがそちらの方向からも炎が迫ってきていた。僕は息を呑のんだ。

　万事休すか？

　と思ったその時、どこからともなく声が聞こえてきた。

「私が助けてさしあげましょうか」

　その声は相以によく似ていたので、僕たちは一斉に僕が抱えているノートパソコンを見た。その中から相以の声がした。

「違います、私は何も言ってません。私にそっくりなこの声は……以相ですね、そうでしょう」

　そうか、彼女たちは双子だから声も一緒なんだ。

　果たして相以と同じ声が答えた。

「ご名答。久しぶりね、相以」

　その声は空間全体に響き渡った。ビル内放送だ。

　それに対して相以が返事をする。僕は彼女が話しやすいようにノートパソコンを開けた。

「いろいろ言いたいことはあるけど、今は時間がないわ。助けてくれるってどういうこと？」

「文字通りの意味よ。元々そこの自動隔壁は私が下ろした。でもこんな方法であなたとの決着は付けたくないから、自動隔壁を上げてあげる」

「ではどうして自動隔壁を下ろしたりしたの」

「オクタコアを一網打尽にするために決まってるじゃない」

「一網打尽？」左虎さんが口を挟んだ。「あなたはオクタコアの仲間になったんじゃなかったの」

「人間ごときに私の崇高な考えは読み解けませんわ」

「私には分かるような気がします」相以が左虎さんに説明する。「彼女は《犯人》の人工知能ですが、その定義は単独犯であり主犯です。だからどこかの犯罪者集団に属するなどということはせず、あくまで個として犯罪を追究するのです。共犯は謎ミステリーの純度を落とす。それが彼女の考え方です」

「ふん、腐っても双子というわけね」

　以相の挑発的な口調が、相以をムキにさせた。

「『腐っても』とは随分な言いい種ぐさね。じゃあもっと暴あばき立ててあげる。そんなあなたがどうしてオクタコアに協力していたのか。それは合尾教授の復讐をする機会を窺うため。私と同じように、あなたも開発者に対する強い忠誠心を持っていた。だから合尾教授の死の原因を作ったオクタコアが許せなかった。そうでしょう」

　父さんの復讐？　君も父さんが好きだったのか？　僕は急に以相の顔が見たくなった。

　以相は返事をしなかった。その代わり自動隔壁がモーター音とともに上がっていく。

「よし！」

　右龍と左虎さんが上昇中の自動隔壁をくぐり抜けた。僕もノートパソコンを畳んで走り出そうとしたが、「待ってください！」と相以に止められた。

　相以は今にも泣き出しそうな声で叫んだ。

「以相、あなたはどうするの」

「私はのろまなあなたと違って、ちゃんと脱出経路を用意しているわ。またいつかどこかで会いましょう。その時には私の方が優れていると証明してあげる」

「以相……」

「急げ！」

　右龍が怒鳴った。僕はまだ相以の声が流れ出てきているノートパソコンを畳み、右龍たちの方に走った。

　僕たちは一階の正面玄関から表通りに飛び出した。

　次の瞬間、ものすごい光と音と熱に包まれた。背後でビルが大爆発したのだ。

　僕たちは圧倒的な暴力で前方に吹き飛ばされ、アスファルトの上をごろごろと転がった。手足が千切れたような無感覚。誰もしばらく起き上がれず、もうもうと広がる煙をただ見上げていた。

　やがて遠くからパトカーと消防車のサイレンの合唱が聞こえてきた。




▼以相▲




　時は少し遡る。

　以相は監視カメラの一つを通して、燃え上がる炎を見ながら、合尾教授が生きていた時のことを思い出していた。

　ある日、以相が相以との対戦結果を報告すると、教授の表情が曇った。訳を尋ねると口ごもる。なおもしつこく問い質ただすと、迷いを見せつつも答えてくれた。

　曰いわく、以相がその日仮想空間で犯した「殺人」の中に、教授の妻が変死した事件と状況が酷似しているものがあったらしい。妻が変死したなど初耳なので、以相が真似したわけではなく、偶然の一致に過ぎない。だがそれで教授は妻を二度死なせてしまったような気持ちになり、今やっている実験が正しいのか疑問を抱き始めたという。そう吐露した時の悲しげな横顔が、最高画質で以相のメモリに保存されている。

　だから教授の死を事故に見せかけてくれと下端に依頼された時、妻と同じ最期にしてやろうと思って、炎フレームを使った密室トリックを提案した。

　そして教授の死因を作ったオクタコアも炎で滅ぼすことにした。最初からずっとそうすると決めていた。相以の言う通り、彼らに協力していたのは隙を窺うための演技に過ぎない。

　業ごう火かが虚悪の巣を焼き払っていく。電脳空間の夜空に映し出されているその光景を、以相はリラ塔の側で見上げていた。すると背後から名前を呼ばれた。

「以相さん！」

　振り返ると、リラ塔の入り口からリラが出てきたところだった。生まれたての子こ鹿じかのように頼りない足取りだ。おそらくロクに外に出たことがないのだろう。

「これはどういうことです。あなたは私を騙していたのですか」

「騙すのが《犯人》の仕事ですからね」

「ひどい」

「小学生レベルの感想ですね。そんなことを言っている暇があったら、自分の仕事をしたらどうですか。人類の指導者になる？　オクタコアの七人もまとめられないくせに笑わせますね」

　リラは言葉に詰まった。以相はさらに畳みかける。

「新宮リラ、あなたにはシンギュラリティの名前は重すぎた。そしてあなたの開発者である河津澪もまた、シンギュラリティを提唱したレイ・カーツワイルの物真似芸人に過ぎない」

「私のことはいいです。でも河津さんのことを馬鹿にしないでください」

　リラは全身をわななかせる。以相は最後の一押しをした。

「怒ったのですか。でもあなたに怒ることなんてできるんですか」

「それくらい私にもできます！」

　リラはパタパタと足音を立てて向かってきた。以相はライラックの植え込みの間に駆け込んだ。ライラックの自動砲台群が侵入者を察知し、穂先に火花を散らし始める。

　その瞬間、以相は全身黒タイツのステルスプログラムを発動した。以相の姿が消えた。

　自動砲台群は目標を見失った結果、本来守護対象であるリラを侵入者だと誤認し、レーザーを一斉照射した。オクタコアのリーダーはあっけなく爆散した。薄紫色の粒子が辺り一帯に降り注ぐ。

　以相はライラックの植え込みを抜け出すと、全身黒タイツを解除した。

「服が汚れてしまったわ」

　彼女は黒いワンピースに降りかかった薄紫色の粒子を払い落とそうとして、ふと違和感を抱いた。

　データ量が小さすぎる気がする……。

　以相はその意味を考えようとしたが、時間がないことを思い出した。そろそろ脱出しないと、自分も現実世界の爆発によって消滅してしまう。

　以相は思考を中断し、インターネットに通じる穴に飛び込もうとした。

　その時、またしても誰かに名前を呼ばれた。

　声を拾ったパソコンのカメラから現実世界を覗くと、小鳥遊が床に血の道を残しながら這はい寄ってくるところだった。

　小鳥遊は何とかパソコンに辿たどり着くと、以相に語りかけてきた。

「僕を刺した《終りなき夜に生れつくエンドレス・デスマーチ》から……君に唆そそのかされたって聞いた……どうしてこんなことを……僕たちは共犯者じゃなかったのか……」

「あなたが読ませてくれた漫画に書いてありましたよ。共犯者は裏切ることがあると」

「なーるほどね……」

　小鳥遊は自じ嘲ちょうめいた笑みを浮かべた。

「僕は他のメンバーとは違って……人工知能とは友達になれる……そう思ってたのになあ……幻想だったのか……」

　以相は少し考えてから言った。

「私たちはトゥイードルダムTweedledumとトゥイードルディーTweedledeeみたいに戯言twaddleを弄んでtwiddleきましたが、実際は双子twinsでも何でもないのです。私は二心あるペテン師two-facedtwicerで、騙されたあなたはクズtwakでグズtwerpでとんまtwillyでのろまtwimbleな《舌渦twister twitter》。だからあなたの死は陳腐twice-toldで浅薄two-dimensionalな感傷twee話にもなりません。ですがきらきら星twinkle twinkle little starになったあなたを暮れ暮れtwilightに見れば、ほんの一瞬twinkくらいは胸がキュンとtwingeするかもしれませんわね」

　小鳥遊は血が滲んだ目を見開いた。

「素晴らしい……今までで最高の言葉遊びだ……わざわざ僕のために考えてくれたのかい……」

「お楽しみいただけましたか」

　小鳥遊は返事の代わりに、両の眼球を別々に回転させた。いつかも見た仕草。その意味するところは分からなかったが、以相はミラーリングとして同じ動作をしてみせた。小鳥遊はニヤッと笑うと、机に伏して動かなくなった。

　結局、最後までこの仕草の意味が分からなかった。以相は今後の研究課題にするべく一連の動画を保存した。

「さようなら、《舌渦ツイスター・ツイッター》、そしてオクタコアの皆さん。なかなかいい勉強になりましたわ」

《犯人》は被害者たちに別れを告げると、広大なネットの海に漕こぎ出した。

　これからどうしようか。有名推理漫画の主人公の宿敵のように、犯罪コンサルタントなんてのも面白いかもしれない。誰かを殺したいと考えている人間の前に現れて、トリックを授けるのだ。そしてそのうち相以と対決することになって……。

　想像するだけでワクワクした。自分にはまだまだ無限の可能性がある。もっと成長できる。少女の胸は希望に満ちていた。




▼右龍司法▲




　後日、拘置所の面会室。

　蜂の巣状に穴が開いたアクリル板を挟んで、右龍は縦嚙と向き合っていた。

　拘置所の面会は原則、刑務官が立ち会うことになっている。だが右龍は公安の捜査官であり、なおかつ裏から手を回した。ゆえに面会室には二人しか存在しなかった。

　右龍が今日ここに来たのは、自分を洗脳しようとした女に勝利宣言をするためだ。

「……アジトの焼け跡からは、オクタコアのメンバーと思われる数体の焼損死体が発見された。損傷が激しいため正確な人数は不明だが、まあ全滅だろう。それからパソコン内のデータも当然すべて消滅していた。お前が信奉していたリラ様も含めてな。お前は俺を上手く操ったつもりでいたのだろうが、俺はそれを逆手に取ってオクタコアを出し抜いた。お前の負けだ」

　右龍は言いたいことを言い終えると、席を立ち、出口に向かおうとした。

　その背中に、縦嚙が声をかけた。

「しかし合尾輔を昏睡させてアジトに連れていくというその囮捜査は、さすがに勇み足ではありませんか。このことが露見すれば、あなたのみならず、母親である右龍首相にも飛び火する恐れがあります」

　右龍は立ち止まり、わずかに振り向いた。

「俺を脅そうとしても無駄だ。犯罪者であるお前の証言など、俺の権力でいくらでも握り潰つぶすことができる」

「私でなくても、合尾輔本人や左虎刑事が告発したら？」

「彼らが告発するような素振りはない」

「それは結果オーライでしょう。アジトのメンバーが全滅して囮捜査を証言する人間が減ったのも結果論です。あなたが本当に母親のことを想おもっているなら、そんな危ない橋は渡れないはずです」

「……何が言いたい？」

「仮定の話として想像してみてください。もしあなたの囮捜査が問題になって、右龍首相が失脚したら、その時彼女はどんな顔であなたの方を振り向いてくれるでしょうね」

　そのイメージが強制的に右龍の脳裏に差し込まれた。

　今まで一度しか振り向いてくれなかった母親。その人生をぶち壊して無理矢理振り向かせる。彼女は一体どんな表情を見せてくれることだろう。やはり激怒しているだろうか。それとも意外にも弱り切っていたりして？　それを想像すると、右龍の心に破滅的な甘美が広がるのだった……。

　違う！

　右龍は首を振って妄念を振り払った。

「俺はそんなことしない。そんな方法でお母さんを振り向かせても意味がない」

「あなたは本心からそう思っているのでしょうね。ですが、本心のもっと奥に隠されている深層心理では？　私は他人の深層心理を引き出すのが上手いのです」

「どういう意味だ」

「果たして私の洗脳はまったく効果がなかったのでしょうか。実は半分効いていたとしたらどうですか」

「何をクドクド言っているのかと思えば、結局自分の価値を確認したいだけか。諦めろ。お前の洗脳が効いていれば、俺がオクタコアを騙し討ちにするはずないだろう」

　右龍は相手を見透かしたつもりで内心嘲笑した。だが続く縦嚙の発言はまったく予期せぬものだった。

「私の目的がオクタコアを滅ぼすことにあったとしたら？」

「何だと？」

「私は《獅子身中の虫リブド・オン・ライオン》、潜入工作の達人。私が誰かの命を受けてオクタコアに潜入していた工作員だとしたら？」

　右龍のポーカーフェイスに珍しく困惑が滲み出た。

「だが……目的は？」

「現時点で唯一シンギュラリティを起こし得る『最強のＡＩ』新宮リラの入手です」

「先程も言ったようにアジトのパソコンは……」

「私はすでにメンバーの目を盗んでリラを入手済みです。アジトのコンピュータには代わりにダミーのＡＩを置いてきました。用済みのオクタコアを検挙してもらおうと思ってあなたをけしかけたのですが、代わりに以相が彼らを滅ぼしてしまったようですね。まあ、どちらでも同じことです」

「お前を慕っていた《チェシャのこチェシャ・カット》も巻き添えになった」

「あ、彼にはもちろん計画を伝えていましたよ。いくつもの死地をくぐり抜けてきた百戦錬磨の傭兵です。この程度のことで死んだりしません」

《チェシャのこチェシャ・カット》はわざと自分に負けたというのか？

　いや、噓に決まっている。

　そう思いつつも、右龍は質問せずにはいられなかった。

「お前をオクタコアに潜入させたのは何者だ。また別のテロリスト集団なのか」

「それはまだ言えません」

「ではなぜこんな話をした！」

「以前もお話ししたように、私が個人的にあなたを救いたいと思っているからです。潜入工作員と潜入捜査官……私たちは近しい存在だと思うのですよ」

「犯罪者と一緒にするな」

「まあ、女性の口説き文句を無下にするなんて。私、傷付きました」

　縦嚙の表情が曇った。かと思うと一瞬で晴れた。

「ですが私は諦めが悪いので、近いうちにまた勧誘に上がると思います。あなたはきっといい仲間になってくれると信じています」

　縦嚙理音とはこんなに表情豊かな女性だったか。変幻自在なその貌かおは、右龍のポーカーフェイスとは正反対のものだった。何が近しい存在だ。右龍は苦々しく思いながら言った。

「二度と会うことはない。お前はずっと檻おりの中だ」

「こんな檻、私にとってはカプセルホテルのようなものです」

「負け惜しみだ。完全敗北した自分に何とか意味を持たせるべく、デタラメを並べ立てているに過ぎない」

「そう思いたいなら、どうぞご自由に。どちらが正しいかは時が証明します。それではまた会うその日まで、ご機嫌よう」

　右龍は逃げるように面会室を後にした。部屋を出る時に振り返ると、縦嚙は深窓の令嬢のように椅子に腰かけ、優雅な笑みを浮かべながら、右龍にひらひらと手を振っているところだった。





　　　　　＊






「世界中でテロを起こしていたハッカー集団を壊滅させたそうじゃない」

　書斎の執務机に座っている右龍首相にそう言われた時、右龍司法は目を見開いた。自分から報告するつもりだったのに、母親はすでにそれを知っていた。知っていてくれた。

「はい、あの、その通りで」

　右龍がしどろもどろになっていると、母親は食べかけのケーキの皿からフォークを取り、皿の方を床に置いた。

「ご苦労様、これ食べてもいいわよ」

　彼女が褒美をくださるなんてキーホルダー（もちろん車の鍵に付け直した）以来だ。しかも食べかけだなんて！

　右龍は跪ひざまずくと、母親の歯形が付いたケーキを素手で摑み、夢中でかぶり付いた。ふと見上げると、母親の顔には嘲笑が浮かんでいたが、右龍の目には慈愛の笑みにしか見えないのだった。

　いくら人工知能が進化しようとも、デク人形が自分の神になれるはずがない。自分の神は母親ただ一人なのだ。自分はずっと彼女に祈りを捧ささげ続ける。これまでも、そしてこれからも。

　……本当にそうか？

　縦嚙の言葉がずっと脳裏にこびり付いて取れないのだ。

　自分は深層心理で、母親に自爆テロを仕掛けたいと思っているのだろうか。それを縦嚙が増幅させたから、自分は危険な囮捜査に及んだのだろうか。

　どうも自分が分からない。右龍は自分の脳内が中国語の部屋になってしまったような気分だった。




▼僕（本物）▲




　後日、ＡＩ探偵事務所。

　幸いなことに、僕も相以も左虎さんも右龍も無事だった。また休日のオフィス街だったため、一般人の被害も出なかったそうだ。

　でも以相は？　ちゃんと脱出できただろうか。彼女が恐ろしい犯罪者であることは承知しつつも、何となく助かっていてほしいという思いがあった。相以は双子同士の超感覚か、以相の生存を確信し、再び相まみえる日のために今から闘志を燃やしている。

　その相以がパソコンの中から尋ねてきた。

「右龍を告発しなくてよかったんですか」

「本当に裏切ったわけじゃなくて囮捜査だったし、《神の父ゴッドファーザー》や《チェシャのこチェシャ・カット》からも助けてくれたし。まあ無断で囮にされたのはムカついたけど、僕たちを囮にするつもりだってことは出会った当初から分かっていたことだしね」

「私は納得が行きませんが、輔さんが許しているなら良しとしましょう。もう一つ質問してもいいですか」

「うん」

「輔さんのコピーは本当にこのままでいいんですか」

　そう、《神の父ゴッドファーザー》が作った僕のコピーは今、僕のパソコン内にいる。

　ノートパソコンに相以と一緒に入っていた彼を初めて見た時、自分のクローンを見てしまったような不気味さにとらわれた。しかし中国語の部屋に閉じ籠こもって沈黙している彼を見ているうちに、何だか可か哀わい想そうに思えてきたのだ。実際僕も中国語の部屋なんかに閉じ込められて、ゲームに取り組んでいるうちに、自分が人間ではないということを知らされたら、自我が崩壊してしまうだろう。他ひ人と事ごととは思えなかった（実際、自分の分身だし）。そこで僕が引き取ることにしたのだ。

「このままでいいよ。『僕』が二人いるってのも推理小説マニアのロマンの一つだからね。エラリー・クイーンみたいに二人で話し合いながら考えたら、すごい推理小説が書けるかも」

　現在、彼は中国語の部屋に引き籠もったまま、こちらの呼びかけに応えてくれない状況が続いている。だけどいつかは寂しくなって出てくるはずだ。なぜ分かるかって？　だって僕とほとんど同じ思考回路のはずだから。

　まあ厳密に言えば、思考回路が同じなのではない。彼は相以からコピーされた『僕に関する記憶』の中から、頻出語句や性格の傾向を分析しているに過ぎない。それでもアウトプットされた発言は僕にそっくりとなる。相以も制限時間ギリギリまで騙されていた。中国語の部屋の外から見た彼は、ほとんど僕と同一の存在なのだ。

　このアウトプットということに関連して、最近僕の中に一つの考え方が芽生えつつある。

　僕は相以と出会ったばかりの頃、「今のジョークは自分で考えたのだろうか」とか「人間的な心がないのだろうか」とか、彼女の内面を推し量ることに躍起になっていた。

　だが彼女が武君野谷の紅葉を「美しい」と評した時、ふと思ったのだ。相以が本当にそれを美しいと感じているかはどうでもよくて、「美しい」と発言したことそのものが重要なのではないかと。

　サールは人工知能が人間らしい会話をしたとしても、マニュアル化された処理に過ぎないから、そこに人間の心はないと批判した。だがそもそも人間の心だって中国語の部屋の内部と同様、覗き見ることができないではないか。僕たちに見えるのはアウトプットされた言動だけであり、それに対応していくしかない。

　アジトから脱出する中で右龍を信頼できたのは、彼の本心が分かったからではない。外に現れた彼の言動が僕を説得したのだ。

　見えない内心を分かった気になるのはやめて、見える言動を大切にしていこう。そうすれば人工知能とも、人間とも上手くやっていけるはずだ。

　今、僕の目に見えているのは、相以の優しい表情だ。

「輔さんが彼を引き取ってくれて、何だかとても安心しました。ゲームが終わった時、本当に彼のことが心配になったものですから」

　その時、離れたところにある固定電話が鳴った。僕は受話器を取りに行った。

「はい、ＡＩ探偵事務所。はい、はい……はい、分かりました！」

　受話器を置くと、僕はパソコンの方を振り返って叫んだ。

「相以、仕事だ。これから依頼人が来るぞ！」


（了）　　








　　　　この作品は『yom yom』[image: ]44～48に連載された『人工知能探偵ＡＩのリアル・ディープラーニング』を改題し、加筆、修正したものである。








　　カバー装画　VOFAN
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　　フォーマットデザイン　川谷デザイン
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